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午前 9時 3 0分　開会

〇議長（白川克広君）　これより令和 7年加茂市議会 1 2月定例会を開会いたします。

午前 9時 3 0分　開議

〇議長（白川克広君）　直ちに本日の会議を開きます。

　日程第 1　会議録署名議員の指名

〇議長（白川克広君）　これより日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

　会議録署名議員は、会議規則第 8 6条の規定により、議長において、 1 1番、滝沢茂秋議員、 1 2番、

森山一理議員、 1 5番、関龍雄議員を指名いたします。

　日程第 2　会期の決定

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 2、会期の決定を議題といたします。

　議会運営委員会における今期定例会の運営について、審査の結果を委員長より報告を求めます。

〔議会運営委員長　森山一理君　登壇〕

〇議会運営委員長（森山一理君）　おはようございます。ただいまから議会運営委員会の結果を報告いたし

ます。

　本日から 1 2月定例会が開催されますので、去る 1 1 月 2 7 日、議会運営委員会を開催した結果、次の

とおり決定いたしましたので、皆様方の御賛同をお願いいたします。

　会期は、本日から 1 2 月 1 5日までの 1 2日間といたすことになった次第であります。今回、提出され

ました請願は 1件、一般質問の通告は 7名であります。議事の運営につきましては、皆様方のお手元に通

知してあります順序によって行うこととし、本会議は本日 4日、 5日、 8日及び 1 5日に開催することに

なりました。 9日に連合審査会、次いで 1 0日及び 1 1日に各委員会の開催をお願いし、付託議案及び請

願の審査を行っていただくことになりました。最終日の 1 5日は、付託議案及び請願の審査結果について

農 業 委 員 会
事　務　局　長

教 育 委 員 会
社会教育課長

監　査　委　員
事　務　局　長
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庶　務　課　長

加茂市・田上町消防
衛生保育組合事務局長

教 育 委 員 会
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教 育 委 員 会
スポーツ振興課長
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各委員長の報告を行い、これを決定していただき、また、会期中に議員発案等が提出された場合は、最終

日の日程に組み、これらの即決をお願いし、 1 2月定例会を終了することになりました。

　以上をもちまして議会運営委員会の結果報告を終わります。

〇議長（白川克広君）　お諮りいたします。

　今期定例会の会期については、議会運営委員長報告のとおり、本日から 1 2 月 1 5日までの 1 2日間と

いたしたいと思います。なお、議事の運営につきましては、議会運営委員長報告のとおり取り計りたいと

思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から 1 2 月 1 5日まで

の 1 2日間と決定いたしました。

　なお、議事の運営につきましては、お諮りのとおり決しました。

　市長の挨拶

〇議長（白川克広君）　次に、市長より招集の挨拶があります。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　おはようございます。令和 7年加茂市議会 1 2月定例会をお願いしましたところ、

御出席いただきましてありがとうございます。

　今議会の主な議案といたしましては、令和 7年度一般会計、各特別会計、水道事業会計及び下水道事業

会計補正予算、各条例の一部改正、規約の変更などです。

　また、さきの 9月の定例会での一般質問、委員会での御質問、御要望の進捗状況について御報告できる

ものといたしましては、鳥獣対策についてですが、熊出没対策として、広報かも 1 0月号、 1 1月号や回

覧などを活用し啓発活動を行ったほか、 1 2 月 1 8日にイノシシ市民勉強会を開催する予定です。

　 1 1 月 1 2日に佐野田上町長と一緒に県へ県立加茂病院における診療科の充実と県央基幹病院までの交

通アクセスの整備を求める要望書を提出しました。要望書は、加茂病院に関することは病院局長へ、交通

アクセスに関することは交通政策局長へそれぞれお渡しし、直接要望内容をお伝えしました。以上が 9月

定例会後の進捗状況です。

　また、昨日の定例記者会見で、新しい統合中学校名が加茂中学校に決定したことを発表しました。加茂

市全体で新しい加茂中学校に通う子供たち、先生方を支えていけるよう準備を進めていきたいというふう

に考えております。

　今議会もどうぞよろしくお願いいたします。

　日程第 3　諸報告

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 3、諸報告を行います。

　報告第 2 0号、損害賠償額の決定及び和解についての専決処分報告について、市長から報告がありまし

た。その写しをお手元に通知してありますので、御了承ください。

　次に、報告第 2 1号、監査委員から定期監査、財政的援助団体等監査及び令和 7年 8月分、 9月分、 1 0

月分の例月現金出納検査の結果報告がありました。その写しをお手元に通知してありますので、御了承く
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ださい。

　次に、報告第 2 2号、教育長から教育に関する事務の管理及び執行の点検・評価の報告がありました。

その写しをお手元に通知してありますので、御了承ください。

　次に、報告第 2 3号、各一部事務組合議会の報告を別紙のとおりお手元に通知してありますので、併せ

て御了承ください。

　日程第 4　第 7 0号議案から第 9 1号議案まで

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 4、第 7 0号議案から第 9 1号議案までの 2 2件を一括議題といたし

ます。

　当局の説明を求めます。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　ただいま上程になりました議案の概要を御説明いたします。

　第 7 0号議案は、令和 7年度一般会計補正予算です。この補正予算は、総額 9 8 3 万 7 , 0 0 0円の増

額です。歳出の内容としては、農林水産業総合振興事業費補助金 7 1 5万円などを増額し、国民健康保険

特別会計繰出金 1 , 0 0 1 万 3 , 0 0 0円を減額するものです。これに充てる財源として、県支出金 8 3 2

万 8 , 0 0 0円などを増額し、繰入金 2 , 0 6 7 万 8 , 0 0 0円を減額して措置するものです。この結果、

予算の総額は 1 4 0 億 4 , 8 0 9 万 6 , 0 0 0円となります。債務負担行為の補正については、加茂南小

学校給水管塩素注入装置設置工事など 2件について、その期間及び限度額を定めるものです。

　第 7 1号議案は、令和7年度国民健康保険特別会計補正予算です。この補正予算は、基金繰入金1 , 0 0 1

万 3 , 0 0 0円を増額し、同額一般会計繰入金を減額するものです。

　第 7 2 号議案は、令和 7 年度後期高齢者医療特別会計補正予算です。この補正予算は、総額 7 0 9 万

1 , 0 0 0円の増額です。これは、後期高齢者医療広域連合納付金 7 0 9 万 1 , 0 0 0円を増額し、これ

に充てる財源として、同額繰越金を増額して措置するものです。この結果、予算の総額は 4億 3 , 2 5 3

万 4 , 0 0 0円となります。

　第 7 3号議案は、令和 7年度介護保険特別会計補正予算です。この補正予算は、総額 8 8万円の増額で

す。これは、介護保険システム改修委託料 8 8万円を増額し、これに充てる財源として、国庫支出金 4 4

万円などを増額して措置するものです。この結果、予算の総額は 3 5 億 2 , 4 0 2 万 9 , 0 0 0円となり

ます。

　第 7 4 号議案は、令和 7年度水道事業会計補正予算です。この補正予算は、収益的収支について、支出

で営業費用 2 6 万 4 , 0 0 0円を増額するものです。

　第 7 5号議案は、令和 7年度一般会計補正予算です。この補正予算は、給与等改定所要額 3 , 9 4 5万

6 , 0 0 0円、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、下水道事業会計に

属する職員の給与改定に伴う繰出金 4 7 6 万 9 , 0 0 0 円を増額し、これに充てる財源として、繰入金

4 , 4 2 2 万 5 , 0 0 0円を増額して措置するものです。

　第 7 6号議案から第 8 0号議案までは、各特別会計の補正予算です。国民健康保険特別会計については、

給与改定所要額 1 7 1 万 1 , 0 0 0円を増額し、同額繰入金を増額して措置するものです。後期高齢者医

療特別会計については、給与改定所要額 2 4 万 8 , 0 0 0円を増額し、同額繰入金を増額して措置するも



―　6　―

のです。介護保険特別会計については、給与改定所要額 2 6 7 万 4 , 0 0 0円を増額し、同額繰入金を増

額して措置するものです。水道事業会計については、給与改定所要額 2 1 0 万 4 , 0 0 0円を増額するも

のです。下水道事業会計については、給与改定所要額 2 2 0 万 9 , 0 0 0円を増額するものです。

　第 8 1号議案は、加茂市個人番号の利用に関する条例の一部改正についてです。これは、住登外者宛名

番号管理機能で宛名番号以外にも個人番号を管理する必要があることから、当該機能で処理する事務を個

人番号の独自利用を行う事務として規定するため、所要の改正を行うものです。

　第 8 2号議案は、新潟県加茂市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について、第 8 3号議案

は、新潟県加茂市職員の給与に関する条例の一部改正について、第 8 4 号議案は、加茂市会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正についてです。これは、令和 7年の人事院勧告により、国

の指定職の期末手当と勤勉手当を合わせて 0 . 0 5月分、行政職も同様に 0 . 0 5月分、定年前再任用短

時間勤務職員にあっては期末手当と勤勉手当を合わせて 0 . 0 2 5月分、俸給表は平均 3 . 3％、通勤手

当は距離区分に応じて 2 0 0円から 7 , 1 0 0円までの幅でそれぞれ引き上げられたこと等に伴い、これ

に準ずるための所要の改正を行うものです。

　第 8 5号議案は、加茂市議会議員及び加茂市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関す

る条例の一部改正について、第 8 6号議案は、加茂市議会議員及び加茂市長の選挙における選挙運動用ビ

ラの作成の公営に関する条例の一部改正についてです。これは、公職選挙法施行令の改正により、国政選

挙における選挙運動用ポスター及びビラ作成の公営単価が改められたことに合わせて、市選挙における公

営単価を改正するものです。

　第 8 7号議案は、加茂市看護職員奨学金条例の一部改正についてです。これは、県央基幹病院の開院を

見据えた県央地域の看護職員の人材確保を目的とした本奨学金事業が制定後 5年で終了する予定でしたが、

さらに将来の看護職員の確保を目的とし、有効期限をなくすため、所要の改正を行うものです。

　第 8 8号議案は、加茂市農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正についてです。これは、加

茂市農業委員会の区域内の農業者数と農地面積の減少傾向を踏まえ、農業委員会等に関する法律第 8 条

第 2項の規定に基づき、委員の定数を 1 9 人から 1 6人に削減するため、所要の改正を行うものです。

　第 8 9 号議案は、加茂市・田上町消防衛生保育組合規約の変更についてです。これは、県の権限移譲に

基づき田上町が煙火の消費許可事務を移譲されることに合わせて、加茂市と田上町の煙火消費許可事務を

加茂地域消防本部で行うこととするため、組合規約の変更をするものです。

　第 9 0号議案は、新潟県市町村総合事務組合規約の変更についてです。これは、村上市及び南魚沼市か

ら、採用試験及び昇任試験に関する共同処理事務について、令和 8年 3月 3 1日をもって脱退したい旨の

申出があったため、組合規約の変更を行うものです。

　第 9 1号議案は、令和 7年度一般会計補正予算です。この補正予算は、総額 2 3 2 万 6 , 0 0 0円の増

額です。これは、有害鳥獣対策費 2 3 2 万 6 , 0 0 0円を増額し、これに充てる財源として、同額県支出

金を増額して措置するものです。この結果、予算の総額は 1 4 0億 9 , 4 6 4 万 7 , 0 0 0円となります。

　提案いたしました議案の概要は以上です。よろしく御審議をお願い申し上げます。

〇議長（白川克広君）　ただいま議題となっております第 7 0号議案から第 9 1号議案までは、お手元に通

知してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。
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　日程第 5　請願第 4号

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 5、請願第 4号を議題といたします。

　今期定例会において受理した請願 1件につきましては、会議規則第 1 3 9条第 1項の規定により、お手

元に通知の請願文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしましたから、報告いたします。

　 1 0 時 3 0分まで休憩いたします。

午前　 9時 4 7分　休憩

午前 1 0 時 3 0分　開議

〇議長（白川克広君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　日程第 6　一般質問

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 6、一般質問を行います。

　通告順により質問を許します。

　質問の要旨を順次局長に朗読いたさせます。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君））　 6番、大橋一久議員。

〔 6番　大橋一久君　登壇〕

〇 6番（大橋一久君）　おはようございます。 6番、会派青天、大橋一久です。加茂市議会 1 2月定例会に

当たり、一般質問を行わさせていただきます。

　まず、特定外来生物等の分布把握と駆除についてであります。この秋もセイタカアワダチソウが広く咲

きました。年々面積が拡大し、秋には黄色い花が広く一面に咲いています。ここ 2 0年ほどで秋の風景も

変わってしまったように思います。外国から入ってきた外来種とは思っていましたが、調べてみると、生

態系被害防止外来種リストに載っております。今は、奥山まで分布を広げています。私が子供だった頃は、

セイヨウタンポポとアメリカザリガニがよく言われていました。在来種のニホンタンポポを駆逐し、日本

の侵略的外来種ワースト 1 0 0に選定されています。ニホンタンポポとセイヨウタンポポの違いはよく分

かりませんが、私が春見ているのはセイヨウタンポポと思います。アメリカザリガニは、田んぼなどでよ

く遭遇しております。強そうなのがアメリカザリガニで、弱そうなのがニホンザリガニと勝手に解釈して

おりましたが、田んぼで出会ったザリガニは全てアメリカザリガニだったと思います。アメリカザリガニ

は、条件付特定外来生物に指定されています。いろいろな外来種が侵食しているものと思います。ハクビ

シンやフランスギクも広く広がってしまいました。ハクビシンの被害も市内一円から伺います。

　近年、市民の方からは、アライグマがいる、オオキンケイギクが出ているとの話を伺います。アライグ

マ、オオキンケイギクの市内の繁殖状況はいかがでしょうか。市としての把握状況はいかがでしょうか。

　市民の方々と一緒になって防除活動を行ってはどうか。まずは特定外来種の情報発信が必要と思います。

外来種被害予防 3原則、入れない、捨てない、広げないを周知し、正しい駆除の仕方、根から抜き、種子

を飛散させないなどの発信、そして市民の方々の協力を得て、駆除防除の体制を整えてはいかがでしょう

か。早期に対策を講じることが後々の費用負担も抑えられることと思います。一面に広がったセイタカア

ワダチソウのようになってはいけません。アライグマとオオキンケイギクへの対応はまだ間に合うのでは
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ないかと思います。市民の方々と一緒になって、早期発見、迅速な駆除、通報体制を整え、対応ができな

いものでしょうか。

　アライグマ、オオキンケイギクへの市の考え、認識、また他の特定外来生物への市の認識はいかがでし

ょうか。特定外来生物分布把握及び駆除について、当局の見解をお尋ねいたします。

　持続可能な医療提供体制についてであります。県央基幹病院開院と加茂病院が崇徳会への指定管理者制

度になって 2年となろうとしますが、中核病院としての救急医療、高度医療を担う県央基幹病院、そして

地域密着型病院として慢性疾患、在宅復帰、在宅療養支援のための入院機能、平日日中の救急対応の加茂

病院、役割分担をされていますが、実際の運営について市としてどのような評価がなされているのか、お

聞かせください。またあわせて、県央地域を 1つの病院と見るとの県の方針も方針どおりになっているの

か、市としての見解をお聞きしたいと思います。

　高齢者福祉にいる者として、県央基幹病院開院後の救急対応、搬送される高齢者の方、市民の方につい

ても多く搬送されるケースを見てまいりました。以前は搬送先病院が決まらずに救急車の中で待機させら

れるケースも多くありましたが、今はスムーズに県央基幹病院へ搬送をされています。また、平日昼間の

加茂病院への救急搬送もされています。加茂病院がかかりつけでなくても受け入れてくれている印象を持

っております。また、御家族も基幹病院への搬送にも不満を聞きません。そして、加茂病院への転院への

連携もスムーズにいっており、リハビリなどを行い、在宅復帰されております。御家族もスムーズに対応

をしてくださっています。また、加茂病院は現在緩和ケア 2名を含め外来医師は 7名で対応していると思

いますが、外来機能もしっかりと取り組んでいると考えております。

　さきの 9月定例会にて、加茂病院の医師充実の請願が提出され、私も賛成をしましたが、そうなったら

よいとは思いますが、実現可能なのでしょうか。あれもこれもの診療科があったほうがよいとは思います

が、実現できるものでしょうか。市長も田上町町長と共にすぐに動いてくださり、県へ掛け合ってくださ

っていますが、感触はいかがだったでしょうか。あれもこれも充実したらよいですが、それで病院経営が

できなくなり、将来加茂病院がなくなってしまわないかとも思います。

　県立松代病院の入院機能が令和 8年 4月 1日から十日町病院へ統合されることとなりました。無床診療

所化とされます。入院機能がなくなり、診察のみとなります。病床 3 9 床が地域からなくなります。松代

病院と十日町病院の距離は約 2 0キロ、車で 3 0分であります。加茂病院と県央基幹病院の距離が 1 4 . 3

キロ、車で 2 4 分です。松代病院と十日町病院の距離より加茂病院と県央基幹病院の距離のほうが近いわ

けであります。現在そのような計画はないと思いますが、将来加茂市の人口が 1万 5 , 0 0 0人を下回り、

入院患者が年々減少していけば、そのような可能性も起きるものとも思います。また、県の財政状況、県

立加茂病院の赤字を考えれば、将来さらなる病院の再編が起こっても不思議ではありません。

　地域密着型病院の在り方をいま一度市民の皆様と共に考えていけたらよいのではないでしょうか。また、

街の個人医院の診察科目、専門科目をいま一度市民の方々と共有し、加茂病院、そして個人医院を一体と

考え、受診のケースパターンを考えていけたらよいのではないでしょうか。また、医療予防、介護予防の

促進も大切と思います。

　また、街の医院の医師の年齢も気になります。 7 0代の先生、 6 0代半ばの先生が主として加茂市の医

療を支えてくださっております。近い将来の加茂市の医院の数も心配となります。加茂市も診療所設置奨

励事業を設置し、診療所の新規開業や既存診療所の継続を支援していますが、現在この事業の活用事例は
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どのような状況でしょうか。

　個人医院の閉院後、近くの診療所へ患者が増え、医師も大変になっているとの話も伺います。加茂市の

新規開業はどうか。難しいものなのでしょうか。

　いま一度、急性期医療、慢性期医療の違い、地域密着型病院の役割、加茂病院と個人医院の連携など、

市民の方々と考え、持続可能な加茂の医療体制を市民の方々との共有が必要なのではないでしょうか。医

療予防、介護予防も含め、持続可能な加茂の医療体制について、当局の見解をお尋ねいたします。

　次に、雑紙の回収についてであります。加茂市・田上町消防衛生保育組合での焼却炉新設を断念し、可

燃ごみの三条市への処理委託が将来開始される方針です。その方針に賛成をするものであります。加茂、

田上の人口規模で焼却炉を自前で持つより効率的と思います。ごみは自前で処理するものだとの声も少数

ありましたが、加茂、田上合同で焼却炉を構える四十数年前より自前主義は存在していなかったと考えて

おります。加茂のごみは田上で処理していたものと考えます。

　これからのこと、将来のことを考えます。三条市への可燃ごみ処理委託について、分別の違いによって

市民の皆様へ混乱が生じないかと心配をします。加茂市、三条市のごみの分別比較ですが、加茂市は 1 0

区分 5 7 3品目、三条市は 1 2分別 8 5 5品目となっております。

　古紙類について考えたいと思います。古紙類の分類は、加茂市は 1 3品目、三条市は 2 9品目となって

おります。 1 6品目の違いは何か。段ボールは加茂、三条 1品目ずつ、新聞紙も新聞紙、チラシ（広告）、

広告（チラシ）と 3品目、同じです。雑誌も雑誌、カタログ、パンフレット類、ノートなど 8品目と同じ、

オフィスペーパーはコピー用紙の 1品目と同じになっております。ここまでで 1 3品目、加茂市の分類は

以上となります。加茂と三条市の違いの 1 6品目は、雑紙の分類の違いとなっております。加茂市は、雑

紙が分類されておりません。三条市の雑紙 1 6品目は、アルミホイル（台所用）の芯、紙容器、お菓子の

箱、たばこの空き箱、ティッシュペーパーの箱、ティッシュペーパーの芯、ラップの芯、ラップの容器、

飲料用の紙パック、化粧品の箱、菓子箱（紙）、牛乳パック、紙パック、紙袋、酒の容器（紙）、封筒、

米袋（紙）の 1 6品目となります。日々の生活の隅々まで入っているのが雑紙と思います。

　ごみカレンダーでは、加茂市では、新聞、チラシ、雑誌類、段ボールとなっております。三条市は、新

聞、チラシ、段ボール、紙パック、雑誌、その他の紙と出ております。そうしますと、紙パックとその他

の紙（雑紙）は、三条市の市民の方は分別しステーションに出し、加茂市民は燃えるごみに入れて出して

いることになります。これらが委託後の処理費の増加を招くのではないでしょうか。

　雑紙を分別していない自治体の可燃ごみの中の紙類比率は約 4 0％前後とのデータもあります。加茂、

田上の可燃ごみ中の紙類の比率はどのように考えますか。雑紙回収の導入コストより放置コストのほうが

高くなるのではないでしょうか。

　雑紙の 1 6品目はなかなか複雑であります。市民の方々と共に一緒に進めなくてはなりません。雑紙を

燃えるごみから地域資源へ転換することの物語を市民の方々と考えていかなくてはなりません。地域活動、

教育機関との連携も必要なことと思います。雑紙回収を行い、可燃ごみの減量を。雑紙のステーション回

収について、当局の見解をお尋ねいたします。

　壇上からの質問は以上とし、再質問は発言席から行わさせていただきます。

〔 6番　大橋一久君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕
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〇市長（藤田明美君）　大橋議員の御質問にお答えします。

　初めに、特定外来生物等の分布把握と駆除についてお答えします。まず、アライグマ、オオキンケイギ

クの市内の繁殖状況の分布把握についてですが、結論から申し上げますと、分布の把握はしていません。

　アライグマについては、複数の目撃情報があり、被害報告も農作物について複数寄せられています。な

お、捕獲、駆除について御相談いただいたことはありませんが、アライグマのような動物は法律で捕獲や

駆除に免許や許可が必要であること、捕獲の際にけがや病気の感染などのリスクがあることを考えると、

個人での駆除ではなく、猟友会や鳥獣捕獲の専門的な知識を有する方々に任せるべきものと考えます。今

後も引き続き市民から捕獲、駆除について御相談があった場合は、専門家の方々と連携を取りながら対応

を検討したいと思います。

　次に、オオキンケイギクについてですが、近年多くの目撃情報があり、市で駆除してほしいとの要望も

あります。しかし、駆除に当たっては、根から引き抜き、種子や根を落とさないように袋に入れて枯らす

必要があるなど非常に手間がかかります。さらに、私有地も含め、既に広範囲に広がっている可能性があ

るため、駆除を行うにはかなりの経費が必要になると予想されます。また、花粉等による人間への健康被

害がないことなどから、市としてオオキンケイギクの駆除は実施していません。

　そのため、大橋議員からの御提案にあるとおり、市民が力を合わせて駆除を行うことは非常に有意義で

あると認識しています。オオキンケイギクについては、きれいな花を咲かせることや近年急速に広がり始

めたことから、特定外来生物として認識されていないことが大きな課題となっています。この問題解決に

は、まず市民にオオキンケイギクについて知っていただくことが重要です。その上で、具体的な駆除方法

も併せて周知することで、自宅の敷地内などで発見した場合に、繁殖範囲が広がらないよう、できる範囲

での駆除に御協力をいただきたいと考えています。また、自宅の敷地以外で駆除を行う場合は、かも美化

サポーター事業に登録、参加していただくことで、駆除に必要な道具やごみ袋の提供が可能となります。

多くの市民からこの事業へ登録、参加をしていただけるよう、併せて周知していきたいと思います。ただ

し、生息場所が国道や県道の幹線道路脇など駆除活動が危険を伴う場所である場合や、私有地である場合

などもあるため、事故やトラブルが起きないよう注意喚起も併せて行っていきたいと思います。

　特定外来生物の広がりは非常に早く、発見したときには既に自治体では手に負えない状況になっている

ことがあります。分布把握、駆除の重要性は認識していますが、多大な経費がかかることもあり、人間に

対して喫緊の危険がなければ、早急の対策は難しいのが実情です。市としては、今後も広報活動を定期的

に行い、市民と水際対策を行えるよう情報提供、情報収集及び啓発を実施していきたいと考えています。

　次に、持続可能な医療提供体制についてです。県央基幹病院と加茂病院の役割分担と運営については、

県央地域の医療再編が議論された際に、加茂病院の指定管理者による運営について様々な意見が交わされ

ました。加茂病院の運営が社会医療法人崇徳会に移管後は、物忘れ外来などの診療科が増えていることや、

今年 8月の介護医療院の開設といった地域の抱える問題に取り組んでいただいていることから、地域の要

望に対応されていると大変高く評価しています。また、県央地域を 1つの病院と見るとの県の方針どおり

になっているかについては、県央基幹病院開院後に圏域外への救急搬送が 2 1 . 1％から 1 0 . 9％に減

少していることから、医療再編によって地域全体が 1つの病院とし機能していると評価しています。

　次に、県への要望活動についてです。 1 1 月 1 2日に佐野田上町長と一緒に県へ県立加茂病院における

診療科の充実と県央基幹病院までの交通アクセスの整備を求める要望書を提出しました。要望書は、加茂
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病院に関することは病院局長へ、交通アクセスに関することは交通政策局長へそれぞれお渡しし、直接要

望内容をお伝えしました。要望に対して、金井病院局長からは、診療科や診察日の充実に対する市民のニ

ーズは承知しているが、医師や看護師、医療スタッフなどの医療資源が十分でない中で、加茂病院の診療

科の充実を図ることは難しく、医療資源を分散することは地域全体の縮小につながることなどの回答があ

りました。なお、地域と加茂病院の抱える状況や課題について双方が理解し、改善への方策を考える機会

として、加茂病院、県、市、町と懇談する機会を設けてはいかがかとのお話もありましたので、今後検討

していきたいと考えています。また、交通アクセスについては、公共交通の整備には運転手不足や運行コ

ストの増大など、解決するには大きな課題があるため、これからも公共交通についての相談を重ねていく

こととしました。

　次に、地域密着型病院の在り方をいま一度市民の皆様と共に考えていけたらよいのではないかについて

です。地域密着型病院とは、地域住民に身近な医療を提供し、健康維持を支える役割を担う病院です。単

に病気の治療だけではなく、健康相談や疾病予防、リハビリ、介護サービスの連携など、生活全般にわた

る包括的なケアを提供する病院です。議員がおっしゃるとおり、地域密着型病院と個人医院の役割など、

市民に理解していただくことが必要です。今年 1月に、県央地域内の病院の役割や受診の仕方などが分か

りやすく書かれた「上手な医療機関のかかり方」というパンフレットを県央 5市町村と各医師会、県央基

幹病院や加茂病院などと三条保健所が共同で作成し、全戸配布したところです。さらに、広報かも 1 2月

号より、県央基幹病院の受診に関するお知らせや診療科の紹介などを定期的に掲載し、適切な医療機関の

利用を周知していきたいと思います。また、医療予防や介護予防の理解を深めていただくために、市内各

所で開催している通いの場などの健康づくり事業の促進にも努めていきたいと思います。

　次に、診療所設置奨励事業についてです。加茂市では令和 4年度から加茂市診療所設置奨励事業を開始

し、今年度初めて 1件の交付申請がありました。この事業は、医科の新規設置と事業承継を促進すること

により、市の地域医療体制を維持強化し、もって市民福祉の向上に資することを目的としています。開業

を考えている事業者から問合せがあれば、積極的に加茂市診療所設置奨励事業を御紹介したいと思います。

また、加茂市医師会から制度の見直しについての要望もいただいていますので、市内において少しでも多

くの新規開業が進められるよう検討していきたいと思います。

　次に、雑紙の回収についてお答えします。まず、加茂市における可燃ごみ中の紙類の比率については、

調査を実施したことがないため、正確なところは分かりませんが、一般的に燃えるごみの中の紙類の比率

は全体の 4 0％前後で、そのうち雑紙として資源物となる紙類は 1 0％前後と言われています。加茂市に

おいてもほぼ同様の比率ではないかと推測しているので、雑紙を分別できれば 1 0％程度のごみの減量化

ができる可能性があります。

　また、回収を行う場合のコストについてですが、導入コストとして回収委託料の増加が挙げられます。

減量化された分を資源として回収することになれば、回収日を増やす必要が出てきます。一方で、燃える

ごみが削減されるので、焼却に係る経費が削減されることになります。どちらがコスト的に有利なのかは

精緻な調査が必要ですが、いずれにせよごみの減量化は環境問題を解決するため必要不可欠であると考え

ています。

　なお、加茂市では古紙回収コンテナ及び古紙再生業者で拠点回収を実施していますが、そのうち一部の

拠点で雑紙の受入れを行っています。面倒ではありますが、これらには三条市との違いとされている加茂
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市で記載のない 1 6品目を雑紙として排出することが可能なので、ぜひ御利用いただきたいと思います。

　今後、雑紙をごみステーションでも回収したいと考えていますが、回収するに当たっては懸念点が 2つ

あります。 1つ目は、雑紙を回収した場合、禁忌品とされる紙製品が混入するおそれがあることです。例

えばレシートやカーボン紙などの感熱紙や特殊加工紙、カップ麺やアイスクリーム、ヨーグルト等の耐水

容器、たばこの箱など銀紙との複合容器、汚れた紙などが禁忌品に該当します。これらが混入すると、古

紙再生業者が取り除かなければならず、処理が困難になります。

　 2つ目は、市民が燃やすごみを少しでも減らすため、禁忌品かどうかを確認しないまま雑紙として混入

させる傾向があることです。特にごみ袋の有料化を実施している市町村ではその傾向が強いようです。そ

のため、導入に当たっては、市民に正しい雑紙の分別方法の啓発、回収業者と回収する方法及び収集日数

の検討、古紙再生業者と禁忌品に関する調整などが必要です。すぐに導入することは難しいですが、今後

は各関係者との調整を図り、雑紙回収の実施を検討していきます。

　答弁は以上となります。

〇 6番（大橋一久君）　御答弁ありがとうございました。市長もせきが出て大変なところ、ありがとうござ

います。私もせきが出るものですので、冒頭面白いこと言わずに、すぐ質問に入りました。

　質問に入りますけれども、まず特定外来生物の分布でありますけれども、やはりこれ駆除なかなか大変

だなということで、私もセイタカアワダチソウ広く分布してしまって、田んぼにぽつんとあると、頭だけ

折って、それでいいかなと思っていたのですけれども、調べたら、しっかりと根から取って、袋に入れて

枯らして、燃やすごみか何かに出さなきゃいけないということで、そういうことも市民の方と共に駆除の

仕方を共有ができればなと思っております。質問のとおりに、環境課が回って駆除してほしいということ

ではなくて、市民の方と一緒に、思いを一緒にして、外来種の増えていくのを防ぎたいという思いでござ

います。

　それでまず、近年オオキンケイギク、正確な分布状況というのは確認していないようですけれども、市

民の方からの問合せというのはどのくらいの地域から、市内のもう広範囲から来ている状況でしょうか。

〇環境課長（智野賢一君）　私どもに寄せられましたオオキンケイギクについてのお問合せについては、お

一人からでございまして、件数にすると 1件でございます。場所については七谷のほうで、下大谷地区と、

それから西山地区というふうにお伺いしているところでございます。

〇 6番（大橋一久君）　また、私もほかの地域から見たことですし、私も教えていただくまでは、黄色いき

れいな花が夏に咲いたなと思って、悠長なことを思っていたのですけれども、やっぱりあれは特定外来種

だよというふうに教えていただいたわけでございますので、やはり市民の方と、もっと広く、多くの方に

関心を持っていただく活動ができればなと思うわけでございますけれども、今後やはりかも美化サポーター

事業登録して、そういった活動、取組というのを広めていくというか、市民の方と協働して行っていくと

いう方向でしょうか。今かも美化ですと、草取りとか落ち葉きれいにしてということかなと思うのですけ

れども、こういった特定外来種に対する対応もこの制度で行っていくということを広めていくということ

でしょうか。

〇環境課長（智野賢一君）　かも美化サポーターにも御登録いただきたいというのはあるのですが、まず 1

つ目は、大橋議員もおっしゃいましたように、実は私も同様でして、去年初めてそのオオキンケイギクと

いうのを認識したのですけれども、そのときは国道 1 7号線の中央分離帯に一斉に咲いておりまして、大
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変きれいな花だなと思って、道路の中央分離帯でしたので、植えてあるのかなと思って、当時、そのとき

一緒に乗っていた妻に、きれいな花だけど、植えているのかななんて話をしたら、いやいや、あれ特定外

来生物で、本当は駄目なのだよというふうな話を聞いて初めて認識したということで、私も近頃認識した

ばかりでございます。

　今回この答弁書を作るに当たっていろいろ課の職員とも話をしたのですけれども、やはりオオキンケイ

ギクというものにまず皆さんの認識があまりないというところが 1点あると思います。答弁書にも書かせ

ていただきましたけれども、まずはそのオオキンケイギクというのが、きれいなのだけれども、特定外来

生物で非常に繁殖力が強いのだよというのを市民の方に周知する必要がまず 1点目としてあると思います。

　それから、 2点目といたしまして、駆除の方法等につきましても、大橋議員の御質問の中にもあります

ように、非常に難しいといいますか、手間のかかる、種を飛ばさないように、しかも根から抜くというこ

とで非常に手間がかかります。これを自治体独自でやろうと思うと、これはちょっともう不可能に近い感

じがしております。その場合、じゃ市民の方から、御自宅に生えているものですとか、他人のお持ちの土

地には入っていけないと思いますけれども、そういった一般的に公共的な場所であれば、少しずつでも駆

除していただくのが最終的には大きな力になるのではないかというふうに考えております。その上で、ま

ず御自身の周りのオオキンケイギクについて駆除していただく。その次に、かも美化サポーター等に登録

していただいて、現在も 2 7団体から御登録いただいておりますけれども、そういった方々がいろいろ清

掃や雑草の駆除なんかをしていただいておりますけれども、そういう方たちのまたお力も借りてやってい

ただく。さらに、そういった美化サポーターの輪を広げていくという形で進めていければなというふうに

段階を踏んでちょっと考えているところでございます。

〇 6番（大橋一久君）　ぜひ市民の方の協力いただいて、大きな運動になればなと思うわけでございます。

それで、他人の敷地とか危険なところにおいてはやはり市へ連絡して、環境課へ連絡して、対応してもら

いたいと思うのですけれども、そういった連絡先、方法とも併せて整えるというか、そういった連絡体制

というものも必要なのではないかなと思うのですけれども、その辺りもいかがでしょうか。

〇環境課長（智野賢一君）　連絡体制につきましては、窓口としては環境課が窓口になっておりますので、

環境課に御連絡をいただければと思います。ただ、他人の方の所有地とかですと、なかなかちょっと私ど

もも踏み入れられないところもございますし、所有者の方を特定できないこともございますので、そうい

う方たちにちょっとお願いするのは難しいところもあります。それから、道路、あと河川ですか、そうい

ったところも管理する国や県なんかにもいろいろ、今回、先ほどお話しさせていただきました市民の方か

らのお申出があった件なのですが、それはやはり国道沿いであったりとか、河川の関係であったりして、

そういった関係機関にも話をしたところなのですけれども、基本的には処理には対応していないというふ

うな話も聞いておりますので、なかなかちょっとそれを駆除するというのは今は難しい状況であるという

のも申し上げておきたいと思います。

〇 6番（大橋一久君）　国、県ももっと力を入れてなんて思うのですけれども、このセイタカアワダチソウ

を見るとやはり恐ろしいなという、あれだけ一気に広がってしまうというのは恐ろしいなというのを感じ

ているわけでございますし、ススキがどんどんなくなってきているのではないかなと思っておるわけでご

ざいますので、秋の日本の風景が一気に変わってしまったなというふうに思っているわけでありますので、

やはり早めに、やはり見つけたら対応できる、国、県も含めて、対応できることをしないと、やはりオオ
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キンケイギクもどんどんと広がっていってしまうのではないかなというふうに思っておりますので、ぜひ

国、県行うこと、また市として行えることも併せてお願いしたいと思いますし、これはやっぱり市民の方

の御協力、力も得ながら、窓口しっかりと整えていただいて、市民の方、後押しをしていただく加茂市で

あってほしいなというふうに思っておるわけでございます。

　もう一点、アライグマ、最近地域の方からアライグマよく出ているよなんていうふうには思っているわ

けでございますけれども、なかなか実際見るとかわいらしくない。アニメでアライグマってかわいいのだ

ろうななんて思っちゃうのですけれども、実際は違うらしいのですけれども、アライグマ、市内どんな感

じでしょうか。私もアライグマ見たかどうか分かんないのですけど、夜、車で走っていると、何か違う形

のが横切ったなと思ったりもするのですけれども、アライグマの分布状況、加茂市において御連絡等はい

かがなものでしょうか。

〇環境課長（智野賢一君）　アライグマにつきましては、答弁書にも記載のとおり、複数の目撃情報はござ

います。農作物については数件というふうになっておりますけれども、実際には把握しているのは 1件で

ございます。どのようなときに把握したかと申し上げますと、実は令和 6年の 3月に鳥類・中型獣勉強会

というのを農林課のほうで実施したのですけれども、その際にいらっしゃった方からのアンケートをいた

だいたのですが、その中で目撃情報が、目撃したことありますかという問いについて、目撃されたという

方が複数いらっしゃったということと、それからその中で農作物に被害があったというふうにお答えいた

だいた方がお一人いたということで、それをベースに今回お答えしているわけでございますけれども、実

際にお電話でアライグマを見たとか、アライグマに困っているというお話は受けてはおりません。

〇 6番（大橋一久君）　アライグマも今後何をするかななんて心配するのですけれども、個人でアライグマ

だけを捕まえようというのはなかなか難しいかなと思っておりますし、状況の把握だけでも追っていって、

市民からお声があれば追っていっていただきたいなと思っておりますし、また調べたらハクビシンも外来

種なのだな、ハクビシンも長く加茂市被害聞くなと思っていましたので、調べるとそうなのだななんて私

も今回勉強になりましたので、ぜひオオキンケイギクと併せて市民の方々と一緒になって外来種というも

のを考えていくということと、やはり生物について、オオキンケイギク、またフランスギクも増えている

なと思っておりますので、そういった市民の方と一緒に、外来種一緒に学ぶ機会、私も含めて学ぶ機会を

つくっていただいて、対応する、駆除の仕方とか学んで、広げていければなと思いますので、ぜひ市民の

方と一緒に駆除できていければいいなと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　次に、医療体制についてであります。加茂病院、先回請願私も賛成をいたしましたけれども、医師の拡

充、診療科の充実等、なったらいいなとは思うのですけれども、なかなか全国的な、この地域に限らず、

医師が不足しているということと、やはり病院経営というもの、経営だけじゃなくて、人口規模と考えた

場合も、あれもこれもの科というものも、病院経営成り立たず、加茂病院撤退したということになれば、

これは大変なことで、そういった声はないですけれども、将来的に人口が減っていけばということも考え

るわけでございます。

　御答弁の中、域外への救急搬送が 2 1 . 1％から 1 0 . 9％に減少しているということであります。こ

れ、以前ですと、私も高齢者御支援していて、病院が全く 1時間たっても 2時間たっても決まんないなん

ていうことがよくよくあったわけでございまして、それで消防署の敷地内で待機してなんていうことがよ

くあったわけでございますけれども、県央基幹病院開院後はやっぱりそのケースはほとんどないかななん
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ていうのを感じているわけでございますので、これはスムーズにいっているななんて思いますし、加茂病

院への転院ということもスムーズにいっていますので、この流れはいいのではないかななんていうふうに

は思っておるわけでございます。

　市長も病院局長のところに行っていただいて、加茂市民の思いをお伝えいただいたかと思いますけれど

も、やはり医師の確保というのはなかなか難しいのではないかなというのがあるかと思いますし、そうい

った中で県もこの県央医療圏を見据えて、しっかりと県央基幹病院充実して、加茂の市民の医療を整えて

くれているのではないかなと思うのですけれども、御答弁もそのような感じかと思いますけれども。市と

してやはり何ができるかななんて思いますと、医師不足もそうですけれども、やはり看護師さんも確保が

難しいというふうになっているかと思います。病院設置してもスタッフが集まらないということで、今加

茂病院の介護医療院もスタッフさんいなくて、規定したベッドどおりは埋めていないのではないかななん

て思うのですけども、そういった市としてできることとして、やはり看護師さんの確保というものができ

るのではないかなと思うのですけれども、加茂市も看護師奨学金設置しております。今回期間も延長する

ということですので、いいかと思いますけれども、その辺りのスタッフを集めるということが自治体とし

てできるのではないかなというふうには思っておるわけでございます。今後も、もうちょっと奨学金拡充

したり、あるいは首都圏から看護師さん移住してきてもらう、Ｕターン、Ｉターンしてもらうという制度、

移住してきたら支援するとか、住宅を用意するとか、職業を特化するのはちょっとあれですけれども、看

護師さんを加茂市応援しているのだよということがあれば、加茂で病院開いてもいいのではないかなとい

うふうな雰囲気になるかなと思うのですけれども、その辺り、市として看護師確保について、今も取り組

んでおるのですけれども、いかがでしょうか。

〇健康福祉課長（大野博司君）　医療資源のほうの確保というのは大変難しいので、大橋議員がおっしゃっ

たとおり、医師だけではなくて、診療科を増やすにはやはりそれに伴う医療スタッフも充足しなければい

けないと、そこが今必ず問題になっているということです。そういった中で、今加茂市で看護職員の奨学

金事業をやっておりますけれど、それにも増して看護職員確保するための市の努力事業としてやったらど

うかということですが、財政状況にもよりますけれど、そういった中でどういった方法があるかというこ

とで、保健事業懇談会で先生方からも、奨励金ですとか、看護を勤めた場合の、そういった方法もあるの

ではないかということで、他市町村やっている事例があれば、それもちょっと研究していただきたいとい

うのを御意見いただきました。そういった中で、加茂市でできることがどういったことなのか、またあと

Ｕターンですとか、Ｉターンですとか、そういった方々が加茂市に来られるような周知方法とかがあるか

と思いますけど、そういった、どういった方法があるのかというのを今後検討していきたいと考えており

ます。

〇 6番（大橋一久君）　ぜひ医師の確保は国、県ということで、加茂市としてはそういった医療スタッフ、

看護師さん、また介護士さん、病院で働く介護士さんも必要になるかと思いますので、検討していってい

ただきたいなというふうに思っているわけでございます。そして、もう既に加茂市の医療需要というもの

が、この医師会の資料によりますと、 2 0 2 0年を 1 0 0とすると、 2 0 2 5年段階で今 9 7％というこ

とで、 3％減っているということの資料があります。また、 2 0 5 0年には加茂市の医療需要が 6 8％に

なるということが予測されている状況でありますので、ぜひこういった中でも病院経営していけるように、

そういった看護師確保とか、そういった加茂市として取り組んでいただくことが加茂市で医院を続けてく
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れることになるのではないかなというふうに思うわけでございます。

　あともう一点、街のお医者さんの高齢化ということで、今本当に先生方頑張ってくださっているなとい

うふうには感じておりますし、また町なかのお医者さん閉院して、その患者さんが近くのお医者さんへ行

って、大変な思いしているということでありますけれども、診療所設置事業もやはり今年度交付が 1件あ

って、市内病院ができる感じでしょうか。これが動き出すということでありますでしょうか。

〇健康福祉課長（大野博司君）　加茂市で令和 4年からやっております診療所設置奨励事業でございますけ

ど、今年度、実を言いますと先週申請ございまして、今審査中でございます。新規ではなくて、一応承継

という形で申請いただいておる状況です。

〇 6番（大橋一久君）　でも、よかったなと思っております。先生引退したらどうしようかなと思うところ

で、そういった継続してくださるということをうれしく思うわけでございますので、今後ともやはり加茂

市で医院続けていってほしいなというふうに思うわけでございます。

　また、住民の方とやはり医療を考える場というのも必要かなとは思うのです。また、まだまだ病院とい

うのが救急車を受け入れて手術してなんていう場かななんていうことも考える方も多くいるかなと思うの

ですけれども、今分業制、分けてということで、専門性ということもあるのかなと思うのですけれども、

その辺り、市民の方とさらにやっぱり勉強、学ぶ、考えていく場も必要かなと思うのですけれども、そう

いったことも展開していって、随時、繰り返し、随時なのですけれども、またパンフレットだけではやっ

ぱり見ていない方も大勢いられるかなと思いますので、そういった一緒になって考えるということがいい

かと思うのですけれども、その辺りもいかがでしょうか。

〇健康福祉課長（大野博司君）　医療機関のかかり方の市民の方への理解がちょっと少ないのではないかと

いうのは、医師会からもちょっと御意見いただいています。そういった中で、今年の 1月に全戸配布いた

しましたチラシですけれど、こちら医療機関の関係者の方から大変よくできた内容だと、これをもっと市

民から見ていただければということを御意見いただきました。先生方も市民、受診された患者さんに、こ

ういったのあるけど、見たことあるかということで聞かれたら、なかなか記憶にないということなので、

もっとこれを市民周知してほしい、これを見ていただければ大体どういったかかり方をするのか、かかり

つけ医がどういった大事なものなのかというのを分かることなので、これを広げれば、もっと地域医療に

対する市民の理解も深まるのではないかという御意見いただいていますので、折を見て、機会を見て、こ

ういったチラシの周知を図っていきたいと思いますし、配るだけではなくて、健康事業の講座ですとか、

そういった健康に関する事業をほかの機会でも広めていきたいと考えております。

〇 6番（大橋一久君）　この「上手な医療機関のかかり方」、これ、先日、私のケアマネ事務所のほうで地

域の老人会の方々と勉強させていただいたわけでございますので、こういった活動、私もケアマネとして

地域の方々と取り組んでいきたいなと思いますし、また市も、また地域包括さんそれぞれ、医師会含めて

広めていけたらいいなと思っていますので、地域の方と勉強した際も大変皆さん御理解いただいたかなと

思いますので、かかりつけ医さんと役割等ありましたので、この勉強会していただければなと思っておる

わけでございます。

　あともう一点、やはり加茂市皆さん元気で過ごしてほしいなというふうに思うわけでございますので、

健康診断さらに進めていったらいいのではないかなというふうに思うわけでございます。ここに力を入れ

て、加茂市健康で過ごしてほしい、元気でいてほしいということであるのですけれども、例えばピロリ菌
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の除菌の支援している自治体もあるわけでございます。中には中学生に除菌支援をしている自治体もある

ということであります。そうすると一生胃がんにならんということを聞いたわけでございますけども、こ

れはすばらしいなということを最近聞いたのですけれども、これぜひ進めてほしいなというふうに思うの

ですけれども、今ここ突然言ってあれですけれども、市長、いかがでしょうか、この提案。

〇市長（藤田明美君）　その話題についても医師会との懇談会の場でも話題提供としてありました。今後、

非常に財政的な負担も多くない中で効果は大きいお話なのかなというふうには私自身は感じておりまして、

今後、どのようなやり方が可能かどうかといったところも含め、検討はしていきたいというふうに考えて

いるところです。

〇 6番（大橋一久君）　ぜひいいことかなと、中学生にとってもいいことかなと思いますので、ぜひ御検討

いただいて、進めていただければと思います。よろしくお願いいたします。

　次に、雑紙回収についてであります。なかなかやはり雑紙難しいなというふうに思うわけでございます。

難しいなという、内容がやはり多岐にわたっていくというふうに思っているわけでございます。今後、三

条市、可燃ごみのごみ処理委託が進んでいくのだろうなと思うのですけれども、そういった中でやはり雑

紙分類をしないと、三条市民の感情からして、やはり自分たち分別をしているのに、分別していないごみ

は受け入れられないという、市民感情、そうなるのではないかなというふうに思うわけでございます。こ

れ加茂市民、逆の立場だったらそう思うのではないかなと思いますし、やはり向こうの、三条の議会もそ

う考えるのではないかな、ないかなという質問もあれですけれども、当然やはり分別基準というのは三条

と同じにしていかなくてはならないのではないかななんていうことで、今回雑紙ということを挙げさせて

いただいたわけでございますけれども、その辺り、今後、分類もやはりなかなか仕分が難しいといいます

か、私も新潟市から来て、雑紙のごみの分類、見させていただきましたけれども、 1 0年以上たってもや

はりカップラーメンの容器というものが雑紙で交ざってきているということ、出す方にとってはちゃんと

洗って、洗浄して、紙なのだということで出しているかと思うのですけれども、そういった周知が、御理

解を得るにはやっぱり時間がかかるというふうに思うわけでございますので、まず雑紙の分類啓蒙活動と

いうものが必要なのではないかなというふうに思ったわけでございます。今後の分類、分別について、雑

紙進めるという、検討していくという御答弁でしょうかね。ですけれども、やはりこれ周知が長くかかる、

レシートも出しちゃいけない、リサイクルじゃないのだよということもやはり私も忘れてしまうと、聞く

のだけど、忘れてしまうということで、やはりそういった、回収もすぐ云々というよりも、段階を踏んで、

やはり市民の方と一緒に雑紙というのを考える機会というものをつくっていくということが必要なのでは

ないかなと思うのですけれども、その辺りの活動をどうするかということを考えるのですけれども、いか

がでしょうか。

〇環境課長（智野賢一君）　雑紙の件につきましては、私も恐らく大橋議員と同じ資料を拝見していたのか

なと思いますけれども、新潟市において雑紙の分類といいますか、雑紙の展開検査といいますか、そうい

ったものをされていたようなのですけれども、その結果をやはり拝見すると、再生可能なもののほかに、

そういった汚れたものであったりとか、それからカップ麺、それからレシート等の一般的に見れば紙だよ

ねというものが実は紙としてはリサイクルできないものがあるというのを私も勉強させていただいたとこ

ろでございまして、私も新潟市民ですので、今までは紙と書いてあればリサイクルできると思って雑紙に

入れていたものが結構、レシートとかカップ麺はそうだったのですが、こういったのはやはり何かしら、
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周知は新潟市もされていたのだと思いますけれども、私がちょちょらに聞いていて、よくできていなかっ

たというのもあります。ですので、市民の方にまずそういったものが雑紙としては駄目なのだよという周

知は本当に必要かなと思っております。そういった周知をどの段階でするかというのは今後の検討になろ

うかと思うのですけれども、かなりやはり時間をかけてやらないと駄目かなというふうに思っております。

実際その雑紙の中にそういった禁忌品が入りますと、分けるのに非常に業者さんも苦労されているという

ことも承知しておりますので、まずそこら辺を市民の皆様に周知した上で、また業者さんともすり合わせ

を行って、こういった広報の仕方でどうだろうかという話も実際にすり合わせをしないとちょっとまたま

ずいと思いますので、そこら辺も進めつつ、まず市民の方に雑紙のことについて周知をしていくことを一

番にちょっと考えたいと思っております。その上で、その出た雑紙を、現在回収できるコンテナが限られ

ているというところはございますが、そちらのほうに入れていただけるようなことからまず始めていただ

けるとすごく助かるなと。行く行くはごみステーションでの回収もできるように業者さんと調整をしてい

きたいというふうに考えております。

〇 6番（大橋一久君）　ぜひ清掃センターの古紙回収とかも雑紙の分類があったかなと思いますし、気にか

けて取り組んでくださっている方、市民の方もおられると思っておりますので、ぜひこれ広めていただき

たいなというふうに思っているわけでございます。また、今回石川小学校で「雑がみさま探せ！」という

ことをされたということであります。これ雑がみさま、 2 , 0 0 0年以上生きているらしいのですけれど

も、ここに子供たちと一緒に雑紙、授業して入れて、家庭から雑紙を持ってきてもらうという取組されて、

大変子供たちも楽しく、そして取り組んだと、そこでまた保護者、親の方も一緒になって取り組んだとい

うふうに思いますので、ぜひまず子供たち、保護者含めて、こういった雑がみさま集め、雑紙を楽しく集

められたらいいなと思いますので、ぜひこれも御提案していきたいなと思います。

　あと、今後可燃ごみの委託進むにおいて三条基準になるのではないかなと思うのですけれども、ごみの

分別の基準はどこが決めるのだろうかなと思うのです。加茂、田上の一部事務組合が決めるのか、市、町

が決めるのかなというふうには思うのですけれども、その辺りの分別の基準はどこが決めるのかなと思う

のですけども、お教えいただければと思います。

〇環境課長（智野賢一君）　三条市に今後燃えるごみを委託するということになれば、三条市と加茂市のご

み、燃えるごみの内容の分別等のすり合わせは必要かと思いますけれども、回収はそれぞれの自治体でや

るわけですので、それは加茂市、田上町が回収については責任を負うことになろうかと思います。ただ、

それを持ち込んで、今度一部事務組合で処理を行うということになると思うので、どこかが担当というこ

とではなくて、 3者一体になってすり合わせをしていく必要があろうかというふうに考えております。

〇 6番（大橋一久君）　明確にしていくといいかなとは思ったりもしますし、今現在も田上で肥料袋で出せ

て、加茂で出せないとかある、市民の方からもお聞きするので、その辺り一体となってできたらいいなと

思っておりますし、今後三条基準になるのに、やはり微妙に違うのだななんていうので分別表、お互い見

比べたのですけれども、加茂市だと今枝も、何か大きなのも 5 0センチに切ってということで、 5 0セン

チで出すかなと思うのですけども、三条ですと 4 0センチということであります。これやはりそれぞれの

機械が違うのじゃないか、入れる機械が違うのだろうなという、たかが 1 0センチですけれども、結構やは

り今までの感覚からすると違うので、そういったことも併せて市民の方とやはり時間をかけてやっていか

ないと混乱を呼ぶかなというふうに思っておりますし、よく見るとシーツ類も加茂市だと丸めて出してく
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ださいなんていうことですけれども、三条市ですと 4 0センチに切ってくださいなんていうことですので、

やはり若干違うかなということですので、これも雑紙と併せてやはりこれ時間かけてやってほしいなと

いうふうに思っておりますので、ぜひスムーズに、混乱なく可燃ごみの委託が進んでほしいなというふ

うに思っておりますし、また加茂のごみがきれいに分別できる自治体なのだというふうにほかの自治体

からも思っていただけるごみであってほしいなというふうに思っておりますので、ぜひ市民の方と、子

供たちも含めて、雑紙も含めてリサイクル活動ができればいいなと思っておりますので、そのことを述

べまして、質問を終えたいと思います。また新年もよろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。

〇議長（白川克広君）　これにて大橋一久議員の一般質問は終了しました。

　午後 1時まで休憩いたします。

午前 1 1 時 3 0分　休憩

午後　 1時 0 0分　開議

〇議長（白川克広君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　一般質問、次。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 1 2番、森山一理議員。

〔 1 2番　森山一理君　登壇〕

〇 1 2番（森山一理君）　皆さん、こんにちは。雪の中ようこそ傍聴にお越しくださいまして、誠にありが

とうございます。 1 2番、大志の会、森山一理でございます。本日は、八十里越、国道 2 8 9号線 2 0 2 6

年秋開通に向けた加茂市の観光資源についてと題しまして、 2つございまして、 1番が加茂市内の庭園、

庭ですね、庭園活用、 2番目が古民家を含んだ歴史的建造物の活用という 2項目でございます。

　新潟県三条市と福島県只見町を結ぶ国道 2 8 9号線八十里越約 2 0 . 8キロメートルは、明年 2 0 2 6

年秋、工事が遅れたとしても 2 0 2 7年度中に暫定開通が予定されています。去る 1 1 月 3 日、文化の日

に八十里越を視察に行ってまいりました。工事の進捗状況としましては、トンネル、橋脚等多くの部分が

完成し、快適に走行できる状態になっていました。福島県側に入り、途中工事のためトンネル出口 1 0 0

メートル手前のところで 3 0分の足止めを食らいましたが、無事に只見町に到着することができました。

いよいよ開通が見えてきています。この古くて新しい道が開通すれば、新潟、福島両県のみならず、広い

範囲の人と物の移動に大きな変化が予想されます。以前の一般質問でも、この変化を加茂市としてどう生

かし、観光を含めた交流人口拡大に向けた施策を進めるのかと提案してまいりました。今回、この八十里

越の開通に合わせて取り上げるのは、加茂市を訪れる方々に加茂市の観光名所を新たにマップに記載する

べく、加茂市内の庭園活用と古民家を含んだ歴史的建造物の活用についてであります。

　新潟県には、江戸時代から明治、大正期の豪商や豪農、社寺に多くの庭園が残されています。隣町の田

上町、原田巻家の離れ座敷、椿寿荘は建築とともにその枯山水の庭園が観光客を集めています。また、近

年、個人の自宅でもガーデニングによる庭園が造られ、その庭園を一般に公開されている方もおられます。

新潟県では、この庭園と観光を結びつけるにいがた庭園街道という新潟県の代表的な美しい庭園が集中し
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ている村上市、関川村、新発田市、阿賀野市、五泉市、田上町に至る全長 1 5 0キロメートルの街道で、

地域に点在する日本庭園と歴史的建造物、温泉地を組み合わせた文化観光企画も行われています。上越地

方では、上越名家一斉公開、これは特定非営利法人上越名家ネットワークという上越市の歴史的旧家 4邸、

白田邸、瀧本邸、林富永邸、保阪邸の公開の取組もあります。また、民間の庭屋一如研究会による庭園ガ

イドの養成など、多くの地域で庭園を学び、観光も行う取組が進められています。

　当市もこのような先進事例を参考に、加茂市の庭園を発信する取組が必要と考えます。市内にある様々

な名園を調査し、登録、また年間を通して、あるいは季節ごとや数日間の公開が可能な庭園のリスト、ま

た公開の障害になる課題、アクセスの問題、ガイドによる案内、庭園の由来や誘導のためのサイン、オー

バーツーリズムなど研究、検討を市として行い、将来の公開、観光の取組をぜひつなげていただきたいと

考えます。市当局の見解と方針をお伺いいたします。

　次に、加茂市における古民家を含んだ歴史的建造物の活用についてお伺いいたします。去る 1 1 月 8日、

9日の両日、特定非営利活動法人日本民家再生協会による第 2 8 回民家フォーラム 2 0 2 5ｉｎ新潟加茂～

民家活用による地域再生～が加茂文化会館と加茂市内と田上町で開催され、全国から 1 6 0人の会員が集

いました。加茂市開催の目的として、「加茂市は古くからの魅力的な町並みが残されており、京都に似た

自然と景観、伝統的な産業や文化が継承されているところから北越の小京都と呼ばれています。桐たんす

の製造や木製家具の全国シェアは常に上位に位置しています。人口減少が続き、空き家問題が年々深刻化し

ています。今回のフォーラムでは、加茂市に残る歴史的な建物や古民家の再生、利活用を通じてのまちの魅

力を再発見し、関係人口の増加につながる具体的なアクションを考えます」とのフォーラムの目的でした。

同協会は、「日本の民家を次代へ引き継ぐ」を理念として掲げ、活動を通して啓発普及、民家再生、民家

利活用を行う全国的な組織です。この民家フォーラムでは、同協会の会員で民家フォーラム 2 0 2 5新潟

加茂実行委員長を務めた、矢立の季心里、これはモデルルームと民泊をやっていらっしゃいます。新町の

古中天、これは古民家を再生して民泊を運営する長谷川工務店の長谷川一良さんによる加茂まちめぐりも

行われました。この中で、岡ノ町の渡邉家住宅旧診療棟、青海神社、それに旧加茂銀行を見学するもので

あったと伺っています。このように古民家や歴史的建造物を生かす取組を加茂市で知る貴重な機会となり

ました。

　また、市内において歴史的建造物を活用する取組が行われています。黒水の旧七谷郵便局舎、これは昭

和 1 0年、 1 9 3 5年、佐藤定一棟梁による建築で、市の指定文化財ですが、新しいオーナーによるカフェ

ｋａｆｕｎｅとして再利用されています。この際、オーナーはクラウドファンディングを行い、修繕の費

用を捻出したと伺っています。上条の旧加茂製材事務所棟、こちらは昭和 4年、 1 9 2 9年に川口善次郎

棟梁による建築で、市の文化財ですが、こちらにもカフェＫＩＤＯＲＩがオープンし、にぎわっていると

伺っています。このように市内にある古民家等を修復し、新しい魅力を加えて地域の活性化、景観保護、

観光などに生かしている次世代の加茂市を盛り上げている加茂市民がいるのは加茂市の貴重な人材の宝で

あると考えます。今後もこのような古きよき建造物を利活用して新たに交流人口を増やしていく流れを創

出していくべく人物が現れるのではないだろうかと期待しているところであります。その際には行政とし

ての後押しが必要と考えます。

　市として、文化財の指定等の調査、加茂市史の編さんで、これらの古民家や歴史的建造物の現状につい

て把握されていると思います。これらの資料を生かし、市内の古民家の修繕や保存のための施策の研究を
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提案いたします。国においても、観光振興事業費補助金、これは歴史的資源を活用した観光まちづくり推

進事業などの補助金も用意されています。市の財政が厳しい中で、市単独の助成、補助が難しいことは理

解しています。情報提供や古民家の利活用に向けての民間の支援の検討を市で検討いただきたいと考えま

す。この古民家及び歴史的建造物の活用に関する市当局の見解と方針をお伺いいたします。

　以上、壇上での質問は終え、再質問は発言席にて行います。よろしくお願いいたします。

〔 1 2番　森山一理君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　森山議員の御質問にお答えします。

　初めに、八十里越、国道 2 8 9号線 2 0 2 6年秋開通に向けた加茂市の観光資源についてお答えします。

まず、加茂市内の庭園活用についてですが、観光資源として成立するものは、その庭園の持つ価値を広く

伝え、認知されることによって初めて成立するものだと思います。そこで、どのような価値が庭園の価値

となるのかを考えてみると、歴史的価値や文化的価値、景観的価値や技術的価値などがこれに当たるので

はないでしょうか。歴史的価値、文化的価値については、これまで加茂市史の編さんを行う際に様々な視

点から調査が行われてきたと認識しています。また、指定文化財の建造物や国の登録有形文化財に指定さ

れている建造物も複数あります。しかし、残念ながらこの中に庭園はありません。これについては、建物

の価値に付随している庭を、建物が持つ歴史的価値や背景、地域性などのストーリーとともに公開できれ

ば、観光資源として訪問する目的となり得ると考えます。また、これ以外の価値、例えば枯山水や池泉庭

園などの景観的な価値や、作庭技術の高さが評価される技術的価値などは、これまでの観光ではあまり深

掘りしてこなかった切り口ですので、今後、社会教育課や関係機関と共に研究、検討を行いたいと思いま

す。ただし、これらは価値基準をどのように設定するかなど、難しい課題もあります。

　さらに、これらを調査するに当たり、重要になってくるのは所有者の意向となります。特に個人が所有

されているものについては、森山議員の御指摘のとおり、公開期間や安全面の配慮など数々の課題があり

ます。これらの課題をクリアすれば、観光資源として活用していくことができると考えます。

　次に、古民家を含んだ歴史的建造物の活用についてです。議員がおっしゃるように、古民家等を修復し、

新しい魅力を加えて地域の活性化、景観保護、観光などに生かしている次世代の加茂市を盛り上げている

加茂市民がいるのは加茂市の貴重な人材の宝であるという考えは、私も同じ思いです。

　なお、今日現在、加茂市の指定文化財は国指定が 1件、県指定が 4件、市指定が 5 2件ありますが、そ

の中で建造物は 7件です。それは、青海神社社殿、青海神社由緒碑、黒水の鶴巻家住宅の主屋と酒蔵、旧

七谷郵便局舎、秋房の浅見家住宅、上条の加茂製材事務所です。このほかに、国の登録有形文化財に指定

されている 5件の建造物があります。

　現在、いわゆる歴史的建造物を修復して活用している事例は、議員も挙げられた加茂市指定の有形文化

財の旧七谷郵便局舎と旧加茂製材事務所の 2件と国の登録有形文化財に指定されている山重本店店舗、山

の蔵、仲町通店店舗の 3件があり、いずれもカフェや料亭として活用されています。これらは、文化財と

しての価値を損ねない範囲で改修を行い、文化財の持つ重厚で趣のある雰囲気の中で営業されており、市

内外の多くの方々が訪れる人気のスポットとなっています。

　その上で、行政としての後押しが必要との御意見については、加茂市の指定文化財全般への予算措置が

限られているため、古民家などの利活用に対して十分な支援を行うことは困難な状況です。そのような中、
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旧加茂製材事務所を改修したカフェのＫＩＤＯＲＩは加茂市創業チャレンジ支援事業費補助金を活用し、

一方、旧七谷郵便局舎のカフェのｋａｆｕｎｅは民間のクラウドファンディングを活用されたと認識して

います。また、山重においては、令和 6年 1月 1日に発生した能登半島地震で被災した箇所の修復に、新

潟県なりわい再建支援補助金を活用して修復を行っています。今後も庁内の関係課が連携し、活用可能な

補助メニューに関する情報共有を図っていきたいと思います。

　また、加茂市史編さん事業などで調査され、文化財編に収載された建造物は、神社 6 3件、寺院、仏堂

2 5件、民家、町屋 4 0件に上ります。今後の指定文化財の候補とすべき物件も含め、議員御提案の古民

家の修繕や保存のための施策の研究において、基礎資料として活用していきたいと思います。

　しかし、これらの情報提供や古民家の利活用に当たっては所有者の意向によって大きく左右されること

から、調査の実施や公開、非公開なども含めて慎重に協議を進める必要があります。活用や改修を行う際

には、所有者の同意をいただいた上で、文化財であればその価値を毀損しないかどうかの確認や、改修費

に充てることが可能な国や県の補助金の有無などを踏まえ、慎重に検討を進めていきたいと考えています。

　なお、早ければ来年秋と言われている八十里越開通に向け、来年 4月 1 2日に開催される第 6 0回雪椿

まつりに八十里越開通記念事業という冠をつけ、三条市、只見町、南会津町の 3市町と連携した取組がで

きるよう検討を始めました。今後も加茂市のＰＲにつながる取組を進めていきたいと思います。

　答弁は以上となります。

〇 1 2番（森山一理君）　大変ありがとうございました。答弁書を見ますと、本当に市の課長さん方は、市

長も含めて、非常に優秀だなというのが感じ取れました。すごくなかなか説得力のある、いい答弁であっ

たと。ずらずら、ずらずらとじゃなくて、完璧に、いや、すごいですね。すばらしい。いや、びっくりし

ました。

　この八十里越をこの間視察いたしまして、やはり思ったのが、只見町に行っても、どこに行っても、な

いのがあるのです。そのないのが何かといったら、まずお庭がない。土地は広いですけど。あと、お庭と、

あとおすし屋さんがない。ラーメン屋さんは只見町に 1件あって、只見のロッジ、スキーロッジに食堂が

あって、そこはラーメンやっていますけど。だから、すしとそのお庭、そのお庭を、加茂市は、いろいろ

市長もいろんな活動の中でいろんな御自宅回ると思うのですけども、お庭にびっくりしませんか。それで、

今回皆さん雪つりとか雪囲いをなさって、立派に松なんかきれいに職人さんが雪つりされるのでしょうか

ね。見事なのです。そういうお宅が加茂市には物すごく存在している、潜在しているというのが分かりま

した。それはなぜ分かったか、今までそういう思いはなかったのです。ところが、只見町、八十里越が開

通した暁に福島県、そして北関東の人がやってくる、必ず加茂のほうに来るのですね。やはり聞きました

ら、皆さん三条の荒沢交差点から、大谷ダムから来まして、荒沢交差点から、三条のほうに行くよりも、

新潟に行くのはやっぱり加茂のほうを通るのですね。これは、だんだん、だんだん加茂の人もだんだん意

識が高まってまいりまして、あっ、加茂を通るのだなという意識になったのです。

　それで、 1 1 月 1 7日、市長も御出席いただきましたが、七谷交流会という、七谷地域で活動している

1 6 団体が情報交換をして、そのとき農林課の関山さんも熊情報をありがとうございました。熊、イノシ

シ情報をありがとうございました。貴重なお話でございましたが、そのとき七谷小中学校の七谷中学校の

先生に伺ったら、七谷中学校もやっぱり八十里越開通した暁の中学生がどういうふうに受入れをするかと

いうことを研究しているのです。それが 1 7日の七谷交流会で分かりました。あっ、これは非常にすばら
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しいことだなと思いました。

　それで、やはり加茂市も観光資源、この間加茂市の観光客数が、入り込み数が年間 3 2万人という数字

がどこぞで発表されていましたが、昔は 6 0万人来ていたという話を聞いたことがあったのです。そうい

うことで、やはり加茂市通過点なのでしょうけども、加茂市に目玉となるのがやはりあったほうがいいの

かなと。例えば、名前は言いませんけど、お寺様の庭が立派なところがあるのです。すごく立派なところ

があって、あるお寺様に行ったとき、池がありまして、そこにニシキゴイが泳いでいる。そして、太鼓橋、

赤い橋を何か造られたのです。「森山さん、この橋幾らだと思いますか」言って、「 3 0万ぐらいでしょ

うかね」って言ったら、「いやいや、これ 7 5万かかった」って、へえという、そういう話を聞いて、皆

さん御自分の、そのお寺様しかり、神社はちょっと分かりませんけども、庭に非常に思い入れを持ってい

る人がいっぱいいらっしゃるのです。あと、下条地区も、 2年半前になりますけど、ちょっと選挙のとき

に回ったのです。そしたら、立派な庭がありまして、「すごいですね、この庭」、「うん、滝が流れるの

だ」って、滝が流れて、「いや、うちのじいちゃんが庭好きでね」とか言って、見事なのです。「これ一

般公開したらどうですか」言って、「いや、どんげらかね」とかいう、そういうお庭があって、今年の秋

かな、紅葉の時期にずっと回ったのです。回ったら、また立派なお庭があって、いや、大したものだなと

思って、これは多分皆さん思い入れを持ってお庭造りをやっていらっしゃる。そういうのがあって、これ

は何か観光資源になるかなという発想からの質問でございます。これはなかなかハードルが高いと思いま

すけれども、これは大変必要なことかと思っております。

　そこで、 1 1 月 3 0日、三条市体育文化会館で西潟為蔵会主催の地域創生フォーラムがありましたよね。

そこで、三條新聞では、事前に 5人が、県央 3市と福島県只見町、南会津町長 2人がお見えになって、 5

人でパネルディスカッションされたと。第 1部の基調報告で、国道 2 8 9号線全通に向けた各自治体の取

組についてと各首長から発表があったのですが、加茂市長はどんなことを発表されましたか。報告。答弁

書とはまた別に。答弁書のこの雪椿まつり、これは後に触れます。

〇市長（藤田明美君）　1部と 2部がありまして、1部のほうで加茂市の取組を発表させていただきました。

只見町さんと南会津町さんの町長さんにお会いするのも初めてだったので、まず加茂市の紹介をしたとい

ったところと、あとこれまでの取組でどのようなことを行ったかというところで、まず議会のほうで、産

業民生常任委員会のほうで視察を 2年連続で行かれていて、そこに商工観光課の職員も同行させていただ

いたといったところも紹介させていただきました。あと、その後なのですが、三条地域振興局と県央の市

町村で一緒に行った取組について、加茂市が関わったことの紹介、越谷市のイオンレイクタウンとか、道

の駅もてぎ、道の駅日光等のこと、あとデジタルスタンプラリーに美人の湯が参加していますというよう

なことです。あと、その道の駅に関しては、行ったというよりは、どちらかというとパンフレット等を提

供しましたという話になります。あと、それ以外は、先ほど答弁でもお話ししましたけれども、第 6 0回

の雪椿まつりを八十里越開通記念事業と冠をつけられるかどうか今検討しているところだというお話をし

ていまして、それだけに限らず、イベント等を通じまして、県央地域ですと三条市さんそうですし、あと

福島県の只見町さん、あと南会津町さんと観光ＰＲして連携が取れるかどうかといったところも検討して

いきたいというふうに考えているといったところのお話をさせていただきました。あと、一般的なお話と

して、加茂市の観光の資源としては、木工のまちでもあるということで、組子細工体験、桐たんすの工場

見学、紙すき体験、着物着つけ体験などができるのではないかということとか、お祭りも雪椿まつり以外
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にも、加茂川を泳ぐ鯉のぼりであったり、越後加茂川夏祭り、また加茂山の紅葉ライトアップ等もやって

いるといったことです。あと、北越の小京都といったところで、そういったところも紹介させていただい

ています。取りあえずまず第 1部はそういったところです。第 2部は、パネルディスカッションのように、

為蔵会の方が提言がありましたので、その提言について私自身が思ったことを述べているというところに

なります。

〇 1 2番（森山一理君）　お疲れさまでございました。 1 1 月 3 0日、私はちょっと用事で、行きたかった

のですけども、もう 1年前から決まっていた私の市政報告会がございまして、なかなか行けなくて残念だ

ったのですけども、先ほど議長からもちらっと伺いました。市長が結構頑張って発表してくださったと。

　今市長が答弁してくださったことは、これを 1つにまとめると、すごい、すばらしい観光パンフレット

になりますね。商工観光課長、これを何かまとめられませんかね。今すばらしかった。今聞いて、市長は

早口で、ごにゃごにゃ、ごにゃごにゃ、ごにゃごにゃって言ったのだけども、すばらしい内容だった。そ

れに庭園とすし屋を加えて、どんなでしょうか。どんなですか。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　森山議員の八十里越に関する御質問をいただくたびに私たちもいろいろ勉

強させていただく機会というふうになり、これまでもいろいろ何かできることはないかといったところが

ずっと続いていたのですけれども、今回いよいよ来年の秋、早ければというところで、具体的に何か 1つ

でもスタートできるものはないかということで、その冠事業ですとか、そういったのが少しずつでも考え

ていたというところと、あと今回庭園、庭という新しい切り口での加茂の観光資源について考えられたと

いうところは、非常にこちらとしても今後考えていく上で、いい取組ができたと思っております。この市長

のお話をまとめたというところは、それがガイドブックという形になるかどうかはちょっと置いておく形

にはなりますが、今後その八十里越との関係、広域連携、県内でもそうですし、福島県側との何か取組の

際に、資料というか、これまでですとか今後というところの案内ができれば、加茂市のＰＲに加えて紹介

できればというふうに考えております。

〇 1 2番（森山一理君）　ありがとうございます。先ほど市長が産業民生常任委員会が 2年続けて加茂市の

ＰＲに行ったということを発表していただきまして、ありがとうございました。多分参加された人もびっ

くりしたと思います。おお、加茂市やっているじゃんみたいな感じで。やはりこういう、 1 1 月 3 日も大

勢さん連れて視察に行ってまいりました。私がマイクロバスを運転いたしまして、マイクを持ち込みまし

て、ガイドしながら、運転しながら、行程を時間、時間で、ぱっぱっぱっぱっと行きまして、そして河井

継之助記念館から電話が来まして、「まだ来ねえんだけど、何してっぺ」なんて、「いや、ちょっとトン

ネルの手前で生コン作業がありまして、遅れております、 1時 2 0分に行きます」って。「そっか、昨日

三条の人が来れなかったんだ」って。何か工事で来れなかったのだそうです。「おめえたちはラッキーだ」

なんて言われましたけど。河井継之助の記念館も入った途端ちょっとカメムシの臭いがわあっと来ました

けど、その河井継之助記念館イコールカメムシの香り、いいですね。あれもまた売りになるかなと。すみ

ません。そんな感じで、大変ありがとうございました。

　このやはり観光資源を、その八十里越が、私何回も八十里越、八十里越言って申し訳ないのですけども、

本当に行きますと、本当に近いのです。近い。工事で足止め食らいましたけども、それで途中、行けると

こまで行ったのです。マイクロバスで行って、それでトンネルの工事があって、トンネルの中は終わって

いるのだけど、出入口がやっぱりちょっと軟弱なのでしょうかね。そこを修繕していまして、また引き返
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して、下道、林道、五十嵐川上流に沿ってずっと行く道がある。その渓谷が物すごくすばらしい紅葉なの

です。黒水の阿部煙火工業に行く、その橋の薬師山の紅葉もすばらしいですけれども、さらに八十里越の

紅葉というのは見事なものです。それで、下道ずっと行くと分かるのです。その五十嵐川ずっと上流に沿

って行くのですけども、止まって、あれはなかなか絶景です。でも、残念なことに八十里越が開通すると、

この下道行けないのです。下道を通ることができなくて、ああ、これはちょっともったいないなという、

五十嵐川漁業協同組合の人しか行けないかなとは思うのですけど、本当に行くのに、あっという間にもう

只見町行きまして、それで足止め食ったので、叶津番所に立ち寄ることができなかったのですけども、そ

れで思ったのが、あっという間に行ける。そして、只見町の河井継之助記念館から金山町の道の駅行って、

そして会津坂下から磐越道に乗って、新津インターチェンジで降りて、加茂に来たと。何と 2時間半かか

る。それで、高速料金がマイクロバスで 2 , 3 1 0 円、 2 時間半かかって、だから大回りすると往復

4 , 6 0 0円の 5時間かかるね。それで、冬場、 2 5 2号線ですかね、入広瀬のほうに向かってずっと行

くとこ、あれ冬場通れませんから、唯一の道と、除雪ステーションももう出来上がっていて、大谷ダムの

手前、笠堀ダムの手前にもう出来上がっていまして、本当にいよいよという感じなのです。それで、先ほ

ど大橋議員がセイタカアワダチソウがすごいということで、そのセイタカアワダチソウが、いい湯らてい

を越えると、ないのです。それで、八十里越へ行くと、ない。これはすごいなと思って。やはりセイタカ

アワダチソウの花粉が一般の車の車輪について、そしてそれがどんどん、どんどん行って、その花粉がセ

イタカアワダチソウが生えるいう図式なのでしょうね。だから、一本もない。それだけきれいなところな

のです。ぜひ八十里越はセイタカアワダチソウが生えないようになってもらいたいなと思っています。

　そういう中で、この観光資源を、庭園を、加茂市本当に立派なお庭がいっぱいあるので、やっぱりそれ

を家主さんにお願いして、見学すると、それで会津の人とかに、加茂は庭園もあるのですよみたいな、個

人宅で庭園をやっていますよという、そういう動向もいいのかなと思いました。それで、加茂市の市営の

庭園はどうかなということで、加茂市が取得しました西口公園を視察してまいりました。西口公園に行き

ましたら、大きな石がありまして、石の灯籠が、どうやって運んだのだろうって。それで、松とか大木が

ぶわっともう伸び放題です。これは、加茂市が取得した割には、それで西口公園という立派な看板が入り

口と出口にある。それで、ベンチが 4つあって、もう見るも無残な庭園なのです。市長、西口公園何とか

しませんか。どうですか。

〇市長（藤田明美君）　加茂駅の西口にある庭園、公園についてなのですけれども、私も何回か訪れて、状

態は拝見しておりまして、なかなかちょっと入りにくい状態にはなっているのかなというところは認識し

ております。確かにあそこを今どうしようというところがちょっとなかなか庁内でも話題には上がってい

ないなというところは今森山議員の再質問の中で感じたところではありますので、どうしていくべきかな、

ちょっと考えたほうがいいのかなというふうなところは思って、今ちょっと危険性が高いかどうかも含め

て、調査は必要なのかなというふうにも思います。

〇 1 2番（森山一理君）　あれは、西口公園の石を移動したりとか、木を切ったりする、相当なお金がかか

ると思います。でも、あのままで木は伸び放題、もうゴースト公園ですよ、あれは。あれは、西口を降り

た人が、何だ、加茂こんげなんか言うて、たまげますよ。東口はいいとして、西口公園のあれはちょっと、

市長、やっぱり考えたほうがいいと思うし、木伸び放題でしょう。あれは、前小池市政のときに民間の方

から買ったと記憶しております。でも、あれ全然、全く価値がないですね、悪いけど。あの石どうやって
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運んできたかなと。立派な灯籠があるのです、石灯籠が。すごいな、あれは。大型クレーンじゃないとな

かなか外されないなとは思いますけど。そういうふうにして。でも、いろんな加茂市内回りますと立派な

お庭がいっぱいあるのですよ、本当に。これは、商工観光課長、観光係長と一緒にまた巡って、お寺さん

の庭園とか、そういうのをやはり庭園マップは必要かなと思うのです。椿寿荘みたいな立派な、そういう

庭ではないかもしれないけれども、皆さんそれでお庭を造っている、そのお庭を愛している人は物すごく

思い入れがある。物すごい思い入れがあって、それでニシキゴイを小千谷から買ってきて泳がせてみたい

な、それもったいないと思いませんか。何かすごい価値なのだ。それをその御一家の主人だけ、多分御一

家の主人だけです。主人だけそれを、だから家族の人はみんな関心ないと思います。なかなか、私もある

程度の年齢までそんな庭とかあんまり関心なかったのだけども、ところがこの間の古民家再生の全国大会

で椿寿荘へ行きまして、館長が、長谷川さんの加茂市を巡るツアーと、あと古民家再生の代表理事とか副

理事がいた椿寿荘のツアーと二手に分かれたのですけど、我々は椿寿荘のほう行きまして、その枯山水の

庭の説明とか、それで建物の説明を大工さんが細かく、これはこういうふうに造っているのだとか、こう

いう仕掛けがあるのだとか、そういうことを教えていただいて、またこの庭と古民家のマッチング、これ

がすごいのです。それで、庭をきれいになさっていらっしゃるお宅というのは、御自宅もしっかりされて

いるのです。御自宅もしっかりした上でのお庭なのです。これが分かりました。古民家というのはやっぱ

り庭も大切なのかなと思います。

　それで、加茂市もいろんな歴史的建造物があって、これは今回改めて古民家、市の指定文化財、これも

やはり先ほど答弁書にありました一緒に、いわゆる歴史的建造物、それで加茂市史を見ますと、文化財は

いっぱい出ていますよね。そういうのを大変加茂市史にまとめるのはいいのだけども、それをやはり文化

財として、今市長が言ったような、そういう文化財の、八十里越を開通した上での、加茂市はこういう文

化財があって、こういう建物があって、こういう庭があるのだよって、それは商工観光課は大変でしょう

けど、社会教育課のほうで何かそういうのをできないものですか。どうですか、課長。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　ありがとうございます。これにつきましては、以前、市長さん

が以前のフォーラムでも述べられていたことなのですけども、加茂市にある加茂縞なのですが、これは議

員さん研修に行かれた只見町のほうで、国登録の重要有形民俗文化財として仕事着コレクションというの

があるのですが、その仕事着の多くが加茂縞でございます。そういった点で、八十里越を通じたそういっ

た交流が、江戸期以降ですかね、明治とかからずっと続いているという物証でございますので、私どもの

主管課としましては、そういった加茂縞をお互いに貸したり、そうしながら何か特別展のような形でやっ

て、関係人口の交流の増加につなげていければななんていうことを今思っております。

　以上です。

〇 1 2番（森山一理君）　ありがとうございます。加茂縞、それもやはりこういう交流で非常にいいと思い

ます。ありがとうございました。

　それで、市長、大変すばらしい企画が第 6 0回雪椿まつりに八十里越開通記念事業と冠をつけ、三条市、

只見町、南会津町の 3市町と連携した取組、これはすばらしい。これはどなたの発想ですか。すばらしい

ですね。それで、どんなことを考えていますか。大変すばらしい。商工観光課長。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　観光協会が今主催となって雪椿まつりを行うというふうに変わっておりま

すが、その実行委員会の中で、商工観光課の観光係と観光協会の事務局のところでちょっと話し合ってい
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た中で出てきたものになるので、発案がそのとき誰だったかというのはちょっと記憶していないのですけ

れども、こんなことできるのではないかということで、冠をつけようというふうに出てきた話です。なお、

まだ今ちょうど呼びかけをして、具体的に何をというところの話まではいっていないのですけれども、今

後調整して、何かをやろうという話にはもうなっているので、前向きに何かができるというのは形にした

いというふうに考えております。

〇 1 2番（森山一理君）　ありがとうございます。大変非常にすばらしいと思います。

　そのお庭造りの庭の先ほど私が一般質問で言いましたにいがた庭園街道の庭屋一如研究会、これの新潟

市在住の藤井哲郎さんという方が新潟の旧齋藤邸を中心とした庭を見る研究会というのをやっているので

す。商工観光課長、その藤井哲郎さんというワードは今回の質問を受けて、いかなかったですかね。そこ

までいかなかったですか。いかなかった。そういう藤井哲郎さんという、セミナーやっているのです。勉

強会。庭を見る勉強会で、 3回コースで、 1人 5 , 0 0 0円だったかな。そういう庭の見方、そういうの

を新潟市でやっていらっしゃるのです。要するににいがた庭園街道、村上から、新発田から、新発田は有

名ですよね。新発田のいろんな庭園なんか行くと、やはりすばらしいなと。京都なんかやっぱり行きます

と、びっくりするのが、やっぱりお金を取るだけあって、お寺とか、お寺巡りすると本当にきれいなので

す。もう枯れ葉が落ちていない。そして、以前、大原美術館という、横山大観さんの、島根県でしたかね。

大原美術館。大原美術館じゃない。何美術館。あの有名な。横山大観。（「足立美術館」と呼ぶ者あり）

そうそう。足立美術館。すみません。足立美術館なんかもやはりよくＮＨＫの「プロジェクトＸ」で庭師

の活動が紹介されていましたけど、本当に常に枯れ葉が出たらきれいにするという、その庭師は庭造りに

命をかけているという、足立美術館のそういう庭園とか、やはり庭園というのもいいものだなと私は常々

考えております。ですから、商工観光課さんに突然庭園を何とか研究せえなんて言うて、大変な無理難題

を言っておりますが、これも徐々に徐々に、頭の中に置いておいていただいて、観光を踏まえた、加茂市

がどういうふうな受皿でいくのかということをどんどん、どんどんやっぱり研究していっていただきたい

と思います。

　以前聞いた話ですが、加茂のこいのぼりの、 5月の連休の 3日間に、こいのぼりで、あれはキッチンカー

が結構 3日間来て、その売上げが 4 8 0万円って、市長聞いたことありますか。 3日間の売上げが 4 8 0

万円。そして、その場所代、その 1 0％の 4 8万円が加茂川に鯉のぼりを泳がせる会に入ったという、そ

れが活動資金になって、そんな話も聞いたことがあります。それだけの、やはりそういう何かがあると、

そのこいのぼり、こいのぼりは本当に 4月から 5月の 1か月じゃないですか。じゃなくて、やっぱり長い

年月を通して、加茂には福島県にないすし屋さんがあるよ、そして福島に庭園が、庭園ももちろんあると

思いますけども、そういう庭園があるよ、そしてこういう古民家を再生した若者がやっている喫茶店があ

るよというふうな、それをやはり 1つにまとめて、北越の小京都というふうに取り組んでいけばいいのか

なと思います。

　その 1 1 月 8 日の日、ここの加茂文化会館小ホールで古民家再生全国大会が行われたのですが、 1 0時

から学生が、新潟産業大学の学生、そして新潟経営大学の学生、それに新潟大学の学生が 3つのブースに

分かれまして、そして北越の小京都加茂と加茂市について、あと人口、交流人口について、あと北越の小

京都についてというふうなポストイットをやって、そして発表したのですけども、やはりその学生さんあ

んまり加茂のことをよく知らなかった。加茂のことをよく知らなくて、なぜ北越の小京都なのかというの
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を長谷川実行委員長が上手に説明されていました。なぜ北越の小京都なのかというのが長谷川実行委員長

が皆さんに教えてくれていたから、よかったのですけども、私もはっきり言って北越の小京都はなぜ北越

の小京都なのだというのは、私は言えなかったのです。これ非常に私は、あいや、何か得意になって八十

里越言っているけど、自分自身まだ北越の小京都がなぜ北越の小京都なのだというのが、ぼやっとした全

体の中ではあるけれども、やはりそれが具体的に定義としてないのです。そういう北越の小京都、加茂の

ホームページとかありますけれども、加茂イコール北越の小京都なのだと、そういう何か文章とかパンフ

レットというのは商工観光課であるのですか。定義づけありますか。商工観光課長。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　京都会議の中で、小京都の定義というところでは、京都との歴史的つなが

り、地理的条件、産業構造みたいなところで、その 3つの要件、どれか 1つに当てはまれば小京都と名の

れますよというところが加茂は 3つともつながりがあるというようなくだりは、パンフレットですとか、

そういったところでも記載はあります。ただ、北越の小京都というところの、その説明というところまで

あるかは私もちょっと確認はしていないのですけれども、その小京都の説明という部分ではあります。

〇 1 2番（森山一理君）　やはりこれからは、小京都加茂もいいですけど、やっぱり加茂独自の、庭を含め

た、京都はお寺が有名で、そしてお庭もコケ寺とか、やはりそのコケ寺は、嶽山寺かな。嶽山寺さんのコ

ケ寺も非常にすばらしいコケがあったりとか、もう本当に加茂は資源がいっぱいあるのです。自然があっ

て、資源がある。そして、この間、市政勉強会で参加者の方が言っていましたけど、やはり加茂川の河川

敷というのはすごく魅力的だというのです。本当に上条から見る弥彦山の夕日、あれはなかなか本当に、

前も私も一般質問で言いましたけども、本当にすばらしい情景なのです。これはやっぱり全面的に出して、

そういう只見町とか南会津に行ってもそういうのがなかなかない。大自然はいっぱいありますけども、山

とかありますけども、山からずっと加茂川が上流からぐうっと広がって、越後平野に広がっていく、その

情景というのは私はなかなかないなと思っておりますので、それを全面的に推し進めていきたいなと思う

のです。

　それで、さらにこの古民家の大会で思ったのが、懇親会がきふねさんで行われて、向かいの人が神奈川

県からとか千葉県からお見えになって、それでお話を聞いたら、「どこに泊まるのですか」って。そうする

と、燕三条のビジネスホテルだというのです。もったいないなと思って、「あっ、もう終電の時間だ」って。

それで、加茂駅から乗って、東三条行って、ゼロ番線から弥彦線に乗って、燕三条駅に降りると。「あっ、

時間だ」というので、それで宴会の途中で帰るのです。あれ、もったいないなと思って。だから、やっぱり

加茂に泊まるところがあれば、長谷川さんとこにも季心里と古中天にいっぱいお泊まりになったのでしょう

けど、いかんせん加茂の旅館だと、入浴が、お風呂が 1 1時までだ。やはりそういう宿泊場所というのを真

剣に考えたほうがいいのではないかなと思うのですけども、その後、私、前の一般質問で美人の湯を宿泊、

民泊にしたらどうかという提案をしたのですけど、何かそういう動きというのはありましたでしょうか。

〇市長（藤田明美君）　宿泊施設については、やはり森山議員御指摘のとおりで、加茂市の観光を考えると

きに同時にやはり課題となって出てくるものだと思います。それは、この間の八十里越のフォーラムのと

きにも私自身もお話ししています。福島県の只見町であったり南会津町の取組で、廃校となった分校を宿

泊施設に変えているとか、そういったところもあったりするのですけど、美人の湯に関しましては、現時

点だとなかなかちょっとハードルが高いというのはいろいろ調査はしていて分かっているところもありま

す。公共施設の再編をこれからしようとしていく中で、美人の湯をどういうふうに位置づけていくかとい
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うところも考えたほうがいいのかなと思いますけど、今現時点だとちょっとなかなか宿泊施設に変えるの

は難しいのではないかということ。できれば宿泊施設がもっとあったほうが加茂市の魅力をより知っても

らえる、観光としてもっと、いろいろもうちょっと活性化させられるのではないかなといったところは私

自身も考えているところです。

〇 1 2番（森山一理君）　何かもったいないなと思って、せっかく加茂にお越しになって、もうちょっと加

茂を、加茂で 2次会にでも行って、お金を落としていただいて、そしてビジネスホテルか何か旅館に、旅

館というか、そういう宿泊所があったらいいなと思っております。市長からどんどんそういう民間に働き

かけをしていただいて、市で宿泊所を造るというのはなかなか難しいと思いますけども、働きかけをして、

そういう宿泊の関係もこれから取り組んでいただきたいなとお願いを申し上げまして、私の一般質問をこ

れにて終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて森山一理議員の一般質問は終了しました。

　お諮りいたします。本日の会議はこれにてとどめ、明 5日午前 9時 3 0分から一般質問を続行いたした

いと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しました。

　本日は、これにて延会いたします。

午後 2時 0 1分　延会



第 　 2 　 日 　 目
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午前 9時 3 0分　開議

〇議長（白川克広君）　これより本日の会議を開きます。

　これより議事日程第 2号に入ります。

　日程第 1　一般質問

〇議長（白川克広君）　日程第 1、一般質問を行います。

　通告順により質問を許します。

　質問の要旨を順次局長に朗読いたさせます。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 1 1 番、滝沢茂秋議員。

〔 1 1 番　滝沢茂秋君　登壇〕

〇 1 1 番（滝沢茂秋君）　おはようございます。1 1番、大志の会、滝沢茂秋です。1 2月定例会に当たり、

一般質問いたします。内容は、通告の内容に従って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

　では、最初の質問、中学校部活動の地域移行についてです。現在、教育委員会を中心に中学校部活動の

地域移行が進められています。この件については、私はこれまで令和 5年 1 2 月定例会、令和 6年 9月定

例会及び令和 7年 3月定例会で取り上げてきました。今回は、地域移行の目指すべき姿と、その実現に向

けた課題整理を目的に質問いたします。なお、令和 7年度から国としては地域展開へと呼称が変更されま

したが、本質問では従来どおり地域移行と表現いたします。答弁では、地域展開として述べていただいて
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も差し支えありません。

　まず、部活動の地域移行が進められてきた背景について述べます。国は、教員の長時間労働の改善と、

子供たちが将来にわたりスポーツ、文化活動に親しめる環境を確保することを目的に、これまで学校中心

で運営されてきた部活動を地域へ段階的に移行する方針を示しました。特に休日の部活動は教員の負担が

大きく、市町村と地域団体が担う体制への転換が急務とされています。こうした方針を受け、休日の部活

動を地域で実施する取組が全国的に進められ、令和 7年度は移行の完了年度と位置づけられています。し

かし、現状、受皿となる地域クラブ、指導者の確保、活動場所の確保など、地域差が大きく、学校、家庭、

地域の 3者がどのように役割を分担していくのか、いまだ明確ではない部分も残されています。加茂市に

おいても、体制整備や指導者の確保、活動場所の調整に加え、保護者の負担や参加意識といった複合的な

課題が生じています。令和 8年度の土日、休日の完全移行が目前に迫る中、これらの現状と進捗を整理し、

今後の方向性を明確にすることが求められています。

　最初に、加茂市が描く地域移行の将来像についてです。加茂市では、令和 5年度から市独自の取組とし

てかもんクラブを設置し、これまでの活動が途切れないよう受皿を整備しています。また、令和 7年度後

半、新人戦以降は土日、休日の学校部活動を実施せず、地域クラブがその役割を担う体制へと移行すると

しました。さらに、市が児童生徒、保護者向けに配布した「これからの中学校部活動はこのように変わり

ます」では、段階的に移行を進め、令和 1 1年度以降には平日の地域移行も検討することが明示されてい

ます。

　ここで伺います。質問の 1つ目で、加茂市の現状は、スポーツ少年団、スポーツ協会所属の競技団体、

民間スポーツクラブ、そして教育委員会主催のかもんクラブなど、多様な地域クラブと平日の学校部活動

が中学生の活動を担っています。これらは、市が描く将来の望ましい姿と整合しているのか。行政の役割、

地域クラブとの連携、指導者の在り方、学校との役割分担を含め、市としての将来像を伺います。

　質問 2つ目。ほかの自治体では、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協会、ＮＰＯ団体などが地域移

行の事務局的役割を担う例があります。加茂市として、将来的に事務局を教育委員会以外の主体へ移す考

えはあるか、また委託、移管する場合の条件や判断の時期があれば、重ねて伺います。

　次に、かもんクラブについてです。かもんクラブは、陸上競技、卓球、ソフトテニス、バレーボール、

バスケットボール、吹奏楽が設置され、教職員やスポーツ少年団、スポーツ協会会員などが指導を担う市

独自の地域クラブです。地域移行を支える重要なモデルとなり得る存在ですが、その運営状況を確認いた

します。

　質問の 3つ目になりますが、現在、競技経験者や指導経験者の高齢化が進み、休日に安定して活動を支

える指導者の確保が難しくなっている状況があります。そこで、指導者確保はどのように行っているかお

聞かせください。私案ですが、人材バンクのような登録制度を設けて、各分野に精通する市民を公募する

方法もよいのではないかと考えます。これについての見解も併せて伺います。

　質問の 4つ目です。令和 1 1年度以降に平日の地域移行が本格化した場合、かもんクラブの事業規模は

拡大が見込まれます。将来的な運営主体や事業の在り方について、市としての構想を伺います。

　質問の 5つ目、これは提案です。かもんクラブは、現存の部活動を中心に設置されていますが、活動の

目的がスポーツ、文化に親しむことであれば、種目を限定せず、季節に応じたスポーツやゲーム性の高い

活動を行う多様性のあるクラブの設置も有効と考えます。特定の種目に偏らず、様々なスポーツを経験す
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ることで運動能力の基礎を養ういわゆるマルチスポーツ型のクラブや、ニュースポーツを楽しむレクリエ

ーション型のクラブなど、勝敗を競うだけでない多様なオールラウンドクラブを設ける提案について、そ

の見解を伺います。

　次に、統合後の学校体育館を活用した屋内型スポーツ環境の整備についてです。加茂市を含む新潟県で

は、冬期の降雪や天候不順により、屋外スポーツが長期間実施できないという課題があります。これは競

技力の維持だけでなく、生徒の継続意欲にも影響する大きな問題です。一方で、加茂市では令和 1 0年度

に中学校、令和 1 2年度に小学校が統合され、現在の校舎や体育館が未利用となる見込みです。これらの

施設を地域資源としてどのように生かすかは、今から検討すべき重要なテーマです。

　そこで、提案いたします。質問の 6つ目、提案となります。統合により未利用となる体育館を冬期の屋

外スポーツの練習場所として活用することを検討してはいかがでしょうか。最低限の防球ネットや簡易

マット、人工芝を敷設するなどであれば、大規模な改修を伴わずとも、野球、サッカー、テニスなどの基

礎練習が安全に行える環境を整えることは可能です。冬期にも継続できる活動環境を確保することは、生

徒のスポーツ継続、地域クラブの安定運営、さらには地域スポーツの活性化にもつながります。統合後の

体育館の活用可能性について、市としての見解を伺います。

　青少年の健全な成長において部活動が果たしてきた役割は大きく、そのよい面は地域移行後も継承され

るべき事柄です。加茂市は、総合計画において教育、文化、健康を柱に掲げています。生徒が望む活動を

継続できる環境を整備し、学校、家庭、地域が協働して支える体制を築くことは、市が目指す姿に合致す

るものと考えます。よりよい活動環境の実現を求め、部活動の地域移行に対する一般質問といたします。

　次に、大きな 2つ目の質問のテーマとして、鳥獣対策についてです。 9月定例会でも同テーマを取り上

げましたが、今回は現状と今後の対策について、前回の答弁を踏まえつつ、改めて質問いたします。

　まず、アーバンベア捕獲緊急支援事業についてです。新潟県は、熊の出没が継続している状況を踏まえ、

警戒レベルを維持、継続する必要があることから、令和 7年 1 0 月 6 日に発表したクマ出没特別警報に基

づくクマ出没警戒強化期間を 2か月延長し、令和 8年 1月 3 1日まで熊に対する最大級の警戒を呼びかけ

ております。さらに、この状況を鑑み、熊被害に対する緊急対策として、アーバンベア捕獲緊急支援事業

が実施されることになりました。この事業の目的は、令和 7年度は熊の出没が多発しており、人身被害が

深刻化していることから、市街地周辺で恒常的に繁殖、生活するアーバンベアを集中的に捕獲するため、

市町村が実施する熊の有害捕獲等の取組を緊急的に支援するというものです。実施主体は市町村、補助率

は 1 0分の 1 0、補助対象は出動費や設置費などです。

　質問の 1つ目になります。加茂市においても、アーバンベア捕獲緊急支援事業を実施する予定はありま

すか。実施予定がある場合、その具体的内容をお聞かせください。

　 2つ目に、要配慮施設への対応についてです。さきの答弁で、加茂市では熊出没対応マニュアルを策定、

運用し、学校や保育施設、高齢者施設など要配慮施設への情報提供や連絡体制を整備しており、児童生徒、

園児の安全指導や登下校管理、施設入所者への安全確保を行い、防災タブレットで迅速な情報共有を可能

にしているとの答弁がありました。

　そこで、質問の 2つ目となりますが、 9月以降、学校敷地内で熊の目撃が確認され、その後に熊スプレー

が配備されたと伺っております。これを踏まえ、学校だけでなく、保育施設や福祉施設など要配慮施設全

体における現状の鳥獣対策の状況と、今後の具体的なリスク管理と危機管理における方策について、当局
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の見解をお聞かせください。

　次に、ＩＣＴ活用による鳥獣対策です。加茂市ではＩＣＴ機器を活用し、捕獲通知機器によるわな見回

りの省力化や、ＧＰＳ首輪による猿の群れの位置、行動把握、さらに遠隔操作可能な 5メートル掛ける 5

メートルの大型わな導入など、個体数管理の効率化に取り組んでいます。こうした状況を踏まえ、今後の

対策の方向性と追加的なＩＣＴ活用の可能性について、当局の見解を伺います。

　質問の 3つ目になりますが、新たに導入した 5メートル掛ける 5メートルの大型わなによる取組につい

て、これまでの稼働実績と現場での運用課題についてお聞かせください。また、その効果検証を踏まえた

増設の考えはあるか、重ねて伺います。

　質問の 4つ目、これは提案になります。加茂山は、日常利用者と観光客が混在する場であり、森林環境

の整備や施設管理による鳥獣対策は、観光資源を守る上でも重要だと考えます。さきの質問でも触れまし

たが、 1つの方策として、ＡＩ画像認識カメラによるリアルタイム警戒システムの導入を提案いたします。

　質問の 5つ目です。他自治体では、ドローンによる群れの監視や追い払いなど、先進的なＩＣＴ活用事

例があります。加茂市においてさらなるＩＣＴ活用の導入、検討への考えはあるか、当局の見解をお聞か

せください。

　以上で私の壇上での質問は終了し、再質問は発言席にて行わせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。

〔 1 1 番　滝沢茂秋君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　おはようございます。滝沢議員の御質問にお答えします。

　初めに、加茂市における中学校部活動の地域移行の現状が市が描く将来像と整合しているかについてお

答えします。御承知のとおり、加茂市の中学校は 3年後に 1校へ統合される予定です。現在は、その統合

準備と並行して、部活動の地域移行を進めている状況にあります。このため、令和 5年度からの 3年間は、

現行の 5校に存在する種目について、部活動の休日部分の地域移行を最優先で進めてきました。令和 1 0

年度の統合初年度までは、現行の体制を維持しつつ、休日部分の地域移行の安定と充実、そして部活動の円

滑な統合を図ります。その後、令和 1 1年度からは、平日の部活動についても地域移行を進める予定です。

　なお、この 3年間で国の方針にも若干の変化が見られました。学校部活動の教育的意義を踏まえ、完全

に学校から切り離すのではなく、地域の力を借りながら継続していく方向性が示されつつあります。それ

に伴い、国の表現も部活動を学校から地域に移行する地域移行から、地域の力を借りながら維持するとい

う地域展開へと変化しています。このことを含め、現在の状況は、加茂市が描く将来像に向かい、確実に

進んでいる途上にあると考えています。

　次に、地域移行の事務局の在り方と今後の見通しについてお答えします。現在加茂市では、学校部活動

の地域移行に関する事務局を教育委員会学校教育課に設置しています。他の市町村では、スポーツ協会や

地域クラブなどに業務を移管している例があることは承知しています。しかしながら、加茂市においては、

スポーツ協会の事務局自体が教育委員会スポーツ振興課内に設置されていること、また先ほど申し上げた

今後数年間の加茂市の学校部活動の見通しや国の方針がまだ流動的であることを踏まえると、少なくとも

中学校を統合する令和 1 0年度までは教育委員会内に事務局を置いておくことが適切であると考えていま

す。なお、将来的に部活動が学校と完全に切り離され、地域主体での運営が本格化する場合には、外部法
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人等への業務移管も選択肢の 1つとして検討すべきと考えています。

　次に、教育委員会が主催するかもんクラブにおける指導者の確保状況と、人材バンク設置に対する見解

についてお答えします。現在、かもんクラブは 1 1 のクラブが活動していて、指導者総数は 3 6人です。

そのうち兼職、兼業の形で指導に当たっている教員が 1 7人います。指導者の確保に関しては、県が設置

しているにいがた地域クラブ活動指導者バンクに県央地域在住の登録者が一定数いて、必要に応じて活用

が可能です。また、スポーツ協会の広域組織である県央スポーツネットワークにおいても、県央スポーツ

サポーターバンクが設置されていて、こちらも必要に応じて活用できる体制が整っています。こうした既

存の広域的な人材バンクが活用可能であることから、現時点では加茂市独自の指導者バンクを新たに設け

る必要はないと考えています。なお、かもんクラブの指導者については、教員や元教員、校長が適任と認

めた地域の方、または競技団体から推薦を受けた方にお願いしているのが現状です。

　次に、今後平日の部活動を地域で展開していく段階でのかもんクラブの運営体制についてお答えします。

運営組織については、学校部活動の統合や平日部活動の円滑な地域展開を見据えた上で、引き続き教育委

員会内に事務局を設置することが望ましいと考えています。今年度のかもんクラブの参加費は、保険料を

含めて半期 3 , 0 0 0円と設定し、運営に不足する分については、国及び県からの補助金、さらに市の予

算によって補填している状況です。

　今後、平日の地域展開が実現した場合の運営費用のうち、指導者人件費について次のように試算を行い

ました。指導者の平日における活動を月 1 6時間、休日における活動を月 1 8時間とした場合、合計活動

時間は月 3 4時間となり、報酬単価を 1時間当たり 1 , 6 0 0円とした場合は、月額報酬が 5万 4 , 4 0 0

円となります。仮に 1 種目に指導者が 2 人、部員が 4 0 人いる場合、部員 1 人当たりの月額指導料は

2 , 7 2 0円となります。これは、あくまで指導者人件費に限定した概算ではありますが、中学校の統合

により 1種目当たりの部員数が増加することを踏まえると、一定程度の受益者負担によって自立的な運営

も可能であると考えています。ただし、実際の活動には、備品の購入、修理費、消耗品費、遠征費、大会

出場費など様々な費用がかかることから、公費による補助も含め、バランスの取れた持続可能な制度設計

が必要であると考えています。

　次に、かもんクラブの設置種目について、既存の種目に限定せず、多様化を図ってはどうかという御提

案についてお答えします。現在、加茂市の中学校で土日も活動がある部活動は 6種目で、陸上競技 4 8人、

卓球 3 3人、ソフトテニス 2 5 人、女子バレーボール 3 9人、男子バスケットボール 4 8人、吹奏楽 5 2

人となっています。今年度の市内中学生は 5 2 2 人であり、これら 6種目に所属している生徒は、全体の

約 4 7％の 2 4 4人です。その一方で、残る全体の 5 3％に当たる 2 7 8人のうち、約半数は科学部や美

術部など、平日のみ活動している文科系部活動に所属し、残りの半数は無所属ですが、その中には校外の

クラブに所属している生徒も含まれています。仮に現時点で部活動を統合した場合、平日のみ活動してい

る文科系部活動に所属する生徒は約 1 4 0人となる見込みです。こうした状況を踏まえると、今後の需要

を見据えて、新たな種目の追加を検討する必要があると考えています。追加種目の検討に当たっては、現

小学校 4年生以上の御家庭を対象に実施したニーズ調査を参考に、より多様な選択肢を提供できるように

していきたいと考えています。御提案いただいた、 1種目に限定しないニュースポーツクラブ等も参考に

させていただきます。なお、サッカー、野球、体操、新体操、各種武道など、既に市内の民間クラブ等で

活動が成立している種目については、部活動として再設置する予定はありません。
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　次に、学校統合により空いた体育館の床を改修し、屋外スポーツのための屋内練習場として活用しては

どうかという御提案についてお答えします。この御提案については、既に複数の競技団体や市民の皆様か

らも同様の御意見をいただいていて、関心の高さを感じています。冬期間における子供たちの遊び場とし

ての活用や、屋内公園的な機能、さらにはイベントの会場としての利用も期待できることから、市全体の

公共施設再編を検討する際の重要な視点の 1つとして、今後の参考にさせていただきます。今後は、地域

の利用ニーズや需要の実態を丁寧に調査した上で、受益者負担の在り方や利用料の設定、改修に係る費用

とのバランスが取れるかどうかを含めて、総合的に検討したいと考えています。

　次に、鳥獣対策についてお答えします。まず、アーバンベア捕獲緊急支援事業についてです。滝沢議員

のおっしゃるとおり、県内で熊の出没が多発し、人身被害が深刻化していることから、新潟県はこのたび、

市街地周辺で恒常的に繁殖、生活するアーバンベアを集中的に捕獲するとして、捕獲事業を実施する市町

村への支援を発表しました。この支援事業は新潟県単独事業として、 1 2月の県議会補正予算として計上

される予定です。補助率は 1 0分の 1 0、補助対象は捕獲活動費、消耗費、資材購入費など、幅広い経費

が対象となっています。補助上限額は、見込み捕獲数 1頭につき 6 6万円、最大で 1市町村 9頭分 5 9 4

万円、支援事業期間は令和 7年 1 1 月 2 0日を事業開始日として、熊出没特別警報の期間終了日である令

和 8年 1月 3 1 日までとなっています。期間内の見込み捕獲数、要望金額により、各市町村の補助上限が

決められます。見込み捕獲数、要望金額については、各市町村の要望を基に、新潟県が全市町村の過去の

捕獲実績、今期の出没数、捕獲数などを勘案し、決定される予定です。これを踏まえ、加茂市においても

アーバンベア捕獲緊急支援事業を活用して、捕獲事業に取り組むこととしています。

　加茂市における過去 5年間の 1 1月 2 0日から翌年 1月 3 1 日の捕獲実績は、多い年で 2頭程度ですが、

今年は出没、捕獲数も多いことから、見込み捕獲数を 4頭として要望しています。具体的な活用内容は、

熊捕獲おりの購入、おりの設置、撤去、熊の捕獲に係る報償費、捕獲者の安全を確保するための熊スプレ

ー、追い払い用花火の購入、捕獲補助者の安全を確保する防護盾、防刃チョッキ、ヘルメット、手袋の購

入、加茂市が現在活用している捕獲わな遠隔監視機器の子機の購入、止め刺し用電気器具の購入で、捕獲

に係る経費として総額 2 3 2 万 6 , 0 0 0円を新潟県に要望しているところです。このたび 1 2月定例会

に補正予算として計上させていただきましたので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

　次に、要配慮施設への対応についてです。熊の出没に対する保育施設等の安全確保については、熊出没

対応マニュアルに基づき、日頃から熊の出没情報に留意し、施設周辺や通園経路の点検、変更など、各施

設の実情に応じた対策を実施しています。さらに、熊出没情報等を土日、祝日にも素早く情報収集できる

よう連絡体制を強化し、市内全ての保育施設の管理者へ正確な情報提供に努めています。また、かも川荘、

ゆきつばき荘、各コミュニティセンター、障害者福祉施設、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設など

の福祉施設においては、各施設に設置されている防災タブレットを活用して情報提供を行うとともに、必

要に応じて施設の利用者や入所者等への安全を最優先に施設との連絡体制を確認し、安全確保の要請を行

っています。

　次に、大型わなの稼働実績、運用課題についてです。 9月定例会でも答弁したとおり、今年度、加茂市

鳥獣被害防止対策協議会で鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し、猿捕獲用として 5メートル掛ける 5メ

ートルの大型遠隔操作捕獲おりを 1基購入しました。設置は 8月 2 3日に完了しています。設置後 3か月

たちますが、まだ餌づけをしている段階なので、稼働実績はありません。設置当初は二、三頭がおりの中
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に恐る恐る入る状態から、今では多くの猿が恐れることなくおり内に侵入し、餌を食べている状態です。

猿の群れが大型遠隔操作捕獲おりに侵入した回数は、設置以降合計 8回で、瞬間最大値で 1 5頭ほどが一

度におり内に侵入しています。ただし、いまだにおりを警戒している猿がいることや、周りに餌となる柿

の実などがあるので、それらの状況を見極めて、焦らずに一斉捕獲を進めていきたいと考えています。運

用課題や効果検証などは、実際に捕獲を実施してみてからということになりますので、増設については現

段階では考えていません。

　次に、加茂山公園でのＡＩカメラによるリアルタイム警戒システム導入についてです。議員御指摘のと

おり、加茂山公園は散歩等で日常的に利用される方と観光客が混在する公園であり、鳥獣対策は人身被害

の防止や観光資源の保全の観点から極めて重要であると認識しています。御提案いただいたＡＩカメラに

よるリアルタイム警戒システム導入については、関係各課と民間団体の協力を得ながら、先進地視察や情

報収集等を積極的に行ってきたところです。その結果を踏まえ、令和 8年度から試験的に導入を予定して

います。導入を検討しているのは、視察で伺った富山県砺波市で既に運用されているシステムで、カメラ

で撮影した映像からＡＩが対象となる動物を検出し、通報を行う仕組みとなっています。まずは、 1年間

のトライアル期間を設け、その成果を検証した上で本格導入を判断したいと考えています。

　次に、さらなるＩＣＴの活用、導入についてです。 9月定例会でも答弁したとおり、鳥獣被害対策にお

いてＩＣＴ機器の活用は必要不可欠なものとなっています。これまでに加茂市では、令和 4年度に捕獲わ

な遠隔監視機器親機 2機、子機 3 5台を導入しました。また、加茂市鳥獣被害防止対策協議会において、

令和 6年度に猿用ＧＰＳ首輪を 2台、今年度も引き続き猿用ＧＰＳ首輪を 2台導入し、現在猿用ＧＰＳ首

輪 4台全てがニホンザルの群れに装着されています。また、今年度、先ほどの答弁で触れましたが、加茂

市鳥獣被害防止対策協議会で 5メートル掛ける 5メートルの大型遠隔操作捕獲おりを導入しました。今ま

では、ベテラン猟師の勘や経験にのみ基づき、鳥獣対策や鳥獣捕獲が行われてきましたが、猟友会員の高

齢化が全国で叫ばれている中、ＩＣＴ機器はその勘や経験のみに頼らずに効率的な鳥獣対策が行えるとい

う大きな利点があります。

　そして、令和 8年度は、加茂市鳥獣被害防止対策協議会で鳥獣被害防止総合対策交付金を活用して、赤

外線カメラ及び拡声器付ドローンの購入を要望する予定です。ドローンの利活用は、今鳥獣対策において

大きな可能性を秘めています。先日、新発田市と測量会社が協力して、赤外線カメラ及び拡声器付ドロー

ンを活用し、拡声器から猟犬などの音を流す熊の追い払い実証実験が行われ、その可能性を示しました。

長岡市では、新潟県農業共済組合の協力の下、赤外線カメラ付ドローンでふだん奥山にいる猿の群れの生

息調査を行っています。また、加茂市でも昨冬、新潟県農業共済組合から御協力をいただき、赤外線カメ

ラ付ドローンをイノシシの巻き狩り事業に活用させていただきました。赤外線カメラ及び拡声器付ドロー

ンの導入は、こういった事業を事業者に委託することなく、加茂市単独で実施できるようになり、加茂市

の鳥獣対策がスピード感を持ち、さらに 1 歩、 2 歩前に進むと考えています。その一方で、鳥獣関連の

ＩＣＴ技術の進歩は日進月歩です。県内市町村との情報共有はもちろんのこと、全国様々な情報にアンテ

ナを張り、少しでも加茂市における農作物被害が減少する機器、人身被害を防止できる機器を導入できれ

ばと考えています。

　答弁は以上となります。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　ありがとうございました。では、再質問をさせていただきます。
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　丁寧に御答弁いただいたので、確認からという形になるかと思いますが、まず最初に将来像というとこ

ろについて私伺いました。国が示している地域移行が地域展開となった背景というところと合致している

ような内容というふうにイメージはしたのですけれども、それは組織としての将来像はもちろんそうだと

思うのです。もう少し大きなというか、もう少しぼんやりした視点でちょっと聞いてみたいのですけれど

も、実際にクラブに所属する子供たちにとってどういったスポーツであったり、文化であったりの活動の

フィールドを加茂市としてつくっていきたいと思うかというところをちょっと聞いてみたいですのですけ

ど、お願いします。

〇教育長（山川雅已君）　御質問ありがとうございます。非常に今の御質問につきまして、私のほうもぼん

やりした部分がございます。これが正直なところでございます。ただ、子供たちのニーズだとか、あるい

は地域の要望だとか、そういったものはやはりこれから取り入れていかなきゃならないですし、よく調査

した上で進めていかなきゃならないと思います。そういう意味で、ぼんやりしている部分があるのかもし

れません。ただ、そのときの時代の流れだとか、そういったことは的確に捉えていく方向性は持っている

つもりでございますので、御理解願いたいなと思っています。

　以上です。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　もしかしたら、私はもっとぼんやりしたことを聞きたかったのかもしれません。

子供たちがどんなふうに感じる環境をつくっていきたいかということを聞きたいということなのですけど

も。

〇教育長（山川雅已君）　環境ということになりますと、やはり体制もありますし、設備の整備の部分もあ

るかなと思っています。いわゆる予算等も絡んでくる部分もあるかと思いますが、子供たちが活動しやす

い場所、それは当然統合された学校も踏まえて、あるいは現状の施設も踏まえて、そういったことも考え

られる部分で、答弁の中にもあったかと思いますので、そういったところで考えられるものは検討してい

きたいと考えてございます。

　以上です。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　分かりました。もしかしたらこれ、質問を重ねていく中でまた最後に聞くかもし

れないので。その将来像というのが、施設もそうですし、どういった加茂市の中での子供たちの姿をイメ

ージできるかというところがスタートラインになって、様々な具体的な設備等が決まっていくとよいので

はないかなと思って、今の質問をいたしました。

　では、ちょっと具体的な話になりますけれども、事務局は当面教育委員会が担っていくと。これ教育委

員会が担っていくとなると、基本的には市の事業として続いていくという形になるかと思うのですけど、

それで間違いないでしょうか。

〇教育長（山川雅已君）　現在のところ、そのつもりでございます。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　これ市の事業になるということは、私もそれが 1つの正解にもなり得るというか、

なるのだろうなと思うのですけれども、一方で民間の団体が入っているので、コンソーシアム的なものと

して、やはり市の意向だけではなくて、民間との関係性がとても大事になってくるなというふうに思って

おります。

　その中で、指導者の確保、先ほどの人材バンクについてですけれども、この人材バンクは、県央スポー

ツネットワークであったり、スポーツサポーターバンクが設置されているということなのですけど、実際
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に加茂市のほうでこういったものを、新潟県のものも含めてですが、活用した例は既にあるか、もしくは

加茂市でなくても、こういったものを大いに活用している例というのはあるのだろうかというところを、

分かればですけど。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　加茂市としては、活用した例はございません。周辺ではあるよ

うに聞いておりますが、確かなことは今存じませんので、お答えできません。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　まだ移行期間、完了年度とはいえ移行期間ですので、これがスムーズに動くかは

来年度以降になるのかなという気持ちもあります。この指導者のところでですが、私ちょっと気になって

いるのが、 1 7名の教員の方が指導者として入ってくださるというところですけれども、これについては、

例えば教職員というのは異動が基本的にあるというふうに思うのです。その教職員の異動によってクラブ

運営が停止するということはないようにしなければいけないというのは、これは共有できる話だと思うの

ですけど、その辺りについてのお考えはいかがでしょうか。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　御存じのとおり、令和 1 0年度に 1つの学校に統合されること

によって、その指導者の数もぐっと減るように考えております。でも、現状は 5校に、例えば男子のバス

ケットボール部が複数校存在しているような状態になっていて、滝沢議員のおっしゃるとおり、指導者を

教員が受けた場合、その教員は異動が必ずあるという現状にありますので、大くくりで指導者をお願いす

るのではなくて、各一つ一つのかもんクラブ、例えば加茂中のバスケットボール部の場合はどのように指

導者を維持したらどうかというふうに、個別個別で今のところ対応しておりますので、そういう心配は今

後統合するまでの間は起こらないように一応努めているというふうなところです。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　統合後はどうでしょうか。

〇教育長（山川雅已君）　追加で御質問に対してお答えしたいと思います。

　今の件について、兼職、兼業の件なのでございますけれども、現時点で今加茂市内に勤めていて、長岡

の兼職、兼業をしている職員もおります。ということは、異動してさらにここも続けてもらいたいという

場合は、そういう他市町村に異動したとしても、継続して兼職、兼業という形で向こうのほうで申請した

ところの市町村教育委員会が合意すれば、兼職、兼業でこちらのほうに来ることも可能なわけでありま

す。そういう意味からすると、場合によって個別具体な場面でそういうこともあり得るというわけであり

ますので、そういうことを考えていただきますと、必ずしもそれを実現していくということは難しいです

けれども、その方向性もあるというふうに考えていただければと思います。お分かりになりましたでしょ

うか。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　私、今回この人材バンク、加茂市でといってあえて提案さしあげたのは、安定的

な運営と、あと地域人材の活用というところが結果的に継続できるクラブの体制づくりになるのではない

かなというふうに思ったところからです。もちろん教職員の方々が指導してくださる、これ専門的な知識

もあるし、経験もあるので、それが何よりだという点もあるかと思うのですけども、一方で、今答弁の中

にもありますけれども、既にもう独立して、市民団体としてというか、地域の民間の方がつくられたクラ

ブというのもあって、そちらの方向でも進んでいるスポーツもあることから、継続的に考えるのであれば、

地域に根差したものを 1つ目標としてもいいのではないかなと思ったのですが、そこはやはり地域移行と

地域展開になった背景という部分で、学校という存在を 1つ中核として捉えているという意味もあるかと

思うのですけど、その辺について、じゃ。
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〇教育長（山川雅已君）　今の滝沢議員の質問の意向がよく分かりました。大事なことだと思います。地域

に根差した部分というのは、これは子供たちを成長させていく上で非常に重要なベースになっていくもの

だというふうに捉えております。そういう意味では、滝沢議員の言われることは、その方向で進めていく

ということは大事なことだと思っております。ですので、そういったことが広げられるように、地域展開

というふうな形の言葉になっているのだろうと思います。それと同時に、私たちのほうとしても統合後の

方向性というのは、まだはっきりと固まった方向というのは、国のほうがちょっと揺らいでおりますので、

私たちのほうとしても逆に地に足つけた活動といいますか、そういった方向性を見据えていくのはなかな

か難しい状況になっています。当然それに対する予算的な問題だとか、そういったものも、国からの補助

だとか、そういったことがまだ固まっていないという、そういう状況もございますので、今後はそういっ

たところはしっかりと見据えていきたいと考えております。

　以上です。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　その点でいうと、大会参加資格のための指導者のライセンス取得というものがあ

るかと思うのですけども、これに対しての今後の、地域クラブを現状加茂市教育委員会が事務局として担

っていく中で、指導者のライセンス取得の支援など、地域クラブの資質向上の支援策が私はあってよいの

ではないかと、むしろそういったものを提案したいと思うのですけれども、ライセンス取得の、これ取得

のための当然費用と時間がかかるのですけれども、これに対しての支援というのはいかがでしょうか。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　現状、各スポーツ関係の団体、何とか連盟、何とか協会とか、

その団体様から推薦いただいている方については、その団体の活動の中でライセンスを取得してもらえれ

ばありがたいなというような動きになっております。現状、その点について補助をしているということは

ありません。ただ、今のお話はこちらでも十分話題に上がっているところでして、今後その部分について

は検討していく必要はあると考えています。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　安定的な運営と環境の整備において、ぜひ前向きに検討していただければなと思

います。

　あと、提案を差し上げたスポーツ、特に冬期のスポーツ活動の場の確保というとこなのですけども、こ

れは答弁の中では「既に複数の競技団体や市民の皆様からも同様の御意見をいただいていて、関心の高さ

を感じています」なのですけども、一例でいえば五泉の総合会館の中に、屋内練習場というのですかね、

天井ちょっと低くて、防球ネット張ってあって、そこで練習ができるみたいなとこはあるのですけれども、

私としてはもっとスケールが大きく、体育館そのものがそういったものになっていると、ここにも書いて

あるイベント会場としての利用で考えれば、未利用になった体育館の 1か所でも、もうシャッターで開く

ぐらいにして、車が入ってきてイベントができるぐらいのものも、これ床がない前提ですけどね。床をつ

けるとなると難しいですけど、そういったこともあると思うのです。今後ぜひ、もちろんスポーツもそう

ですし、民間の屋内公園的な機能であったり、ここに書いてあるとおり、子供たちの遊び場であったり、

イベント会場としての利用であったりというとこも含めて、冬期間の屋外のスポーツが練習できるような

施設というのは、これはぜひ御検討というか、前向きにというか、ぜひ構想として入れていただきたいな

というところなのですけども、ここでは「総合的に検討したいと考えています」ですが、構想という形で

捉えることは難しいでしょうか。

〇教育長（山川雅已君）　市長部局とのまた整合性も取っていかなきゃ駄目だろうと思いますが、今の視点
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というのは重要な視点だと捉えております。そういうニーズがあるということは、やはり市民の考えとか、

そういったものを反映していかなきゃ駄目ですので、そういったものを踏まえながら、市長部局とまた話

をしていきたいと思っております。

　以上です。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　ということを踏まえて、スポーツ環境、子供たちだけじゃないのですけれども、

加茂市の全体的なスポーツ環境としての将来像というものをどういうふうに捉えるか、よろしければ市長、

その辺どういうふうにお考えか、今のやり取りも含めて、ちょっとお考えをお聞かせいただければと思い

ます。

〇市長（藤田明美君）　まず、今の空き体育館になったところについては、アクションプランの案の説明会

の際でも、要は床を取って屋内練習場にしていくという、そういう案も出ていて、そういったところも検

討していきますと既に結構何か所かでもお話ししています。そこはちょっとどの時期になるか分からない

ですけれども、具体的にじゃどの学校の体育館をというところが、ちょっとアクションプランができると

きに示せるかどうか分からないのですけども、検討はしていきたいなというふうに思っています。そうし

たところでは、大分スポーツや、それ以外のところもなのですけれども、活動の幅とか練習の幅とかは広

がっていくのではないかなというのは私自身はちょっと感じているところで、本当に大いに前向きに検討

する価値があるというふうに考えています。

　といったところと、あと全体的になのですけれども、まず部活動の地域移行について、地域展開になっ

ていますが、これまでずっと部活動を学校に任せていた、先生方に任せていたところから転換するという

意味では、非常にやはりハードルも高いですし、課題もありますけれども、むしろそれをチャンスと捉え

て、これまで子供たちが経験できなかったところも経験できるように、できるチャンスになっていく、機

会になっていくのではないかなというふうに、そうしていけたらいいなというふうに思っています。例え

ば競技スポーツでもっと強化をしていきたい、大会で上を目指していきたいというお子さんもいらっしゃ

るでしょうし、そうしたところも、じゃ指導者の方とかどうしていくのか考えていく一方で、なかなかス

ポーツが苦手だったけれども、何かしらやっていきたい、またはやりたいという気持ちはなくても、でき

れば本当はやっていったほうが、生涯で見たときにはやはり健康を維持していく点でもいいことだと思い

ますので、そういった続けられるものがあるかどうかとか、そういったところも、そういった可能性を示

せる機会ではないかなというふうに思っています。一方で、文科系の部活動に所属している子も、じゃス

ポーツに、逆にスポーツやっている子でも文科系のところにも少し関われるようになっているという、そ

ういう幅が広がっていくことにもなりますので、市としてもやはりそういったチャンスをなるべく提供で

きるように支援はしていきたいなというふうに考えています。

　そこの中でやはり大事になってくるのが、先ほどもお話出ているように、スポーツ施設というか、施設

もどうしていくのかといったところで、いろいろな意見もやはり説明会の中でも出てきていまして、そこ

が多分一番悩ましいというか、なかなか既存の施設を改修しただけでは、市民の皆さんとかその子供たち

の要望を全てじゃ応えられるかというと、そこは難しいところもあるなというところは実感しています。

そこは、これからのちょっと悩みどきというかなところもありますので、様々ちょっと意見をいただきな

がら、こちらとしてもなるべく子供、特にやはり子供たちの教育的には、ちょっとスポーツ施設何とかし

てほしいという声をたくさんいただいていますので、そこは何とかしていきたいなという思いはあります
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が、どこまで実現できるかは今のところちょっと明言できないというところであります。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　ありがとうございました。私も市長がお考えになっているように、加茂市の豊か

さの 1つの表れになり得ると思いますし、今回これ、アクションプランのこの場、そしてこのタイミング

はチャンスと捉えて、ぜひ市外からも注目を受けるようなスポーツのソフトもハードも含めた環境をつく

っていただけたらと思っております。この質問はこのぐらいにして、鳥獣対策のほうに行きます。

　鳥獣対策の点については、 9月に引き続きの質問で、かなり前向きにというか、進めてくださっている

部分があることに対しては、まずその意識の高さに敬服するところです。その中で、アーバンベアの捕獲

緊急、これは追送で上がってきたので、これはまた議会のほうでやるかなと思いますので、一旦そちらに

お預けしたいと思います。

　次に、要配慮施設なのですけれども、これについては、昨今本当に学校、こども園、幼稚園、また高齢

者施設、コミュニティセンター等での目撃情報、また市外では様々な被害が出ているというところですけ

れども、今この答弁にあるところを見る限りでいうと、情報提供と実情に応じた対策ということなのです

が、まずベースとして、そこをその瞬間管理する管理者に対して、行動のマニュアル等はありますでしょ

うか。

〇健康福祉課長（大野博司君）　コミセンですとか、健康福祉課で管理している施設について、行動マニュ

アルというのは現在まだ整備されておりません。熊出没対応マニュアルありますけれど、それに準じてや

っていきたいと思っています。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　学校はどうですか。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　熊対応だけのマニュアルというのはありませんけれども、各学

校の危機管理マニュアルの中にそういうものは整備されていますし、今回はこれだけ多発していますので、

特に七谷小中学校あたり、若宮中、南小あたりはもう具体的に、マニュアルというか、この場合はこうす

る、ここに逃げるのだというようなところまでの指導はしております。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　発信される情報を見ていると、特にそういった施設、地域的にも今おっしゃった

七谷小学校、七谷中学校であったり、若宮中学校であったり、様々な教育機関でも出ておりまして、熊ス

プレーはその想定される学校に全て配置したということですよね、たしか。それに対しての活用の、訓練

ということが必要かどうか分かりませんが、それに対して使い方というところはしっかり把握されている

ということでよろしいでしょうか。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　配ると同時に使い方についても、学校任せではなくて、こうい

うふうに使ってほしいということは伝えてあります。

〇 1 1番（滝沢茂秋君）　不安感というところがもう先に立っている、実際に出没もしていますので、ここ

に書いてあるリスク管理であったり、危機管理であったりというところに対しての徹底はまたお願いした

いと思います。

　ＩＣＴ活用ですけれども、 5メートル掛ける 5メートルのおり、これ今のところまだ捕獲を実施はして

いないということで答弁ありましたけれども、これ予定、スケジューリングというのはあるものですか。

〇農林課長（佐藤正直君）　予定は特に設けていないのですけど、雪が降る前には捕獲したいなというふう

に考えておりますけど、もう雪降っちゃってきていますね。猿の行動を今サルポータルで日々追っかけて

いますので、その情報を基に、いいタイミングで捕獲できればいいなと思っております。
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〇 1 1番（滝沢茂秋君）　私これ一般質問でやって、答弁もいただいて、また市の情報として出た後に、か

なり期待を込めたお声をいただいておりまして、一網打尽にできるということであれば、本当に今までの

被害が急速に縮減していく可能性があるということで、喜んでいらっしゃるというか、期待をしていらっ

しゃる方たちが大勢いるので、これについては成功を願うというのも変ですけれども、成果を願っている

というよりは、またこれ実施して、恐らく、ここ「運用課題や効果検証などは、実際に捕獲を実施してみ

てから」と書いてありますので、この部分結構大事かと思っていて、ぜひその効果検証というところもま

た重ねて教えていただければと思います。

　あと、ドローンの導入、またＡＩカメラの導入は、本当にこういった、私、これが先進的に取り組まれ

て、加茂市の中で被害がなくなる、またリスク管理としてこれが加茂市がリードしていけるということに

なればいいなと思っているのですが、これもう時間がないので、答弁はいいです。本当にこれについても

また期待しておりますし、来年度の事業として進められるのであれば、それについてのまさに運用をベー

スとした効果検証、また課題等についても今後聞いてまいりたいと思います。

　いずれにしても、ぐっと市政が前に進むということを期待して、一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて滝沢茂秋議員の一般質問は終了しました。

　 1 0 時 4 5分まで休憩いたします。

午前 1 0 時 3 1分　休憩

午前 1 0 時 4 5分　開議

〇議長（白川克広君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　一般質問、次。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 4番、杉田優子議員。

〔 4番　杉田優子君　登壇〕

〇 4番（杉田優子君）　こんにちは。市政倶楽部・日本共産党、議席番号 4番、杉田優子です。 1 2月議会

では 3点質問させていただきます。

　 1点目は、会計年度任用職員についてです。加茂市では、職員の半数に当たる約 2 0 0人が会計年度任

用職員として働いています。これらの職員は、市政運営の中で欠かせない役割を果たしています。地方自

治法等の改正により、期限付で雇用されていた全国の自治体の臨時職員が地方公務員として位置づけられ

たのが会計年度任用職員です。この改正は、給与や賞与の支給、休暇制度など、正職員と臨時職員との格

差解消を目的としたものです。加茂市の会計年度任用職員がどのような労働条件、労働環境で働いている

かは、その人数から見ても職員個人だけでなく、全職員に関わる大きな問題です。さらに、全国では 6万

人余の会計年度任用職員が働いていると言われていますが、その 4分の 3が女性で占められています。こ

こには、男女格差の問題もあると指摘されています。私は、ジェンダー平等、男女共同参画、働き方改革

の観点からも、会計年度任用職員の職務内容、労働条件が守られているか明確にし、改善点があれば改善

の方向を探りたいと思います。以下、会計年度任用職員について質問いたします。

　 1つ目、現在男女比はどうなっていますか。
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　 2 つ目、社会保険加入条件を満たしている人は何人いますか。

　 3つ目、年休の取得率はどうなっていますか。また、一般職員と比べて違いがありますか。

　 4つ目、会計年度任用職員についてもワーク・ライフ・バランスは当然配慮されていると思いますが、

残業時間はどうなっていますか。

　 5つ目、平均勤務日数はどうなっていますか。

　 6つ目、相談窓口はありますか。衛生委員会で会計年度任用職員について検討されていますか。

　 7つ目、再任用や再応募のとき、希望すれば同じ課に勤務できますか。

　 2点目の質問です。図書館の運営と今後の見通しについてです。図書館の役割は、資料の収集、整理、

保存、提供を通じて市民の知的要求を支援し、生涯学習や文化継承を担うことです。また、読書活動を推

進し、調べ学習や探求学習サポートすることもその重要な役割です。加茂市は、公共施設の縮小と再編を

目指してアクションプラン（案）を作成し、説明会を開き、市民の声を聴いていますが、プランに先立っ

て 2 0 2 4 年 4 月から図書館の開館日、開館時間を縮小しました。お金がないから縮小というのは、あま

りにも短絡的な発想ではないでしょうか。図書館本来の役割から見ても、今後の加茂市民の文化活動の振

興、若い世代の活用と将来にわたる基盤育成に果たす役割など、広く長い視野で考えるべき問題です。人

口減少、少子高齢化の避けられない状況を前に、利用率や人口割などの数的、機械的な処理で済まされて

いいことではありません。

　具体的な質問に入ります。 1つ目、図書館の開館の縮小に関して、駅前のＫＡＭＯ　ＭＡＣＨＩＮＡＫＡ

ＢＡＳＥを利用してほしいとのことでしたが、その後の結果と状況はどうなっていますか。

　 2つ目、学生たちの学習の機会と便宜を図ることは、今後の図書館運営にも関わる大切な課題だと思い

ます。開館時間を増やし、夏休みの特別開館を復活させるべきと思いますが、どうですか。

　 3つ目、アクションプラン（案）には、 2 0 4 0 年、つまり 1 5 年後とされる中学校の新校舎建設時に

地域に開かれた学校図書館にする案が出されています。これは市立図書館の機能縮小、廃止への流れでは

ないかと危惧しています。加茂市は、高校 3校、短大、大学と学校の多いまちです。勉強しやすい環境づ

くりにもっと力を注ぐべきではないかと思います。そもそも市長は、加茂市における市立図書館の果たす

役割をどう考えておられるか、お聞かせください。

　 3点目の質問です。学校給食の無償化についてです。今年の 3月議会で、私は学校給食の無償化につい

て質問しました。市長の答弁は次のとおりでした。衆議院予算委員会の石破首相の給食費無償化の発言を

受けて、加茂市でも令和 8年度からの給食費無償化に備えて、国の動向を注視しつつ、市の財政負担の有

無を踏まえ、準備を進めていく。その後、内閣は替わり、高市首相は国会の所信表明で給食費無償化を来

年 4月から実施すると言っています。 1か月の給食費として 4 , 7 0 0 円程度を自治体に補助する案が軸

になりそうです。しかし、超過分を保護者負担にして、それで無償化と言えるのでしょうか。

　具体的な質問に入らせていただきます。 1つ目、 2 0 2 6 年 4 月からの小学校の給食無償化に合わせ、

超過分を市で負担する完全無償化にしてはどうですか。

　 2つ目、中学校の給食費の補助についてはどのように考えていますか。

　 3つ目、子供たちに安心、安全な給食を提供するためにも、地産地消を取り入れた食材を確保できる環

境が必要です。今後の見通しはどうですか。

　以上で壇上からの質問を終わります。以下、発言席にて再質問させていただきます。
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〇議長（白川克広君）　杉田議員、 1点質問の確認です。

　質問第 1の質問事項 5番目、「平均勤務年数」と伺っておりますが、発言では「平均勤務日数」となり

ました。

〇 4番（杉田優子君）　年数です。

〇議長（白川克広君）　年数でよろしいわけですよね。

〇 4番（杉田優子君）　はい、すみません。

〇議長（白川克広君）　分かりました。

〔 4番　杉田優子君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　杉田議員の御質問にお答えします。

　初めに、会計年度任用職員についてお答えします。まず、会計年度任用職員の男女比についてですが、

現在加茂市役所における会計年度任用職員の人数は、男性 7 7人、女性 2 2 6人の合計 3 0 3人であり、

男女比は約 1対 3となっています。このうち、社会保険に加入しているのは 1 8 0人です。

　次に、年次有給休暇の取得率についてですが、令和 6年度実績で 5 5 . 9％の取得率となっています。

また、一般職員の取得率は 3 2 . 3％でした。会計年度任用職員は、様々な雇用形態があるため、単純な

比較はできませんが、一般職員よりも取得率は高くなっています。

　次に、残業時間についてですが、基本的にありません。ただし、イベントの補助や業務の繁忙期などに

は、一月当たり 3時間程度の時間外勤務を行う場合があります。

　次に、平均勤続年数についてですが、およそ 7年間となっています。この数値は、採用されてから令和

7年 1 1 月 1 日までの期間を基に算出したものです。なお、算出に当たっては、会計年度任用職員制度が

導入された令和 2年度以前の期間についても、臨時職員や嘱託員として在職していた雇用期間を全て含め

て算出しています。

　次に、相談窓口についてですが、総務課人事係に設置しています。また、そのほかにストレスチェック

で気づいたことも含め、どのような内容でも相談できる外部の相談窓口も設置しています。衛生委員会で

の取扱いも含め、全て一般職員と区別なく対応しています。

　次に、再任用や再応募のとき、希望すれば同じ課に勤務できるかについてですが、任務遂行能力に問題

がなければ、同じ課で継続雇用されることが一般的です。加茂市では、令和 6年 1月に加茂市人材採用・

育成プランを策定しており、その中で原則 3年に 1度は公募し直すこととしています。これは、同じ職場

での継続雇用で漫然と職務に就くことを避け、職場の新陳代謝と職員レベルの向上を目的としたものです。

しかし、実際は職務遂行能力が担保されている現職を再雇用するケースがほとんどです。今後も会計年度

任用職員の労働条件、労働環境が守られるよう、改善すべき点があれば、必要に応じて見直しをしていき

たいと思います。

　次に、図書館の開館の縮小に関連した駅前のＫＡＭＯ　ＭＡＣＨＩＮＡＫＡ　ＢＡＳＥの利用について

です。ＫＡＭＯ　ＭＡＣＨＩＮＡＫＡ　ＢＡＳＥにおける利用者数は把握していますが、利用の理由につ

いては現時点で調査を行っていないため、利用者において図書館が閉館していたためＫＡＭＯ　ＭＡＣＨＩ

ＮＡＫＡ　ＢＡＳＥを利用したかどうかまでは把握していません。しかし、最近の利用状況を見ていると、

電車待ちの学生たちがおしゃべりをするなどといった利用が多く見られる状況にあります。
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　次に、開館時間を増やし、夏休みの特別開館を復活させるべきとの御意見については、夏休み臨時開館

は夏休み期間の勉強スペースの確保を目的として、平成 1 9 年 7 月から開始したところですが、令和 6年

度に廃止しています。廃止の理由として、臨時開館の期間中はシルバー人材センター職員の 2名のみで全

館を管理しており、以前から利用者による本の無断持ち出しや設置機器の無断使用、また地震等災害時に

おける利用者の安全確保等の対応が問題になっていました。ほかにもこの事業に係る経費が一部の要因と

なっていましたが、一番の理由としては防犯及び利用者の安全確保の観点から決定したものですので、そ

の点は御理解いただきたいと思います。

　また、開館時間の削減については、加茂市の厳しい財政状況の中、老朽化が進んでいる市民生活に不可

欠なインフラ整備により多くの予算を配分するためのやむを得ない対応として実施しました。もし夏休み

の臨時開館を再開し、開館時間を増やすことになれば、利用者の安全面を考え、通常の開館日のような職

員体制が必要になりますので、職員数の増員は免れません。そのため、加茂市公共施設再編アクションプ

ランの策定後、利用状況や市民からの要望も踏まえながら、開館時間について引き続き検討をしていきま

す。

　次に、公共施設再編アクションプラン（案）にある地域に開かれた学校図書館にする案が図書館の機能

縮小、廃止への流れではないかとの危惧についてです。まず、市立図書館の加茂市公共施設再編アクショ

ンプラン（案）①の内容として、上条コミュニティセンターの集会、貸し館機能の一部を受け継ぐことで、

コミュニティー形成の拠点機能を備えた複合施設とし、公共交通によるアクセス性の向上などを含め、利

用者数の確保を図る。この計画期間中に長寿命化改修を実施することで、 2 0 6 0 年頃まで現在施設の円

滑な継続使用を図る。アクションプラン（案）②の内容として、中学校の校舎新設時に地域に開かれた学

校図書館を併設することとし、それまでの間は適切な維持管理に努めることで、現在施設の円滑な継続使

用を図る。施設や設備の更新は原則として実施しない。ただし、施設の維持に必要最低限の範囲で、かつ

2 0 4 0 年までに起債の償還が終了する場合はこの限りではない。中学校の新校舎完成後は施設利用を終

了し、 2 0 4 5年を期限として土地、建物一括での売却処分を図るとしています。アクションプラン（案）

①、②のどちらも杉田議員が危惧されている図書館の機能縮小、廃止への流れを目指したものにはなって

いません。

　なお、アクションプラン（案）②とした中学校の校舎新設時に地域に開かれた学校図書館を併設する場

合ですが、埼玉県志木市では、公民館、図書館、小学校が 1つになった学社融合施設である志木市立いろ

は遊学館、いろは遊学図書館、志木小学校があります。ほかにも石川県七尾市では、中島中学校とコミュ

ニティセンターと図書館が集約化され、運営されている事例があります。学校と併設、複合された公共図

書館の利点としては、まず学校側には、児童生徒の読書習慣の定着、授業内容の充実、学習効果の向上、

地域との交流の増加が期待されます。また、公共図書館側の利点としては、保護者の利用が増加する、学

校のイベント参加者の図書館利用、学校との垣根が低く、互いに活用しやすくなることが考えられます。

しかし、学校と併設している立地柄、一般利用者が入館しにくいこと、不審者侵入対応、不特定多数の人

が学校に立ち入れてしまう点の不安、図書館資料の紛失や汚破損の増加、児童生徒の活動時の騒音などの

課題が挙げられます。仮に案②となった場合でも、これまでの図書館機能を十分維持しながら、よりよい

図書館となることを目指したいと思います。

　最後に、加茂市における市立図書館の果たす役割をどう考えているのかという御質問ですが、図書館の



―　50　―

主な役割として大きく 3つあると思います。 1つ目は、市民が必要とする書籍、資料、デジタルコンテンツ

などを提供し、学習や研究を支援する役割。 2つ目は、地域の歴史や文化に関する資料を収集、保存し、

地域文化の継承に努める役割。 3つ目は、読書会やワークショップ、イベントなどを通じて、地域住民の

交流やコミュニティー形成を促進する役割です。これらの役割を通じて、市立図書館は地域の知的、文化

的基盤を支え、住民の生活の質向上に貢献するためになくてはならない生涯学習の拠点施設であると考え

ています。

　次に、学校給食の無償化についてお答えします。この件については、現時点では国から暫定的な方向性

が示されているだけで、正式な方針はまだ決まっていません。また、そうした暫定的な情報を基に様々な

見解や報道が入り交じっている状況です。そうした背景を踏まえた上での答弁となることをあらかじめ御

理解ください。

　初めに、来年度から国が予定している小学校の給食無償化について、不足額を市費で負担して、小学校

の給食を完全に無償化してはどうかということについてお答えします。国の補助制度では、小学校給食費

の全国平均である月額 4 , 7 0 0円を基準に補助する方向で検討が進められているようです。この金額は、

文部科学省の令和 5年度調査に基づいて、保護者負担の平均月額を根拠にしています。そのため、既に無

償化や一部補助を行っている自治体のゼロ円や半額なども含まれていて、実際の給食にかかる費用とは大

きな差があると考えています。同調査における加茂市の報告は、国が根拠としている令和 5年度調査では

5 , 2 0 0円、今年度調査では約 6 , 3 0 0円ですので、国が示した基準額とは乖離があると認識してい

ます。また、国の補助額についても、基準額が 4 , 7 0 0円というだけで、実際にはその何割になるのか

は分かりません。このような状況を踏まえて、加茂市では国の補助制度をできる限り活用しながら、不足

する分については、制度上可能であれば、これまでどおり保護者の皆様に御負担いただく形を基本にしよ

うと考えています。今後、国の制度の詳細が明らかになった段階で、改めて市としての対応を検討してい

きます。

　次に、中学校の給食費の補助についての見通しについてお答えします。中学校段階においても、給食費

の無償化や一律補助については、子育て支援の観点から一定の意義があると認識しています。しかしなが

ら、限られた財源の中で持続可能な制度運営を行う必要があることから、現時点では現行の制度を維持す

る方針としています。また、国から交付される補助金を自治体の運用で小中学校の児童生徒全員への分配

が認められるようであれば、そのようなことも含めて検討する必要があると考えています。

　次に、地産地消を取り入れた食材を確保できる環境の今後の見通しについてお答えします。現在加茂市

の学校給食では、加茂市産のコシヒカリを安定的に供給し、児童生徒に地元の味を届ける取組を継続して

います。このような地元産米の活用は、教育ビジョンに掲げるふるさと給食の提供の実践として大変意義

のあるものと考えています。一方で、野菜や肉類などのその他の食材については、調理場ごとに調達状況

が異なり、可能な限り地元産のものを使用するよう努めてはいるものの、一定の食数を安定的に供給する

ためには、主要な流通経路を通じた仕入れが必要となるのが現状です。また、季節に応じた地場素材の活

用にも取り組んでいて、キュウリや梨、ル　レクチエなどの野菜や果樹をはじめ、地域の方から御提供い

ただいた薬師まいたけを活用し、小学生が総合的な学習の時間に考案したメニューが給食として提供され

るなど、地域との連携による取組も進んでいます。しかしながら、地元産の食材を安定的に供給できる環

境という点では、依然として課題が残っていると認識しています。今後、市内全児童生徒を対象とした給
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食センターを新設し、令和 1 2年度には 1 , 1 5 0食を提供できる規模で稼働する計画です。このように、

1つの調理場で提供する食数が大幅に増加することから、地産地消の食材を安定的に確保することは、現

時点では難しい状況であると考えています。それでも、地元農産物の活用は、食育の推進や地域経済の活

性化にもつながる重要な視点であることから、今後は供給体制や流通の在り方について、関係機関と連携

しながら研究を進めていきたいと考えています。

　答弁は以上となります。

〇 4番（杉田優子君）　まず最初に、会計年度任用職員についてお伺いしたいと思います。

　男女の給与の差はどれくらいですか。

〇総務課長（藤田和夫君）　基本的に一人一人の給与の差というのは男女ないということなのですが、その

職種によって給与の差もあるというところでございますので、ちょっと詳しいのは調べていませんが、例

えば保健師、ここは女性がほとんどですけども、女性の保健師なんかはちょっと高めには設定しています

ので、そんな男女の格差というのはないというところで今設定しております。

〇 4番（杉田優子君）　ほかの県の事例なのですけれども、技術者の方が 1 0年以上継続して雇用されてい

るのだそうですけど、年度末が近づくと更新されるかどうか非常に不安だというふうな新聞記事を見まし

た。加茂市では、再雇用するときにどれくらい前に本人にお伝えしていますか。

〇総務課長（藤田和夫君）　私どもは、会計年度任用職員の方々については、その部署を一応 3年という目

安でということで今採用しているという現状でございまして、 3年目になると、一応今年で終わりですね

ということは御本人の方々に通知はしているとこでございますが、再度また雇用を希望したいという職員

の方もいらっしゃいますので、その方については再募集したときにまた応募していただいたりとか、そう

いった方法で今やっているというところでございます。

〇 4番（杉田優子君）　退職手当は、どれぐらいの勤務したときに支給されますでしょうか。

〇総務課長（藤田和夫君）　会計年度任用職員の方々についての退職金については、基本的にはないという

ことになってございます。

〇 4番（杉田優子君）　何かフルタイムで 6か月以上勤務した場合とかってどこかで見たのですけど、全然

そういうのはなしなのでしょうか。

〇副市長（五十嵐裕幸君）　それはおっしゃるとおりなのですけども、私どもの会計年度任用職員はフルタ

イムではございませんで、時間を短縮しております。そういう理由で退職金を払っていないと、こういう

現状がございます。

〇 4番（杉田優子君）　任用職員のことについて、もう一点お伺いさせていただきます。

　働くことは、全ての人にとって暮らしの基本的な問題ですし、今民間企業でも働き方改革が大きな問題

になっていまして、この前テレビでやっていたので、皆さんも御覧になった方いらっしゃるかと思います

が、短期正規職員ということで、短期でも正職員にして、その条件に応じては、優秀とか、いろいろ試験

等がありますけれども、管理職への昇進の道も開かれているというふうなことがありました。基本は、労

働時間と賃金がどうなっているかということだと思いますけれども、加茂市の任用職員として働いていら

っしゃる皆さんは、それぞれ自分の暮らしとか考えてお仕事されているかと思います。今後市としては、

会計年度任用職員の人数を正職員の中の割合でどのように、もっと増やすというふうに考えられています

か。どのような割合で考えていらっしゃいますでしょうか。
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〇総務課長（藤田和夫君）　昨今、やはり会計年度任用職員の果たす役割というのが大きなものを占めてい

るというところでございますが、業務の責任の所在ですとか、そういったところの見極めですとか、あと

例えば各部署の窓口業務、そこはもう全て会計年度任用職員にするとか、そういったものを今後、ちょっ

とその事務の中身を、今までもそういったここは正職員、ここは会計年度でもできるというような調査は

したとこでございますが、必ずしも適正な配置とはなっていないという状況でございますので、その辺ま

た精査しまして、本当にどれぐらいの会計年度任用職員が必要か、あと正職員は何人か、そこら辺をちょ

っと見極めをして配置、今現在もう三百何人いますが、果たしてそこが適正かどうか、そこも見極めをし

まして、適正な配置に努めていきたいというふうに思っているところでございます。

〇 4番（杉田優子君）　 2つ目の図書館のことについてお聞きします。

　 2つの提案がされているのはアクションプランで承知していますけれども、新設した学校の場合、市民

に開かれた学校図書館ってあったので、学校図書館と公立図書館の機能というか、目的ってちょっと違い

があるので、その新校舎にした学校図書館というのが公立の図書館の機能は全く含まれないのかなと思っ

て心配していたのですけど、先ほどの市長さんの答弁だと、そういうことも入れるということで間違いな

いのでしょうか、もしその案になった場合の話ですけれど。そこを確認お願いします。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　公立図書館の機能を維持管理しながら併設するという考えでご

ざいます。

〇 4番（杉田優子君）　ありがとうございました。

　もう一つ、図書館の開館時間。いろんな人的な問題だとか、予算の問題だとかとおっしゃいましたけど、

そういうことは分かるのですけど、ほかのいろんな加茂市の施設とは別に、図書館というとまた、市長さ

んも図書館の考えについてお答えいただきました。私もそのとおりだと思って賛成なのですけれども、だか

ら図書館はもう少し多めに見ていただいてもいいのかなと思いますし、現に三条市の図書館は朝 9時半か

ら 2 2時まで開いているのです。何か中にも、直接聞いたわけではないのですけど、人伝いに聞くと、中学

生がやっぱり加茂市時間短いし、三条の図書館まで行って勉強しているというふうな話もお聞きしたりす

るので、そういう意味でも図書館もうちょっと、予算とか人員の関係で難しいかもしれないけど、ちょっ

と別枠だと思うので、今後もう少し検討していただければなと思いますが、もう検討の余地はありません

でしょうか。

〇市長（藤田明美君）　まず、図書館に限定してお話しさせていただきますと、今ちょっと開館時間短くし

ていて、ちょっと休みも増やしてというようなところはありますが、そこは今後やっぱりどのようなニーズ

があるのかといったところを見極めながら判断、要は人的にも財源的にもそこに割けるのかというところ

もよく見極めて、結論を出していきたいというふうに思っています。短くしたときも、やはりそもそも今

の利用で図書館はあまり後半、夜遅くに利用される方が少ないというところで短くしたところもあるので

すが、ほかの用途もあってもし遅くまで仮に開けられたといった場合に、ニーズがあるのかはちょっと見

極めないといけないのと、図書の貸出し等ではなくて、勉強するスペースとして必要という考えであれば、

じゃ図書館ではなくてほかの施設でもっと遅くまでできるのかとか、そういったところも一緒に考える必

要があるのかなというふうに思っています。図書館もそうですし、コミセンも今そうなっているところも

ありますが、そこも、ちょっと全体的にこのアクションプランで公共施設を再編していく中で、開館時間、

休みも再度見直しをしたほうがいいというふうには思っています。それが結果として変わらないところも
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あるかもしれないですし、延びるところもあるかもしれないですし、もしかして今と、短くなるというの

はあまりもうないと思いますけども、そういったところをもう一回ゼロベースから考え直したほうがいい

のかなというのは思っているところです。

〇 4番（杉田優子君）　ありがとうございました。図書館は、何かアクションプランの調査でも満遍なくと

いうか、いろんな人がバランスよく利用されているというような結果も出ていましたし、図書のほかにも

いろんなイベント、映画だとか、子供たちのいろんな企画だとか、読書会とか、いろんなのを開いていら

っしゃいますので、ぜひ検討していただきたいと思います。

　続いて、学校給食の無償化について質問させていただきます。先ほど国のほうが 4 , 7 0 0円程度とい

うことで、はっきりはしていませんよね。加茂市は 6 , 3 0 0円、結構近隣から見ると、 1食の食材の関

係かもしれないのですけど、 6 , 0 0 0円以上って結構高いほうなのですよね。大体ほかの市町村だと、

5 , 0 0 0円ちょっとぐらいかな。 6 , 0 0 0円までいっているところというのは、県内で加茂ぐらいで

しょうかね。あとみんな、 6 , 0 0 0円に近いところはありますけど、 5 , 0 0 0円台になっていますし、

先ほども無償化についての、少子化の対策とか、いろいろ市長さんはおっしゃいましたけども、無償化し

た場合は家計の経済負担の軽減になりますし、子供 1人約 5万円から 6万円の節約になると言われていま

すし、それから学校の事務負担の軽減、今公会計じゃなくて、学校のほうで集金していらっしゃいますよ

ね。学校事務の負担の軽減にもなるし、加茂市は、前質問したときに給食の未納の方はいらっしゃらない

ということでしたけども、全国的にはやっぱり給食費の未納の方があって、それもいろいろ事務の負担に

なったりしているということなので、無償化されて公会計になればそういうことも解消されるし、できれ

ば補助額だけじゃなくて、その差額が千幾らになりますよね。 6 , 7 0 0円の、加茂市が 6 , 3 0 0円だ

とそんないっぱいじゃないので、何とか市の予算で、お金がないのは分かります。アクションプランでい

ろいろやっていますけど、でもあんまり削減、削減と言うと、何か笑顔あふれるまちに反するような気が

しますので、ちょっと何かそこら辺は、それから最近国の補助金が近々出る、年内に出るようなことを言

っていまして、それも利用して 1月から給食費を、来年の 4月ではなくて、 1月からしてもいいのではな

いかなんていう意見も見たのですけども、その補助金を使ってその不足分を補助するということは、給食

費の足りない分を補助して無償化にするというふうなことは無理でしょうか。

〇教育委員会学校教育課長（阿部一晴君）　初めの加茂市の給食費が他市町村に比べて多少高いのではない

かということについてですけれども、これは幾つか理由がありますが、主なものは 2つございまして、小

規模の調理場が点在しているということがまず、効率があまりよくないということです。それから、調理

場の調理器具に制限がございまして、ある程度調理したものを食材として入手している。そのため、高く

なっているということが原因として調査しております。そのことも含めて、これから加茂で 1つの大きな

給食センターを造って、効率を上げていこうというふうに考えているところであります。

　それから、杉田議員の 2つ目の御質問ですと、無償化することによって公会計化できるのではないかと

いう御質問だったと思うのですけれども、実は公会計化と無償化というのは別のことでありまして、公会

計化することでいろんな事務が簡素化されるというのは確かなことなのですけれども、無償化すると自動

的に公会計化するわけではございませんので、別々に考えなければいけないと捉えています。公会計化に

ついては、国のほうもそう指導というか、進めているところでありますので、加茂市としても何とか、学

校の給食費だけではなくて、全ての徴収金について公会計化できるようにということは、研究を進めてい
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るところでございます。

　以上です。

〇 4番（杉田優子君）　教員も不足していてなかなか大変だと思いますので、できればそういう事務的なも

のが公になれば非常にいいことじゃないかと思いますので、今後また検討していただければと思います。

　もう一つ、地産地消のことについてお伺いしますが、今いろいろお米だとか、果物とか使っていらっし

ゃるということで、さっき学校教育課長さんのお話でも、今給食が別々になっているので、食材とか何か

いろいろ、器具とか効率の悪い面もあってお金がちょっと高めのところもあるというふうな 1つの要因の

お話がありましたけど、でも逆にセンター式になると、さっき市長さんもおっしゃったように、すごく、

例えば地産地消の食材を使うということになると、かなり量的に一度に集中しないと利用できないという

ふうなことがありますよね。でも、もし地元の野菜とかが使えれば、お互いに、農業していらっしゃる方

も潤うし、子供たちにとっても地元の旬の新鮮な野菜とかを食べられて、そういうのが好き嫌いがなくな

ったというふうなお話も聞きますので、まだ令和 1 0年までちょっと期間がありますので、そういう野菜

のルートとかはいろいろ大変かと思いますけど、例えば農協さんとか、そういうところと相談して、全部

の食材でなくても、旬の野菜なんかを確保できるような方法をぜひ検討していただきたいと思いますし、

この前七谷の子供たちが、先ほども紹介されましたけど、マイタケの調理を自分たちで考えてということ

で、地元で取れたマイタケがやっぱり市販されているものと違って、香りとか歯応えがとってもいいので、

私もいただいたことあるのですけど、ぜひ、ほかの野菜なんかも多分そうだと思うのです。今流通がいい

から、日本中から届きますけれども、やはり地元のものはその日に取れたもの、そんなに日にちを置いた

ものではないので、ぜひそういう面で今後取り入れていただきたいと思います。

　それで、無償化の話は何回かお願いしたのですけれども、近隣に結構完全無償化しているところもある

し、田上とか三条とか、そこの市町村によって子供が 2人以上いるとか、いろいろ条件はありますけれど

も、一部無償化にしているところは県内でも多くありますので、今回また 4 , 7 0 0円ぐらいがめどとい

うことで、はっきりしていませんけども、国からの補助が出れば完全無償化にできるところがかなり増え

ると思うので、加茂もぜひ乗り遅れないように、無償化の件を今回の補助金とも併せて考えていただきた

いと思います。

　以上で質問終わります。ありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて杉田優子議員の一般質問は終了しました。

　午後 1時まで休憩いたします。

午前 1 1 時 3 0分　休憩

午後　 1時 0 0分　開議

〇議長（白川克広君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　一般質問の前に、市長から発言を求められておりますので、これを許可いたします。

〇市長（藤田明美君）　先ほどの滝沢議員の中学校部活動の地域移行についての質問に対する壇上での答弁

の中で、数字の読み間違いがありましたので、訂正し、おわび申し上げます。

　間違えた内容は、答弁書 2ページ上から 2行目、「現在、かもんクラブは 1 1のクラブが活動していて」

と申し上げましたが、正式には「 1 4のクラブ」が正しい数字となります。申し訳ございませんでした。
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〇議長（白川克広君）　ありがとうございました。

　それでは、一般質問を継続いたします。

　一般質問、次。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 2番、山田宗議員。

〔 2番　山田宗君　登壇〕

〇 2番（山田宗君）　皆さん、こんにちは。議席番号 2番、会派青天、山田でございます。 1 2 月議会、よ

ろしくお願いいたします。

　私は、二十歳を祝う会とＵターン政策について一般質問を行いたいと思います。私は、加茂市が行って

いる事業である二十歳を祝う会とＵターン政策事業を結びつけて実施すべきと提案したいと思います。こ

れは、地域の先輩である大人からこれから厳しい社会に出る若者へ、託し託され、思いを形にする事業案

です。

　昨今はもう聞かれなくなりましたが、数年前、消滅可能性自治体という言葉がメディアで大きく取り上

げられ、人口減少がこのまま進むと、地方都市は消滅するということでした。しかしながら、法的根拠な

どなく、危機感を持たせるためなのか、意図は分かりかねますが、消滅するという言葉が一人歩きしたよ

うに思います。厳密に言えば、地方自治法第 7条にて議会の議決を経て市町村の廃置分合が可能と定めら

れております。よって、自動的に加茂市が消滅することもなく、仮に合併などの必要性が生じる場合は議

会の議決を経なければなりませんので、市民の皆さんには未来への過度な不安を抱く必要はないと考えま

す。

　しかしながら、 2 0 0 8年をピークに始まった人口減少は、 2 0 5 0 年には総人口は約 9 , 5 0 0 万人

になる見通しです。人口減少も問題ですが、生産年齢人口、つまり働き手の減少と高齢化の問題のほうが

深刻ではないでしょうか。 1 9 6 5年、高齢化率 6％時点では、高齢者 1人に対して生産年齢人口 9 . 1

人で支えておりましたが、 2 0 5 0 年、高齢化率 3 8％時点では、高齢者 1人に対して 1 . 2 人で支える

構図となっております。この支える指標については、国民負担率が適切ではないでしょうか。財務省が公

表している国民負担率は、国民全体の所得に対してどれだけ税金や社会保険料を支払っているかの割合で

す。租税率も社会保障負担率も年々増加しており、高齢化率 6％の 1 9 6 5年時点では、国民負担率 2 3

％、うち租税負担率 1 5％、社会保障負担率 5％。高齢化率 2 9 . 1％の 2 0 2 3年時点では、国民負担

率が 4 6 . 8％、うち租税負担率 2 8 . 1％、社会保障負担率 1 8 . 7 ％となっており、賃金が上がって

いないのに負担は増加していることが問題となり、国政選挙の争点にもなっております。一概に全員が給

与所得の半分近くが租税され、手取りが半分しか残らないということではなく、所得が多い人は割合が大

きくなりますし、少なければ割合も少なくなります。応能負担の観点から見れば仕方ないとはいえ、現役

世代である 2 0 代、 3 0 代、 4 0 代にとって、手取りからさらに家賃や水道光熱費などの固定費が差し引

かれます。残った僅かなお金で未来への貯蓄や投資も困難ではないでしょうか。

　さらに、前回の一般質問でも述べましたが、エネルギー資源がない日本において原子力発電事業を廃止

すれば、家庭での電気料金はますます上昇することが予測されます。事業者向けの電気料金も上がれば、

商品を製造する発電コストも上がり、物価もますます上昇します。光熱費が安定的かつ安価にならなけれ

ば、給与のベースアップなど到底実現しません。原子力発電は、ないことにこしたことはありませんが、
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核融合発電など次世代エネルギー発電が実用化されるまで、若者世代のためにも、ここ数十年の未来の経

済活動のためにも、活用すべきと考えます。そうでなければ、経済効率は落ち、現役世代の負担は増える

ことが懸念されます。こういった状況下で、これから稼ぎ手となる 2 0代、 3 0代、 4 0代にとって、こ

れからの時代、頑張って働いて報われる明るい未来なのかと考えると、私は疑問が残ります。高度成長期

を体験してきた世代と衰退過渡期を生きるこれからの世代間には、地方ではあまり見受けられませんが、

格差による分断やあつれきが世代間で広がり、社会保障の制度上の問題から派生し、反サロンなどという

批判用語まで生まれている現状があります。

　こうした背景の中、私は人口の自然増減は国策であり、自治体で対処できる範疇ではないと考えます。

一方で、藤田市長が堅実かつ徹底的に未来を見据えて市政、行財政運営をされることで、未来に対して要

望だけでなく、真剣に考え発言してくださる市民が増えていると私は実感しております。しかしながら、

加茂市に明るい未来があるかと問われれば、ないと答える市民の声も多く耳にしますし、未来がどうなる

かと漠然とした不安を抱えてしまう、地元愛からくるがゆえ、そういった市民は多いのではないでしょう

か。自然増減は不可能であっても、Ｕターンなどの社会増は、地域の工夫次第では伸ばすことが可能では

ないでしょうか。

　そこで、冒頭の提案に戻ります。Ｕターン者数を増やすために、二十歳を祝う会にて若者がやりたいこ

とができるように、世代を超えて支援する事業を実施すべきではないでしょうか。Ｕターン数を上げるに

は、市外や県外にいる間、どれだけ生まれ育った場所を思い出すかによる情緒的な意思決定と、仕事や生

活環境など帰る理由、この 2つが起因すると考えられます。まず、思い出に関しては、思い出がない、思

いをはせることもなければ、加茂市は忘れ去られるだけなので、消滅すると考えます。ですので、二十歳

を祝う会は人生に 1度しかないタイミングです。一生の思い出に残る好機かと考えます。若者が理不尽な

社会に出て、つらいときに帰れる場所であったり、話のネタになったりすることで、ふるさとのことを思

い返すようになり、初めてＵターンというのが人生の選択肢に入ってくるのではないでしょうか。一方で、

株式会社マイナビ 2 0 2 2年地方移住に関する調査では、地方から都市へ転出した 4 8 . 4％がＵターン

していると報告されています。Ｕターンをする際は、地元にやりたい仕事やできる仕事があるかないか、

収入は下げたくないなど条件はあると思いますが、Ｕターンを推進するために地方自治体が都市部と同じ

ような雇用や収入を保証する政策を打ち出すことは、現実的ではありません。

　ここで問題になってくるのは財源です。私は、この事業の財源を地域の皆さんから募るべきと考えます。

民間のクラウドファンディングは、手数料が差し引かれるので、地域の大人から若い世代へ思いが 1 0 0

％託されません。期限を設定し、加茂市が基金を開設し、寄附金を官金で透明性高く管理すべきと考えま

す。このお金と地域の思いを新成人には受けてもらい、市外、県外へ羽ばたいてもらいたいと考えます。

寄附者の返礼は、二十歳を祝う会に出席が可能となり、若者から感謝される場面を通じて、地域の未来に

参加感や貢献感を得てほしいと考えます。

　この事業のメリット、デメリットを簡単に述べます。メリットについて、大人になってからの思い出が

残る。先輩から後輩へ思いが託される。地域とのつながり。社会問題を解決する期待を込めた健全な社会

投資。市の財政は痛まない。主体性の醸成。お金の使い方を学べる機会が得られるなど。デメリットにつ

いて、効果が出るのは当分先になります。寄附額が少ない結果になる寂しい可能性もあります。事業構築

やマネーリテラシーなど、適切なサポートが必要になるなどがございます。その上で、当局に幾つかお伺
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いさせてください。

　 1、藤田市長政権になってから、加茂市はＵターンやＩターン推進事業など実施されましたでしょうか。

もしされていましたら、その評価、改善点などをお聞かせください。

　 2、過去 3年、新成人になった若者世代の転出数の割合を教えてください。過去 3年間、加茂市へのＵ

ターンは何名いましたでしょうか。あわせて、Ｕターンされた方々の年齢も分かりましたら教えてくださ

い。

　 3、令和元年からの成人式、二十歳を祝う会の事業概要、事業内容を教えてください。新成人は年々少

なくなっているものの、出席率はおおむね 6 0％となっております。この結果に対して所感をお聞かせく

ださい。

　仮にこれが実現した際、祝う会がどうなるか、著名人を呼ぶのか、ライブコンサートみたいになるのか

想像はつきませんが、式典やイベントで終わらせるのではなく、若者の感性や視点を信じ、形にすること

が我々大人のできることではないでしょうか。もしかしたら当事者たちは、早めに式典を終えてみんなで

飲みに行きたいと考えるかもしれませんし、こういった事業に需要がないかもしれません。しかし、これ

はそういった需要、供給の話ではなく、流出した若者が地元に帰るという選択肢を持てるかどうかです。

加茂市が 5 0年後も 1 0 0年後も存在し、世代を超えて受け継がれることを目的とした未来への投資事業

だと私は考えます。ぜひこの御提案を御検討くださいますようお願いいたします。

　以上で質問を終わります。再質問は、発言席にてお願いいたします。

〔 2番　山田宗君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　山田議員の御質問にお答えします。

　二十歳を祝う会とＵターン施策についてお答えします。初めに、ＵＩターン施策の取組状況についてで

す。市では、ＵＩターンを推進するため、オーダーメード型の移住体験ツアーや幾つかの経済的支援を行

っています。まず、移住体験ツアーについてです。このツアーは、加茂市への移住を検討されている方に

実際に加茂市での暮らしを体験してもらうため、参加者の希望に応じて行程を組むものです。市内の事業

所や空き家、教育関連施設、子育て関連施設、病院、公園など、ニーズに合わせて御案内しています。令

和 4年度から事業を開始し、令和 4年度は 2組が参加で計 3人、令和 5年度は 6組が参加で計 1 5人、令

和 6年度は 2組が参加で計 5人の申込みがありました。また、移住体験ツアーの参加者には、加茂市まで

の交通費及び宿泊費の補助も行っています。そのほかの取組としては、例年東京都内で開催されるにいが

たＵ・ＩターンフェアとＪＯＩＮ移住・交流＆地域おこしフェアに参加し、実際に移住を考えている人た

ちとのつながりをつくる取組を行っています。両イベント合わせて、令和 4年度は 3 1 件、令和 5年度は

1 7件、令和 6年度は 1 5件の移住相談を受け付けました。

　次に、経済的支援についてです。市では、移住支援金や移住促進住宅取得補助金の交付に加えて、移住

者を対象として若宮住宅団地の無償分譲を行っています。加茂市移住支援金は、東京圏からの移住者を対

象とした制度で、細かな要件などありますが、該当すると単身の場合は最大 6 0万円、 2人以上の世帯の

場合は最大 1 0 0万円に加えて、 1 8歳未満の方 1人につき最大 1 0 0万円が加算されます。令和元年度

から制度を開始し、令和 4年度実績は 1件で 6 0万円、令和 5年度は 1件で 1 0 0万円、令和 6年度は 3

件で計 5 2 0万円を交付しました。移住支援金については、県内 3 0市町村のうち 2 9市町村が取り組ん
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でいます。このため、加茂市のみが取り組まない場合、移住先として選ばれにくくなる可能性があります。

施策の有無が移住先の決定に直接的な影響を与えるとは限りませんが、移住の障壁である経済的な負担を

軽減するため、移住の動機づけとして直接的な効果を発揮しているものと評価しています。また、就職に

伴い必要となるものやサービスの取得資金の融資が必要な方に対し、ふるさと就職支援資金の制度があり

ます。しかしながら、これらの支援を十分に活用できていないＵＩターン者もいると見込まれることから、

周知のさらなる徹底が必要と考えています。今後は、転入時の市民課窓口や二十歳を祝う会においてチラ

シの配布など、より効果的な広報手段を検討していきます。

　このほかに加茂市移住促進住宅取得補助金は、住宅を新築、購入しようとする子育て世代の移住者を対

象とした制度で、最大 5 0万円まで補助を受けることができます。令和 3年度から事業を行い、令和 7年

1 1月現在までにこの補助金を交付した 6 5世帯 1 9 5名が転入しており、そのうち 1 6歳未満が 6 5名

と 3割以上を占めています。この事業につきましては、ほぼ毎年度予算枠いっぱいまで申請があります。

そして、若宮住宅団地無償分譲は、令和 6年度の 9月から事業を行い、 1 0区画のうち現在までに 3区画

で土地の貸付契約を締結し、それぞれ住宅を建築しているところです。今後、 3世帯 1 0名の方が加茂市

へ移住することとなります。どちらの事業も子育て世代の移住、定住を支援することにより、人口減少の

抑制及び地域の活性化を促進する目的に対し一定の効果を上げていると評価しています。この制度は、

ＮＳＴ新潟総合テレビ、新潟日報、ケーブルテレビ局のＮＣＴ等のメディアに取り上げていただき、これ

まで周知に努めてきました。引き続き、残りの 7区画についても契約に至るよう、さらなる情報発信に努

めていきます。

　次に、過去 3年間に新成人となった若者の転出率についてお答えします。ここでは、新成人となった若

者を当該年度における 1 8歳になった方として算出しています。令和 4年度は 1 4 3 人のうち 1 3 . 9％

に当たる 2 0 人、令和 5 年度は 1 8 6 人のうち 8 . 1 ％に当たる 1 5 人、令和 6 年度は 1 8 5 人のうち

1 0 . 3 ％に当たる 1 9人が転出しました。また、過去 3年間のＵターン者の人数は、令和 4年度は 1 4 2

人、令和 5年度は 1 6 3 人、令和 6年度は 1 5 5人でした。Ｕターン者の年齢構成は、過去 3年間で 6 0

歳代以上が 8％、 4 0から 5 0歳代が 2 2％、 3 0歳代が 2 4 ％、 2 0歳代が 3 8％、 1 0歳代以下が 7

％でした。

　次に、令和元年度からの成人式、二十歳を祝う会の事業内容についてです。令和元年度は、文化会館で

の式典後、産業センターに会場を移して立食パーティー、お楽しみ抽せん会を開催しました。令和 2年度

は、新型コロナウイルス感染症の拡大のため中止としました。そのため、中止となった令和 2年度の方々

の式典を令和 3年 5月 1日に、当該年度の方々の式典を 5月 3日に、それぞれ産業センターで行いました。

これは、文化会館が工事中で使用できなかったこともあり、令和 4年度も産業センターで式典を行いまし

た。コロナ禍の令和 3年度と令和 4年度は、出席者を二十歳の方のみとしましたので、保護者向けにユー

チューブでのオンライン配信を実施しました。令和 5年度は文化会館で式典を行い、加茂文化協会会長の

押見朋子さんから加茂市民歌の独唱を行っていただきました。令和 6年度、令和 7年度は文化会館で式典

を行い、小ホールに和傘を飾り、ライトアップを行い、それぞれ自由に記念写真の撮影を行ってもらいま

した。これは、令和 6年度に保護者有志の方々からの発案と御協力により実現できたもので、令和 7年度

は所有者の方の協力を得て、実行委員会による設置を行いました。

　また、出席率については、令和元年度が 7 4 . 8％、令和 2年度が 4 3 . 7 ％、令和 3年度が 5 3 . 6
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％、令和 4年度が 6 7 . 2％、令和 5年度が 6 0 . 2％、令和 6年度が 6 9 . 7％、令和 7年度が 6 4 . 1

％でした。令和 2年度、令和 3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により低くなっていますが、

おおむね 6 0から 7 0％前後の出席率であり、全国的な動向と大きな差はないものと認識しています。こ

れは、連休中で集まりやすいということ、一生に 1度の二十歳を祝う会成人式という認識から、家族や友

人から勧められて出席する人が多いと思われるので、出席率 6 5％前後というのはある意味妥当なところ

だと思います。式典に参加し、旧交を温め、お互いの現況報告をし合う場所として認識され、その後の懇

親会も活発に行われていると思いますので、大変貴重な式典だと思います。

　二十歳を祝う会で若者がやりたいことができるように、世代を超えて支援する事業を実施すべきという

御意見は、そのとおりだと思います。市としても実行委員会の皆様の主体的な取組を支援しながら、一生

の思い出に残る式典になるように共に考えていきたいと思いますので、ぜひ山田議員からも二十歳を祝う

会がさらに盛り上がるような御提案をお待ちしております。

　答弁は以上となります。

〇 2番（山田宗君）　御答弁ありがとうございました。

　ちょっと結論は見えたのですけども、順番にいろいろお聞きできればなと思うのですけど、加茂市が特

にＵターンですとかＩターンに対して力を入れていないということでは全くなくて、実際に新潟県のホーム

ページ見ても、大体加茂市が行っているＵターン、Ｉターンの支援策一覧というのを確認できると思うの

ですけど、ここでもやはり 2 1項目ぐらいメニューがございまして、この中でもそういった経済的な支援

をしていただいているというふうに認識しておりますので、引き続き、なかなかほかの自治体と比較した

ときに差は出しづらい部分ではあるとは思うのですけど、実際でも、今後例えばこういったメニューのさ

らなる改良とか、これ今一定の効果が出ているというふうな御認識だと思うのですけど、今後例えばどう

いうふうに改善なりしていこうかなというのは、何かそういった議論ってございますでしょうか、政策推

進課の中で。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　御質問ありがとうございます。Ｕターン、Ｉターンに限らず、移住施策の

今後についてですけども、答弁の中でも評価のところで述べましたけども、ちょっと周知が足りていない。

Ｕターンの数字が今答弁に入っていましたけども、その割には移住支援金の交付というのは数が少ないで

すので、実際にはもっとＵターンしてきている、該当する方がいらっしゃるかもしれませんので、周知の

ほうをより強化していきたいと思っております。今後につきましては、まだ詳細は分かっていませんけど

も、国のほうで進めているふるさと住民登録制度と関連して、関係人口の創出からＵターン、Ｉターンに

つなげていければと考えております。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。

　ちょっと絞って話をしたいのですけど、Ｉターンはちょっと置いといて、やはりＵターンかなというふ

うには考えております。自治体ができる部分でという感じですね。 3ページで加茂市にＵターンの割合は

どのくらいいますかというちょっと質問させていただいて、いろいろ調べていただいて本当ありがとうご

ざいました。調べられるのですねというところで、実際Ｕターンの年齢構成等々、いろいろありがとうご

ざいました。例えばそういった、政策推進課の皆さんが狙って、ＰＲをして、告知をして、ある程度こう

いう、例えばそこに対して狙いはあるのかどうかというとこなのです。例えばこの 4 0 代で、 4 0 代、

5 0代のＵターンが 2 2％、これ令和 6年度ですね。過去 3年間で 6 0代が 8％、 4 0代、 5 0代が 2 2
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％、 3 0代が 2 4％というふうに数字として出ているのですけど、例えばこれに対して狙った戦略を打っ

ていたりされるのでしょうかというところなのです。要はこれが意図してこの数字になっているのか、そ

れとも周知した結果、この数字になっているのかという、この数字を見てどういうふうな所感をお持ちで

しょうか。難しいとこですか。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　意図してこの率になっているかということですけども、意図しているわけ

ではないのですけども、どの自治体もそうかと思いますが、移住施策をするに当たって、特に子育て世帯

に重点的に配分したり、加茂市でも若宮住宅団地の無償分譲もそうですし、移住の住宅の補助金もそうで

すが、子育て世帯に特化しているわけじゃないですけども、そこに加算などして制度をつくっております

ので、その結果がここに反映されているかどうかはちょっと読めませんけども、そういったところに注力

していることは事業としてやっております。

〇 2番（山田宗君）　承知しました。ありがとうございます。であれば、ちょっとお願いといいますか、御

相談なのですけど、そういった戦略、支援メニューとしてそういった意図をお持ちであれば、実際その結

果どうだったのかというところの部分もぜひ追っていただきたいなと思うのです。であれば、例えばそう

いう 3 0 代とか子育て世帯に来てほしいというふうな狙いがあるのであれば、おのずとこの 3 0 代のＵ

ターン率が増えてくるのではなかろうかなというふうには考えるのですけど、いかがでしょうか。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　おっしゃるとおりかと思います。事業の評価をするに当たって、出ている

数字がちょっと年代別にはなっておりますけども、その中で年度ごとに分けると、いつから事業をしたか

によってその効果がはかれるかと思いますので、その辺ちょっと詳細に分析していきたいと思います。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。

　ちょっと戻るのですけど、 2ページのほうで、新成人の転出率についてちょっとどういうふうに見てい

るのかなと。もっといるかなと思ったのです、正直。令和 4年度は 1 4 3人のうち 1 3 . 9％に当たる 2 0

人、令和 5年度は 1 5 人、令和 6年度は 1 9人が高校を卒業されて市外、県外に転出されていると。もっ

と僕多いかと思ったのですけど、この辺りの数字に関してはどういうふうに見ていらっしゃいますでしょ

うか。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　おっしゃるとおり、見え方としては少ないと思うのですが、というのは、

私自身もそうなのですが、成人式に加茂で出席するために住民票を動かさないというケースがほとんどか

と思います。県外に大学入学するに当たって、住民票を動かさずに転出というか、出ていくケースがほと

んどかと思いますので、実際 1 8歳の新成人のこの率、低いままというのはそういうことに結びついてい

るのかなと思います。なので、 1 8歳というよりは、大学を卒業するタイミング、 2 2歳とか 2 3歳のタ

イミングでの転出率を見ると、実際のところが分かってくるのではないかなと思います。

〇 2番（山田宗君）　すみません、ありがとうございます。よく考えるとそうでございますね。実際でも、

ということは実質高校を卒業してから加茂に残っているか、残っていないかというのは、実質の数字がち

ょっと分かりづらいというところでございますね。となると、今後じゃ改めて見るべきが今おっしゃった

ような 2 2歳、大学を卒業して、実際にじゃ就職しましょうといったときに市外、県外にどれくらい出る

かというところが重要になってくるということでございました。その数字は、通告していないので、分か

らないですよね。すみません。なんでもないです。また今度ちょっと日を改めてお伺いできればなと思い

ます。よろしくお願いします。



―　61　―

　じゃ、二十歳を祝う会についてちょっといろいろお聞きしたいなというところでございます。 3ページ

の後半で、若者がやりたいことができるように、共感していただいてありがとうございます。僕としては

具体的に提案しているつもりなのですけど、提案をお待ちしていますという御返答だったので、もうちょ

っとお答えしていただいていいでしょうか。例えばクラウドファンディングで資金を募って、予算書、決

算書で見た範囲でちょっとお伝えしますと、令和元年度は約 7 3 万円の決算を二十歳を祝う会で実施して

おります。アルバム等製作費などなどですね。令和 2年、令和 3年はコロナ等でいろいろ変動しています

が、 2日間、 2年分開催して 2 0 0 万円ですとか、令和 4年度は今度は一気に減って 2 4 万円、令和 5年

度は 8 5 万 2 , 0 0 0 円、令和 6年度から 1 7 万 9 , 0 0 0 円。いろいろ増えたり、減ったりはしている

のですけど、実行委員会とお話もされているということなのですけど、このいろんなお金をかける、かけ

ないというさじ加減がどういうふうに決まっていったのか、ちょっと改めて御説明をもう一度お願いいた

します。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　ありがとうございます。今議員がおっしゃられた決算額の変動

につきまして、 1つ大きな点がございます。それは、写真の記念誌を令和 2年、 3年、 4年、 5年までは

印刷をしまして、市が一括購入し、配布をしておりました。その印刷費がかなり出ておりますので、高い

のですけれども、令和 6年度以降はそのアルバムを作成しないということになりましたので、金額が一気

に落ちまして、 1 8万円とか 1 3 万円というふうなことになってございます。先ほどあと令和 3年度の決

算額で 2 0 0 万円という御発言がございましたけども、これはさらに付け足しますと、オンラインで配信

いたしましたので、その配信委託料として 3 3 万円ほどが計上されているということで、この金額の差が

生じているものでございます。

　以上です。

〇 2番（山田宗君）　では、ちょっと改めて確認なのですけど、例えばアルバムの製作というところなので

すけど、それは例えば実行委員会の皆さんがアルバムが欲しいと言ったのか、それとも例年どおりアルバ

ムを作っていたので、アルバムを印刷するという事業費の計上の仕方なのか、どちらでしょうか。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　こちらは、その出発の理屈はちょっと分からないのですけども、

当初は二十日会という写真の組合がございまして、写真組合、そちらのほうでアルバムを写真撮影をして

作成しておりました。そこで、令和元年につきましては、希望者がそちらから購入していたということで

ございます。ところが、令和 2年になりまして、二十日会から全員分を市のほうに一括購入してほしいと

いう要望があって、それを受け入れて、市が購入して対象者の方に配布していたということのようです。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。ということは、じゃ実際の主役である二十歳の皆さんがアル

バムが欲しいと言ったわけではないということでしょうか。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　それは、今現在見直しますと、アルバムは作成しないというこ

とで、今度広報かものほうにちょっと写真を掲載するということで御了承いただき、先ほどお話もありま

したが、和傘をライトアップした撮影場所を設けて、銘々に自由に撮影していただいているということも

ございますので、二十歳の皆さんにとっては、アルバムという形は今現在必要ないのかなというふうに考

えているのかなと思っております。

〇 2番（山田宗君）　承知しました。それが実行委員会との協議体で議論された内容なのか、それともこち

らの都合で予算つけられません、大人の事情でなかなかつけられないから、アルバムを製作しませんとか
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という、その実行委員会、実際に二十歳になって、例えば実行委員会ってどういうふうな構成でやるかっ

てちょっと教えていただいてもいいですか。

〇教育委員会社会教育課長（伊藤秀和君）　実行委員会でございますけども、こちら卒業当時の中学校から、

まず実行委員会の適任者を学校の先生から推薦していただきます。その方々に、こちら事務局のほうから

電話で引き受けていただけますかということでまず照会をかけて、断られる方ももちろんいるのですけど

も、大体おおむね各校から 2名程度を目安に、 1 0名程度を確保するような形でまず組織をいたします。

その後、結構近い時期になるのですが、 2月から 3月に月 1回程度の実行委員会、合計 2回ほどの実行委

員会を開催いたしまして、式典での役割分担の決定、これは開式の宣言とか、二十歳の誓いを述べる方、

それから閉式の宣言、司会をする方というふうな役割分担を決めることと、さらに記念誌の表紙とか裏表

紙のデザインとか色の決定等をこちらの実行委員会のほうと協議して行っているという状況でございま

す。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。そうしましたら、いろいろその実行委員会で協議されている

ということなのですけど、例えばその実行委員会内でこうしたい、ああしたいという議論がなされたとき

に、現状どこまでできますかというところが今回の一般質問の趣旨でもあるのですけれども、加茂市とし

てどこまでできるのかなというところが非常に気になるのですけど、どんなものなのでしょうか。

〇教育長（山川雅已君）　私のほうから少しお話をさせていただきたいなと思います。この二十歳を祝う会

というふうなのも、やはりどんなふうな、恐らく山田議員さんはコンセプト、そしてどんなふうなものに

仕上げたいのかというのをその参加する主体が考えていくべきじゃないかというふうなお考えなのではな

いかなと思います。技術的には、例えば 4月の段階でその実行委員をお願いし、その前の段階から、 1年

ぐらい前からやって、こういうふうな形でやりたい、そのために予算化してほしいと要求をして、そうや

って市のほうで、じゃここぐらいまでだったら予算化ちょっと聞いてみるというふうな形で、すごいロン

グランでやっていかなきゃならないという、そういうふうな問題があります。もう一つは、どんな式典に

していきたいのかというところを話し合うという、そういう技術的な問題が出てまいります。そうすると、

外へ出ていっている人、もうほとんど二十歳を祝う会というのは、働いている方もそうですし、専門学校、

大学へ行っている方もいるわけで、県外へ出ている人もいらっしゃるわけです。そういった人たちで、や

りたいと思う人が集まりづらい、そういう状況も生まれてまいります。技術的には、固定的にそういうふ

うな方々を会わせて会議を開いていく、そのためには何回か開かなければならない、回数を重ねなければ

ならない、そういう問題点があるかと思います。それをクリアした上で、どういうふうな会にすればいい

のかというところへ持っていくならば、恐らくその狙う会になっていくのだろうなと思いますし、またそ

ういった中に、例えばＵターンの情報をそのとき、じゃ市役所のほうからもＵターンの情報をその会のと

きに出そうじゃないかとかいうふうなのも併せながら話合いもできるのじゃないかなと思います。ただ、

そこの部分について、それだけのことができるかどうかというような部分は、これは相当検討していかな

きゃ駄目だと思われます。そこが結論になります。申し訳ありません。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。実際これやるってなると、いろんな問題、大小なり出てくる

と思います。その運用の仕方も、予算の、やっぱりお金のことなのですね。なので、僕もスケジュール的

な感覚と予算的なことを考えると、やはりそれだけの議論であったりだとか必要になってくると思ったの

で、市民の皆さんから御寄附を集めてはいかがだろうかというふうな案でちょっと御提案さしあげたので
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すけども、実際この基金をつくる、創設する、若者のためにという、この案に関してはどうなのでしょう

か。これは教育委員会の皆さんか、市当局側なのか分からないのですけど、その点に関してちょっと御返

答がなかったので、その点に関してはどうなのでしょうか。

〇市長（藤田明美君）　技術的には、基金つくることは可能だと思います。この二十歳を祝う会に向けてと

か、それ以外もそうなのですけども、かなりピンポイントで基金をつくっていったほうがいいのかどうか

といったところがよく考えないと、検討しないといけないところなのかなというふうに思います。二十歳

を祝う会については、よほどのことがない限り今後もずっと毎年続いていくものになりますので、それを

その年に基金をつくって、その年に集まった基金で運営するとか、何かイベントするとかというふうにし

ていくと、なかなか持続可能な形にならないというふうに思うのです。そこをある程度、じゃ基金も積み

立てて、その中で毎年同じような予算でやっていけるかといったところを検討しないといけないのではな

いかなというようなところは、質問を聞いていて思ったところであります。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。おっしゃるとおり、実際そういった諸条件とか、いろいろも

ちろん議論していかなきゃいけない点は出てくるとは思うのです。今回、なぜこういったことを質問とい

いますか、提案しようとした理由なのですけれども、昨今アクションプランですとか、いろいろ市民の皆

さんに対して、減らすだけではなくて、じゃこの先々どうするのですかという、そういった御意見も多分

いろいろ市民の皆さんから出てきているというふうに僕も見ています。その中で、現状の財政状況であっ

たり、公共施設の在り方というのを一旦整理しないと、先には進めませんというのが多分当局の皆さんの

お答えだというふうには認識しています。それは、僕も本当そうだと思います。歳出であったり、支出を

減らさない限りは、なかなか前には進めていけないのかなというふうなところがあると思います。そうい

った部分もありつつ、やはりこういった未来に投資する部分はやっていくべきだというふうに考えたので、

今回ちょっと提案させていただきました。なのですけど、あんまりちょっと難しそうだなという感覚がす

ごく来ているので、実際どうなのでしょうか。物理的にできるというふうには、多分できると思うのです。

でも、そこをやるか、やらないか、これはやったほうがいいのか、加茂市の未来にとって投資していくべ

きじゃないかなというふうには僕は思うのですけど、基金の運用に関してもちろん期限を決めて、それを

事業に回すという、それはいつからいつが適切なのかと議論していけばいいだけの話だと思うので、後で

議論していただければいいと思うのですけど、ぜひちょっと。

　逆に、やらないといったときに、何か自然増減難しいというのを僕は思っているのです。だから、もっ

とＵターンを増やして、例えばエリアプラットフォームでも事業者、プレーヤーが足りないというふうな

課題が出てきているのであれば、こういったところをひもづけて、しっかりと事業者なり、プレーヤーな

りを増やしていくような政策と戦略をひもづけてやっていくべきなのかなと思うのですけど、どうなので

しょうか。そこら辺でちょっとお考えをお聞かせください。

〇市長（藤田明美君）　まず、山田議員の考えは基本的に非常に、私自身も同じ考えを持っていまして、庁

内でも同じように伝えています。アクションプランの説明会のお話もありましたけれども、同様にやはり

市民の方から、公共施設縮小していっても未来に希望が持てるような取組をといったところで、アクショ

ンプランができるときになるべく同時にそういった施策も示せるようにしたいと思っています。その中の

1つに移住、定住政策に力を入れていくというところも考えておりまして、ちょっと今庁内で、特に若手

の職員が中心ですけれども、県内最強の移住、定住政策をつくっていこうというふうに思っていまして、
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その取組を進めています。そこを、先ほどちょっと山田議員がお話しされたように、もうちょっとターゲ

ットを絞ってやっていくのかといったところもちょっと検討の 1つにはなると思うのですけれども、最初、

ちょっと私の中で考えているのは、できれば 1回広くやりたい、その中で効果がありそうなものに最終的

に絞っていきたいというところがちょっとあるので、いろいろ試していきたいという思いもあります。な

かなか財政的な余裕がそこまでないのかもしれないのですが、これ未来の投資という点ではやっていかな

ければいけないというふうには思っているところです。

　その中で、基金をつくるかどうかといったところも選択肢の 1つとしては考えていってもいいのかなと

思うのですけど、そのために、じゃ何のために基金をつくるのかといったところと、先ほど今の話題にな

っている二十歳を祝う会をどうしていくかといったところで、二十歳を祝う会とＵＩターン施策をつなげ

るというのはとてもいい視点だと思うのですけど、一方で、先ほど教育長とか社会教育課長も話しました

けど、二十歳を祝う会の実行委員会の中で、じゃそこが十分にできるかというと、なかなか、加茂市に住

んでいなくて県外に住んでいて戻ってきながら話合いとか、オンラインでもいいのでしょうけど、時間を

つくって練り込んでいくというのがすごく難しいのではないかなというのをちょっと私は外から見ていて

感じるところはあります。そうしたら、じゃ誰が考えるのかといったところも含めて考えていかないとい

けないでしょうし、そこを加茂市に戻ってきたいと思えるようなきっかけの 1つにしていくというか、そ

こにもうちょっと注力していくというのは大事なことだなというのは、ちょっと今回の質問を受けて感じ

たところではあります。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございます。なかなか情報がオープンにならない中で、実際当局の皆さん

の中でそういった未来に関する投資というのはいろいろ議論されているというところが 1点分かったので、

そういったところも市民の皆さんに知っていただければなというふうに思います。

　ちょっと簡単に説明しますと、幾ら予算が、例えば 1 0 0 万円なり 5 0 万円なりありますと、寄附いた

だきましたと、これ好きに使っていいですよというふうに若者たちに投げかけるというイメージでござい

ます。これは、例えば昨今でいいますと、安芸高田市の石丸市長が当時高校の生徒会 2校に対して、ふるさ

と納税の上振れ分 1 0 0万円を高校 2校に対して好きに使っていいよという形で、生徒たちにお金の使い方

であったりだとか、若者の発想で事業をやってくださいというふうな形で託された事業があります。これと

ちょっと趣旨は似ていまして、やはりどこかの段階で未来に投資をしないと、なかなか皆さん、僕らもそ

うですけど、じゃこの加茂市は本当にどうなってしまうのだろうかというところの不安が先行してしまう

と思ったのです。なので、僕らって、やっぱり大人はそれにとやかく口出すべきじゃないと思っているの

です、その二十歳の。お金と何かがあれば、彼女たちがやりたいことを実施できるというふうなところが

ありますので、そういったところをやっていただければなというふうに考えて、今回ちょっと御提案させ

ていただきましたが、例えば、教育委員会の皆さんにもお聞きしたいのですけど、例えばそういった二十

歳になって、若者がこれから社会に出ていきます。僕、ちょっと個人的な主観なのですけど、割と社会っ

て理不尽なことが多いなというイメージがあるのです。自分のせいじゃないのに、自分のせいにされたり

ですとか、自分が社会を生きるすべを知らないと、なかなか厳しい面があるのではないかなというふうに

考えています。そういった若者たちに対して自治体が関われるタイミングというのは、僕この二十歳を祝

う会のタイミングなのかなというふうに考えています。例えばそういった若者たちに対して、大人ができ

ることってあるのではないかなと思うのです。なので、今回御提案させていただいたのですけど、その点
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に関してはどう思いますか。それとも、学校を卒業してしまったら、あと頑張れよという感じになっちゃ

うのか、ちょっとそこら辺どうなのでしょうか。

〇教育長（山川雅已君）　再質問ありがとうございます。私も考える場面をいただきまして、本当にありが

とうございます。今お聞きしながら、若者たちへの大人の責任というふうな部分でお聞きさせていただき

ました。当然ながら将来の加茂のことを考え、そして加茂を担う方々ですので、そこへの投資だとか、そ

ういったことを考えていかなきゃ駄目だろうと。当然ながら、そういったものを考えていくのをどうすれ

ばいいのかななんて思いながら、今、今の中でですね、もう思いつきで話をしていて申し訳ないのですけ

れども、片貝の花火を思い出してしまいました。片貝の花火は、当然若手が引き継いでいくのです。ちょ

うどＪＣのあれと同じように。しかも、ある程度年齢層が下へ、下へ、下へと、その伝統的な形になって、

それがずっと延々と続いて、地域おこし的なものになっているというふうなことで、そういう仕組みとい

うのが出来上がっていくといいのかなと思いながら、でもそこをつくるって大変なことだな、行政の仕事で

もないなと。やっぱり地域や、あるいは周りの人たちの考えも膨らませていかなきゃならないなと。そう

いったものを醸成していくというふうなことについては、教育の部分で、例えば学校教育の部分の分野に

も入ってくるのかなと、こう思いました。考えとしては今そこまでなのです。だから、どんなふうにして

そういう考え方を構築していくかというふうなのは、やはりまだまだ考えていかなきゃならない、そんな

思いもしております。

　以上です。

〇 2番（山田宗君）　教育長、御答弁ありがとうございました。おっしゃるとおりなのです。行政の部分で

全部やるわけにいかないと、本当そのおっしゃるとおりだと思っていて、であるからこそ、今おっしゃっ

たように地元の青年団体とかを巻き込んで、地域の大人と若者を結びつけて、行政はある程度お金の仕組

みだけ提供する。あと、事業を実施する計画云々に関しては、地元の大人たちに協力を乞うて、手伝って

みたい人、多分絶対いると思いますので、手伝って、集まって、協議体をつくってやっていくというふう

な形でもいいのではないかなと思うのです。だから、本当おっしゃるとおり、大人が何から何まで全部、

行政が何から何まで全部やる必要はないと僕は思っているのですけど、ただお金の仕組みに関しては、お

金のところに関しては行政が出してやる。例えば基金の運用でもそうだと思うのですけど、出してあげて、

あとは若い者たちが好きなやりたいことを実現させてあげるというのがいいのではなかろうかなというふ

うに今お話を聞いて思ったのですけど、どう。もう時間もあれなので、あれですけど、御検討してくださ

るというふうなことだったので、御検討していただきたいなと思うのですけど、ぜひ、地域の例えば高齢

者の皆さんであるとか、そういったところも危惧している部分があると思うので、そういったところも多

分喜んでお金寄附していただけると思いますので、ぜひ御検討していただきたいなと思うのですけど、実

際検討するってどこまで御検討していただけますか。そこら辺の感触、どうなのでしょうか。ちょっとお

聞きしたいなと思うのですけど、最後ちょっとお聞かせください。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　ありがとうございます。検討ということですが、今の話の流れから、二十

歳を祝う会でその事業を検討するということではなくて、先ほどからワードが出ていますが、アクション

プラン後も希望が持てるような事業をどう展開していくかと、広い意味になりますけども、もちろんそこ

で市長が申し上げたとおり、二十歳を祝う会で基金を活用して投資していくということも含めて、広い意

味で希望が持てるような事業を展開していくというふうに考えております。すみません、具体的なことは
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言えないですけど。

〇 2番（山田宗君）　ありがとうございました。ぜひ、市民の皆さんもやはり一抹の不安を抱えていると思

いますので、そういったところに私たちも貢献しているというふうな実があれば、もっと、加茂市の未来

に携わっているという感もあると思いますし、増えてくるのではないかなというふうに思います。ぜひよ

ろしくお願いします。

　以上、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて山田宗議員の一般質問は終了しました。

　お諮りいたします。本日の会議はこれにてとどめ、 8日午前 9時 3 0分から一般質問を続行いたしたい

と思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決しました。

　本日は、これにて延会いたします。

午後 1時 5 2分　延会
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令和 7年加茂市議会 1 2月定例会会議録（第 3号）
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午前 9時 3 0分　開議

〇議長（白川克広君）　これより本日の会議を開きます。

　これより議事日程第 3号に入ります。

　日程第 1　一般質問

〇議長（白川克広君）　日程第 1、一般質問を行います。

　通告順により質問を許します。

　質問の要旨を順次局長に朗読いたさせます。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 7番、三沢嘉男議員。

〔 7番　三沢嘉男君　登壇〕

〇 7番（三沢嘉男君）　皆さん、おはようございます。 7番、公明党、三沢嘉男でございます。このたびの

1 2月定例会につきまして、 1点について一般質問させていただきます。

　加茂市の魅力向上と地域活性化について。近年、その地域ならではの強みを最大限に生かし、住民や民

間企業と連携しながら、独自の魅力をつくり出し、持続可能な取組を行っている市町村が多く見られます。

ターゲット層を定めて、情報発信やイベントなどを通して戦略的に発信し、魅力向上につなげています。

こうした取組の目的は、観光客誘致、移住促進、地域経済の活性化、住民の郷土愛の醸成など多岐にわた

りますが、地域の資源を活用して魅力を高めることは、地域の活性化やにぎわいの創出につながるものと

考えます。今の加茂市に必要な取組ではないでしょうか。

　本年 8月、産業民生常任委員会の視察で福島県下郷町を訪問し、観光について勉強させていただきまし

た。その際、私が興味を持った政策の 1つにフォトツーリズムの取組がありました。令和 3年度と 4年度

にプロモーションビデオの作成と撮影スポットの写真撮影を実施し、令和 5年 1 0月に撮影スポット案内
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ポータルサイト、フォトナビ下郷を開設、各季節に合わせてお勧めの撮影スポット情報を提供しています。

また、フォトコンテストなども実施し、新たな撮影スポットの発掘や広告用素材の確保、新客層の開拓な

ど、フォトツーリズムの取組による成果もあったとのお話でした。地域の魅力を引き出すには有効な手段

だと思います。

　また、山形県新庄市では、平成 1 6年から商店街全体を 1 0 0円ショップに見立て、各店の店先に 1 0 0

円商品を用意するイベント、 1 0 0円商店街を開催し、今では全国に波及しています。新規顧客を各店内

まで誘導し、まち全体を回遊させる取組として人気があり、今年の 1 0月には五泉市村松商店街でも 2 8

回目となる 1 0 0円商店街を開催しています。

　また、最近では謎解きゲームや脱出ゲームが流行しており、中にはまちを周遊し、その地域への知識を

深めながら謎を解いていく形式のものもあることから、多くの自治体などで取り入れられています。

　このようにそれぞれの地域が魅力向上に向け、戦略を持って様々な取組を行い、成果につなげているこ

とから、これらを参考に質問いたします。

　質問 1、加茂市でも 3年ほど前にＰＲ動画を作成したり、加茂川に鯉のぼりを泳がせる会が主催するこ

いのぼりをテーマにしたフォトコンテストは行われていますが、加茂市にはまだまだ魅力ある撮影スポッ

トが多くあります。下郷町のように継続したフォトコンテストを開催し、ＳＮＳなどを通じて加茂市の魅

力を発信することは有効と考えますが、市長の見解をお聞かせください。

　また、ＰＲ動画の作成後、どのような戦略を持って取組を進めているのか、現在魅力向上に関わる戦略

を考えているのか、併せてお聞かせください。

　質問 2、五泉市の村松商店街で長く続いている 1 0 0円商店街、加茂市でも大型店舗が進出してくる中、

町なかの活性化は必要不可欠だと感じます。商店街の協力も必要になってきますが、全国でも 1 0 0か所

以上の商店街で行っていると聞きます。町なかのにぎわい創出と商店街の新たな魅力発掘を目的に検討し

てもよいのではと思いますが、市長の御意見をお聞かせください。

　質問 3、近年、謎解きゲームや脱出ゲームの流行に伴い、謎解きまち歩きを通して、地域の魅力向上を

目的とした観光周遊型謎解きイベントを取り入れる自治体が増えています。新潟市でも今年の 7月から来

年 3月までの期間、観光周遊型謎解きイベントを開催しており、新潟市、新潟市教育委員会が後援してお

ります。参加者は、謎を解く過程で地域の歴史や文化に触れ、商店街の店舗を巡ることもあり、経済効果

や住民の地域への愛着向上にもつながります。また、こうした謎解きイベントは若年層やファミリー層の

参加が多く、加茂市をよく知らない世代の方に認知や魅力を感じてもらえる機会になると考えます。さら

には、流動人口の増加、町なかの活性化にもつながりますので、加茂市としても挑戦してみてはいかがで

しょうか。市長のお考えをお聞かせください。

　質問 4、観光庁では、地域資源を活用した収益性が高く独自性、新規性のある観光コンテンツの開発か

ら、適切な販路開拓や情報発信の総合的な支援を行う地域観光魅力向上事業とした上限 1 , 2 5 0万円の

補助金制度があります。これは公募によるもので、申請したものの中から採択されるので、必ず採択され

るものではありませんが、採択基準として 8 0％以上を地方部とするよう優先的に採択する枠組みとなっ

ています。残念ながら 2次公募まで終了しており、 3次公募があるのか分かりませんが、公募が行われた

際、率先して取り組んではいかがと思いますが、市長の御見解をお聞かせください。

　以上、壇上での質問を終わりまして、再質問は発言席にて行わせていただきます。どうぞよろしくお願
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いいたします。

〔 7番　三沢嘉男君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　おはようございます。三沢議員の御質問にお答えします。

　加茂市の魅力向上と地域活性化についてです。初めに、魅力向上に関わる戦略についてお答えします。

市では、令和 3年度に国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、風景編、ものづ

くり職人編、粟ケ岳登山編、カフェ巡り編、七谷編として全 7本の観光ＰＲ動画を制作しました。この動

画は、全体で 1万 5 , 0 0 0回以上再生され、特に粟ケ岳編、七谷編は人気が高いことから、七谷地域の

自然は魅力ある観光コンテンツであることが分かります。これまで移住フェアや観光イベントの際に活用

したり、メディアに提供したりしてきましたが、引き続きこれらの観光資源の情報を市外の方に届けられ

るような取組を続けていきます。

　現在、加茂市の魅力向上に関わる戦略については、令和 3年度に策定した加茂市総合計画において、観

光施策の方針を定めています。施策の展開の柱の 1つとして、魅力づくりと情報発信を掲げ、観光資源の

魅力向上とＳＮＳやデジタル広告等による効果的な情報発信を行うこととしています。新しい観光資源の

掘り起こしについての取組は、加茂市観光協会がワークショップを開催するなどして進めていますが、既

存の観光資源であっても、より魅力的に発信する方法は幾つか考えられます。歴史的背景の深掘りなどに

よるストーリーテリングの活用、ＡＲ、ＶＲなどのデジタル技術やフォトスポットの設置、ハイクオリ

ティーな写真、動画による視覚的な魅力向上、インフルエンサー等を活用した情報発信が代表的なもので

す。三沢議員御提案のフォトコンテストの開催は、少額な予算で開催可能なこと、新たな観光スポットや

フォトスポットの掘り起こしにもつながること、市内の滞在時間を延ばす取組であることから、既存の観

光資源であっても魅力向上に資する有効な取組であると思いますので、市が主催するかどうかも含め検討

したいと思います。

　次に、五泉市の村松商店街で長く続いている 1 0 0円商店街を、町なかのにぎわい創出と商店街の新た

な魅力発掘を目的に、加茂市でも検討すべきではないかについてです。むらまつ 1 0 0円商店街＆均一大

会は今年で 2 8回目の開催とのことですが、加茂市の商店街において穀町、本町、仲町で開催されている

大通り秋まつりは今年で 3 2回目の開催、五番町で開催されるごっつぉ祭りは今年で 2 7回目の開催とな

るなど、地元で長く続けられているイベントがあります。また、加茂市観光協会主催の雪椿まつり、加茂

商工会議所主催のカモナイトバザールなど、商店街エリアを使ってのイベント開催もあり、商店街の活性

化やにぎわいづくりにつながる取組は多方面から行われています。さらに、加茂駅周辺まちなかエリアプ

ラットフォームの中から生まれた、商店街の店主など有志が商店街のお店の魅力や観光スポットを案内す

る、まちなかコンシェルジュという商店街の街区を超えた新しい取組も始まっています。 1 0 0円商店街

の考案者である齋藤一成氏が「活性化できるまちとそうでないまちの違いは、住民の意識改革にほかなり

ません。それは、外部からの押しつけのような策では到達不可能です」と述べています。エリアプラット

フォームにおいても、行政主導ではなく、産学官金が相互に連携して、それぞれが主体的に町なかエリア

の価値向上や加茂駅周辺まちなかエリア未来ビジョンで掲げた共通の将来像「まちまるごと、みちのえき」

の実現に向けて取り組んでいるところです。

　次に、観光周遊型謎解きイベントに加茂市として挑戦してみてはどうかについてです。 1 0年前くらい
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から謎解きや脱出ゲームが全国的に増え始め、その売上規模も、コロナ禍で落ち込んだ時期はありました

が、右肩上がりに増えています。財務省関東財務局が出している経済調査レポートによれば、消費行動の

流れは 1 9 9 0年代以降、商品を購入するモノ消費からサービスを消費するコト消費へと変化し、近年で

は、そのとき、その場所でしか体験できないイベントに参加し、感動を共有するトキ消費にも注目が集ま

っているとのことです。トキ消費の中でも近年謎解きゲームや脱出ゲームの売上規模が増加し、 2 0 1 4

年の約 1 0億円から 2 0 2 4年の約 9 4億円となっており、注目の高さがうかがえます。加茂市でも商店

街のイベントや雪椿まつりで謎解きイベントが開催されたことがありました。第 5 7回雪椿まつりにおける

謎解きまち歩きは、予算規模は大きくありませんでしたが、 1か月で約 2 5 0人が参加し、魅力の深掘り

と経済効果を生み出すことができたと思います。歴史や文化、地域のストーリーを知ってもらいながら経済

効果を生み、滞在時間を延ばすことができる謎解きゲームが効果的な取組であることは間違いないと思いま

す。その一方で、コロナ禍以降、民間の方の観光に対する考え方が変化し、自発的な取組が増えてきている

と感じていますので、民間の動きを止めることなくサポートすることが市の役割であると考えています。

　次に、地域観光魅力向上事業に公募が行われた際、率先して取り組んではどうかについてです。この事

業は、事業実施期間内に新たな観光コンテンツ造成及び販路構築を行い、事業終了後速やかに販売開始す

ることを目的にした取組を支援する新創出型と、事業実施期間内に造成した観光コンテンツを販売するこ

とを目的にした取組を支援する販売型があります。補助対象事業者が地方公共団体でない場合には、事業

に係る全ての市区町村の同意を得る必要があるため、加茂市で事業を行う事業者には連携同意書を交付し

ています。今年度は、 1次募集で 3件、 2次募集で 2件の事業が申請され、そのうち販売型 2件の事業が

採択され、取組が進んでいます。市では、このような民間の動きが活発になっていることを大変うれしく

思うとともに、可能な範囲での協力を行っているところです。また、地方公共団体が申請できないわけで

はありませんので、市として実施したい内容と合致するものであれば、積極的に活用していきたいと考え

ています。

　答弁は以上となります。

〇 7番（三沢嘉男君）　御答弁ありがとうございました。それでは、順番にちょっと再質問のほうをさせて

いただきます。

　まず初めに、フォトコンテストについてちょっと質問させていただきます。実際に、フォトコンテスト

に限らず、様々な方向からの取組があるのは十分承知していますが、なるべく予算をかけずに効果的なも

のをやっていくことが優先かなと思いまして、今回フォトコンテストということで提案させていただきま

した。実際にこのフォトコンテストは、加茂川に鯉のぼりを泳がせる会のこいのぼりをテーマとしたフォ

トコンテストぐらいしか今加茂市でやっていないような情報でしたので、こいのぼりだけではなく、もっ

とほかのテーマを持ってこういうコンテストをするということが必要じゃないかなと思っています。例え

ば粟ケ岳をテーマにしたコンテストであったりとか、あと加茂市は北越の小京都と言われていますけど、

よくどこが小京都なのだという話も聞く中で、その小京都をテーマにしたコンテストであったりとか、そ

ういう同じ加茂市に住んでいてもなかなか分からないような、そういうスポットがあると思いますので、

そういったところを、コンテストをすることで、加茂市民だけではなくて、外から来た人たちがそういう

スポットを発掘してくれて、加茂市はなかなかアピール不足なところもある中で、そうやって来てくれた

人がＳＮＳなどを通じて、より一層加茂市をアピールしてくれる 1つのコンテンツになると思いますので、
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そういった形でぜひこのフォトコンテストを、テーマを決めた上で継続的にやっていっていただきたいな

と思うのですけれども、その点、継続して続けていくというところとテーマを持って行うというところ、

どのようにお考えか、お聞かせください。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　三沢議員から御質問いただきまして、下郷町の取組についてちょっと調べ

たのですけれども、下郷町は全国的に知られている大内宿ですとか、塔のへつりといったところがあって、

もともと絵になる風景というのが豊富であるから、成り立っているのかなというふうに最初感じておりま

した。ですが、よく調べてみますと、そういったところであっても、やはり課題感を感じてこのフォトコ

ンテストなりフォトナビというのを始めたというところがあり、まずターゲットをやっぱり絞って、旅行

者、写真好き、ＳＮＳ発信する人というところにターゲットを絞り、認知をまずしてもらう、ほかのとこ

ろ、いいところもあるのだよというところから実際に訪れていただく、それでまた再訪して、口コミ拡散

につなげていくというような一連の流れでの戦略というのでしょうか、そういったものがしっかりあるの

だなというところで、これを加茂市で取り入れるとしたらどういうやり方があるかなというふうに考えた

ときに、ＰＲ不足というのは観光係のちょっと足りないところかもしれないのですけれども、加茂市がこ

れからそういった戦略を取るとすれば、おっしゃったように、雪をかぶった粟ケ岳ですとか、夕暮れどき

の加茂大橋から見た信濃川の景色など、まだまだすばらしい風景というのがたくさんあるというふうに感

じております。そういった日常型の観光というのでしょうか、そういったフォトスポットなり、すばらし

いところを見つけていただいて、それは市内外の方どなたでもいいと思うのですけども、ちょっと切り取

った形で発信することができれば、観光というのは継続した形で取り組んでいけると思いますし、加茂市

全般ということであれば、やはりこれ行政が取り組むのに向いているのではないかなという考えもありま

す。テーマについては、皆さんいろいろ思うところはあると思うのですけど、そのテーマをどうするかと

いう決め方についてはちょっと今後検討が要るのかなというふうには思いますが、今までのイベント依存

という形ではなくて、そういう本当にちょっとした日常型というところは、その切り口でも観光に関する

ものにつなげていけるように検討はしていきたいと考えております。

〇 7番（三沢嘉男君）　ありがとうございます。 1つのコンテストだけではなくて、やっぱりその後につな

がる戦略的な部分というのは非常に重要だと思っていまして、これが、今ほど商工観光課長言われたよう

に、外の人にどうやったら知ってもらうかということを考えると、コンテストだけじゃなくて、その写真

を、外部の人が来て写真を撮ってくれた、その写真、画像とかがＳＮＳを通じて拡散されていくというと

ころに大きな意味があるのかなと思っています。なかなか加茂市だけでマンパワーが足りない部分であれ

ば、そういう周りの人たちの使い方というのもやっぱりちょっと考えて行おうと思ったときに、これは有

効なのではないかなと思っておりますし、それこそちゃんとした一眼レフのカメラの画像じゃなくても、

デジカメでとか、あと携帯で撮ったようなやつでもちゃんとアップできるようにしておいてもらう、そう

いう規定にしてコンテストをやってもらえれば、本当にいろんな方、それこそ小学生や中学生なんかでも

そういうのに応募できるような形も取れるかと思いますので、極力幅広い年代層の方であったり、加茂市

外の人であったり、そういう景色や、加茂市に興味を持って来てもらえるような形を継続していくことが、

この先 5年、 1 0年後を考えると、加茂市の魅力向上に大きくつながると思っておりますので、ぜひ進め

ていただきたいと思いますので、市長、よろしくお願いします。よろしいですか。市長の意見を、じゃお

聞かせください。
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〇市長（藤田明美君）　先ほど商工観光課長が答えたとおりで、そこに私自身もあまりもう補足するところ

もないのかなというふうには思っておりますけれども、まずは始めてみるということと、始めた先のどう

つなげていくか、持続可能にしていくかというところの戦略を持って始めていきたいというふうには思っ

ております。

〇 7番（三沢嘉男君）　ありがとうございます。今実際加茂市の観光協会のほうでもいろいろやられている

と思うので、しっかり観光協会とも連携しながら、いろいろアイデアを出し合って、テーマ決定なり、進

めていっていただけたらと思いますので、ぜひよろしくお願いします。

　次に、 1 0 0円商店街の件なのですが、これ加茂市でも様々商店街のほうでイベント開催してはおりま

すけれども、ちょっと 1つ気になっているのが、商店街全体のイベントではなくて、この答弁書にもある

ように、商店街が別々でイベントを開催しているというところがちょっと私の中では気になっていまして、

やっぱり商店街、一部だけじゃなくて、全体で同時に開催できるようなイベントがあると、よりにぎわい

も創出できるのかなというふうにも思っていまして、まちなかコンシェルジュ、商店街の街区を超えた新

しい取組も始まっているというところですので、これがどういうものか、ちょっと私がよく理解できてい

ませんが、これが一部の商店街同士のつながりではなくて、やっぱりこれが商店街全体のところにつなが

ってくれるといいのではないかなと思いますけど、これは、どうでしょう、全体を考えた街区を超えた取

組なのか、それとも一部の商店街の中での話なのか、私が勉強不足であれなのですけど、ちょっと教えて

いただけますか。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　まず、まちなかコンシェルジュについてなのですけれども、次の目的地お

決まりですかという、お店の中に、ガイドをします、案内しますというようなものが置いてあって、今の

ところ、涌井金太郎商店さん、ＡＭＥＹＡ ＡＩＳＵさん、日本料理きふねさん、あとｓａｔｅｎさんが

それぞれ新町、仲町、穀町と街区は違うのですけれども、いらっしゃったお客様に、次の観光地はどこで

すかとか、お勧めのお店ありますよというようなことで、それぞれ街区を超えて商店街を案内するという

取組がまちなかコンシェルジュという取組になっております。 1 1 月 2 1日の加茂市の観光協会のＸにも

記事が載ってございますので、後ほど御覧いただければと思います。

　あと、商店街全体の取組ということに関して、今想定しているのは、イベントのような形のものという

のであれば、実際にそれをやっぱり考えて、商店街の中でも全体でという話は過去にも恐らく出ていると

思いますし、今ももしかしたら出ているかもしれないのですけれども、やはり全体となりますと、もう交

通規制ですとか、そういったところに実際人員の配置が取られたりということもあるので、検討された上

で今行われていないというのが実際の答えなのかなといったところでおります。ただ、また今後、やり方

の仕組みですとか、協力することで、開催がされないというふうに決まっていることではないとは思うの

ですけれども、やれるような形での話合いというのができる場があれば、もちろんサポートできるところ

はしたいと思いますし、また新しい取組、まちなかコンシェルジュをきっかけに、また新たな取組が出る

かもしれないというところには期待しているところです。

〇 7番（三沢嘉男君）　ありがとうございます。まだ参加するお店が少ない状況の中でスタートを今してい

るところというところですね。いい取組だと思いますので、それをもうちょっとお店の数を増やしてやっ

ていただけるといいのではないかなと思っていますので、ぜひそれも続けていただきたいと思います。答

弁にもあるように、市役所のほうから押しつけるようにやるのは私もよくないと思っていまして、ただ商
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店街の中で考えられることと、また役所側で考えられることというのはやっぱりちょっと違いがあると思

いますから、押しつけるのではなくて、こういうアイデアもあるとか、こういう方向性もどうかという役

所から提案するような形もやっぱりサポートという部分でも必要かなと思うのですが、現在エリアプラッ

トフォームがある中で、多分これ役所も入り込んでいるところかなと思うのですが、その中で役所側から

何か提案しているようなことってありますか。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　御質問ありがとうございます。エリアプラットフォームということですが、

市として事務局を今務めておりますけども、市から提案というよりは、それぞれ様々な産学官金の主体が

エリアプラットフォームに参画していただいておりますけども、それぞれが主体的に提案していただいて、

エリアプラットフォームのワーキング、会議の中でいろんな提案について協議して、実際に実現していく

ということで、先ほどのコンシェルジュもエリアプラットフォームの中で出た話で、今試験運用というこ

とでまだ店舗数少ないですけども、こういった取組を広げて、市役所でも提案というか、事業はしますけ

ども、決して市だけではなくて、様々な主体で、それぞれが主体的に、連携できるところは連携して取り

組んでいくというところで、やっと今年度から具体的な取組が進められているところですので、またこれ

から、今参画していただいている方々だけでなく、様々な方々から参画していただいて、活動が広がって

いくといいなと考えております。

〇 7番（三沢嘉男君）　ありがとうございました。要は加茂市も提案する機会はその場にあるということで

すので、加茂市が何かやる際にはほかの事業者も協力いただける部分があるというところかなと思います

ので、そのエリアプラットフォームを活用するという部分でも、実は次の質問にある謎解きイベント、こ

れがどうなのかなというところで質問させてもらっているのですけれども、実際、これ新潟市はちょっと

規模が大きいですけれども、新発田市とかでも今現在この謎解きイベント、 2回目になるイベントやって

いるのですが、 1回目のときは 7 , 9 0 0人、約 8 , 0 0 0人弱でしたかね、そのくらいの参加があった

と。新発田市の事業費が幾らでそれをやっていたかというのはちょっと分からないのですけれども、要は

謎解きのキットを 1つ 5 0 0円で販売して、約 8 , 0 0 0人ぐらいの規模が参加されたと。期間がたしか

2か月ぐらいだったと思うのですが、そんな形で 1回目をやられたと。それ、 2回目が行われたというこ

とは、やっぱりそれなりの成果があったからこそやったのだろうなと思っていますので、これ、それこそ

周遊型の謎解きということなので、当然商店街であったり、駅周辺もそうですけれども、そういう町なか

を巻き込んだ謎解き周遊イベントというところも、私はふだん加茂市の町なかにあまり興味を持たないよ

うな、そういう若い世代が、とにかくそのイベントをベースにして加茂市に来てくれる、また加茂市の町

なかを知ってもらえるというところが、まずは加茂市の魅力を向上させるための一歩なのかなって思って

いまして、それをそれこそエリアプラットフォームの中でちょっと提案いただいてもいいのではないかな

ということも考えているのですが、いかがでしょう。

〇政策推進課長（齋藤祐樹君）　ありがとうございます。ちょっと具体的なイベントの提案ですけども、謎

解きや脱出ゲームで、本当に町なかでそれを取り組んで効果があるのかというところはさておき、エリア

プラットフォームの中で市からこういう提案というよりは、今新発田市の例はちょっと私、見つけなかっ

たですけど、新潟市の御質問にあった例ですと、行政としては後援という立場で、主催しているのは民間

事業者かと思いますので、やっぱりこういった大きなイベントだと企画力の勝負だと思いますので、民間

のほうからの提案をサポートするという立場で、市から提案で、市が事業費をかけてやるイベントかとい
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うと、なかなかちょっと企画力の点で難しいかと思いますので、その辺は、市の事業であれば、今年度も

エリアプラットフォームのほうで魅力発信と担い手育成ということで募集しまして、ＢＳＮさんと一緒に

今年度やっているところですけども、そういった中で謎解きや脱出ゲームのイベントの提案があれば、一

緒に取り組んでいけたらいいと思います。

〇 7番（三沢嘉男君）　今現在、例えば若年層をターゲットにしたイベントなり、商店街の中でもそうです

し、加茂市側として、若年層をターゲットとした何か政策とか戦略というのがあるのであれば、私はそれ

でいいと思うのですが、今現在若年層をターゲットにしたものってあまりないのではないかなと思ってい

まして、だからこそ、これ、ちゃんとターゲットを絞ってイベントをやることで若年層が加茂市に来ても

らえるというところは、これ商店街に任せるだけじゃなくて、やっぱり加茂市も一緒になってそこを考え

てやらなきゃいけない部分かなというふうに思うのです。事業費かけられないという話ではありますけれ

ども、実際 4番目の質問にもありました地域観光魅力向上事業、これが、加茂市も実際第 1次 3件、 2次

で 2件というものがありますから、これを加茂市が主体とならなくても、これを使ってそういうイベント

をしようという提案というか、呼びかけというか、それはできるのではないかなと思うのですけれども、

その点はいかがですか。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　周遊型謎解きというのが、やっぱり商店街や鉄道会社の周遊型も恒例化し

てきているイベントになって、今後も続くというふうに言われているところです。地域をＰＲする 1つの

方法なのだなというところはもう認知されているとは思うのですけれども、周遊型謎解きというのが、や

っぱり 1回参加してしまうと、基本リピーターを想定していないというところがありますので、シリーズ

物とかになればまたちょっと別なのかもしれないのですけれども、やっぱり 1回来てもらっても、再度地

域に足を運んでもらえるような工夫というのがやっぱり必要になってくるのではというふうに思います。

そういった部分では、やはり民間と協力してというところもありますけれども、謎解きをやりたいという

方ですとか、実際に場所が商店街であれば、やっぱり商店街の方の意向とか協力というのがない限りは決

してできないことになりますから、やっぱりそこは一旦話合いも要りますし、やりたいという方が出てく

れば、もちろん自治体としては協力していくという形も取りますし、事業費がそんな大きなものでなくて

も、三沢議員おっしゃるように、やれるような謎解きイベントというのがあれば、実際 5 7回で行われた

「謎解きまち歩き不思議のまちのアイリス」というのだったのですけれども、そこでも実際若い方がいら

っしゃっているという実績もありますので、そういったところを調査研究して、やれるところはやりたい

とは考えております。

〇 7番（三沢嘉男君）　周遊型なので、当然商店街の協力も必要ですし、商店街の中でどういう層をターゲ

ットにしているかというのも実際聞いてみないと分からないですけれども、ただこれは外の人だけじゃな

くて、加茂の要は小中学生、今なかなか小中学生がわくわくするようなイベントがなくなってきている中

で、こういうことをやることで子供たちが喜んでもらえるというところも加茂市としては考えていかなき

ゃいけないところだと思うのです。外だけをターゲットにするのだったら、全然無理してやらなくてもい

いのではないかなって私も思いますが、やっぱり一番大事な加茂市内の子供たち、こういうところも 1つ

ターゲットにする中で、やっぱり加茂市に住んでいると楽しいという、そういうイメージを植え付けて成

長していただくのも大事な要素かなと思っているのです。なので、例えば商店街の周遊じゃなくても、歴

史とか文化とか、そういう部分であれば、もっと協力的に行えるのではないかなとも思いますから、そう
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いったところで何か動きを加速させるというか、それこそメインが加茂市の子供たちで、そこに周りの人

たちが集まって、興味のある人が集まってきてという、そういう戦略的な取組というところで進めてもい

いのではないかなと思っているのですが、その点についてはどうでしょうか。逆に、市長はどのように感

じますか、そういった戦略について。

〇市長（藤田明美君）　まず、三沢議員の御質問と、加茂市の観光であったり、町なかの活性化、にぎわい

づくりに関してなのですけれども、先ほどちょっと商工観光課長からも話がありましたが、商店街に関す

ることであれば、まず商店街がやりたいと思っているのかどうかといったところがすごく大事だと思うの

です。やりたい気持ちはあるのだけれども、逆にできない環境があるのであれば、やっぱりその環境を市

も一緒に考えて整えていくといったところも大事なのかなと思いますし、あとやはりこれまでもちょっと

ほかのときに答弁で答えているのですけれども、そもそもやはり加茂市は観光をなりわいとしている人が

いない、少ないということを考えると、先ほど三沢さん、外からの人だけではなくて、市内に住んでいる

子供たちにもというお話ししましたけれども、そこを誰が担っていくのかといったところが多分常に課題

にはなっているのです。なっていて、そこを今育てている最中でもあると、そういった組織もつくろうと、

観光協会も今ありますけれども、それもなるべくもうちょっと外に出せるようにというか、まだ私が会長

になっていますけど、そこもそうじゃない形にできるのかとか、より民間に近い形で、観光もそうですし、

町なかの活性化、にぎわいづくりも担えている形、それが観光協会という形がいいのか、もうちょっと別

な組織の形がいいのか、そこをまず加茂市はしっかりつくっていかないと、三沢議員が指摘するように、

持続可能な形になっていかないと思っているのです。その中で、先ほどまちなかコンシェルジュのお話あ

りましたけど、町なかでそういった取組を主体的に行う人が出てきているといったところもそうです。そ

れもこれからサポートしていく形が、エリプラの中でやっていくことになると思いますけど、そういった

ところ全体を含めた、まず組織というか、担い手をまず育成していくのが大事だと思っていて、まだまだ

その途中であるということはまず理解していただきたいなというふうに思います。その中でまずやれるこ

ともやっていきたいですし、それは誰がやっていくのかというところも含めて一緒に考えていったほうが

いいのかなというふうに思っています。

〇 7番（三沢嘉男君）　今まちなかコンシェルジュを中心とした動きが進んでいる最中だというところです

ので、それは本当に継続的に進めていっていただきたいと思います。ただ、私が市内の小中学生もって言

ったところには、やっぱり今どうしても加茂市の政策の中で、これは財政健全化だとか、統合とか、様々

な状況がある中で、もう削減だの減少だのというところ、どうしてもマイナスのイメージが大きくなって

きている中で、子供たちがそのイメージのまま大人になっていく、加茂市から離れていった場合に、なか

なかそのイメージを持ったままだと加茂市に戻って、加茂市で住もうとか、そのまま加茂市で結婚して家

を建てようとか、なかなかそういう心情になりにくいのかなというふうにもちょっと思っていまして、や

っぱりこれから 1 0年、 2 0年後、先、加茂市を支えていってくれるのが今の小中学生になってきますか

ら、もうちょっとそこにターゲットを絞って、本当に加茂市に住んでいると楽しいことが多いのだという、

そのイメージをもっと持ってもらいたいなというところはありますから、今回提案した謎解きなのではな

くても、もし加茂市の中でそこをちょっとターゲットにもし考えられていることがあるのであれば、戦略

を立てて、何年後にはこういう形を目指すのだというところを持った中で進めていっていただきたいなと

思っていますが、これは今後の動きの中でということでいいのですが、子供たちをターゲットにしたイメ
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ージアップ、魅力、それこそ子供たちが加茂市に魅力を感じてくれるような、そういう政策というのは進

めていくお気持ちはありますでしょうか。

〇市長（藤田明美君）　子供たちにターゲットを絞ったというか、子供たちがどう加茂のまちというか、市

政もそうですけども、関わっていくかというのはすごく大事な視点だと思うのです。その中で、公共施設

の再編で縮小していくとか、学校の再編をしていくという中の話は、子供たちは当然大人からも聞いてい

ると思いますし、学校からもそういう話を聞いていくと思います。ただ、私は、どちらかというと、子供

たちの可能性はもっと信じてあげたほうがいいのかなというふうに思っていまして、例えばいろいろなと

ころでお話伺うと、学校でも、学校が、もしかして自分たちの学校がなくなっていくという地域もあるわ

けで、ただそのなくなっていった後に、ここを残っていくその校舎を改修して複合化していくときにどう

いうふうに変わっていったほうがいいのかといったところを授業で取り組んで、子供たちがアイデア出し

ていったりというところは、複数そういう学校もあったりするのです。そういう話を聞いていると、子供

たちはある程度現実を受け入れながらも前向きに将来を見ているなというのを私は感じていて、大人はむ

しろやっぱりそこを後押ししてあげないといけないのではないかなと思っています。そういうときに、周

りの大人が子供たちに対して、何でも縮小してとかというような言い方をしたら、子供たちもやっぱりそ

ういうふうな考え方になってしまっていて、私はまずその大人が、なぜ今こういう状況にあって、これか

ら、何のために今やっているのかというところをしっかり伝えないといけないのかなという思いはありま

す。それは、将来にわたって加茂市が持続可能になるためにやっていくわけで、別にみんなを悲しませよ

うと思ってやっているわけではない、それはほとんどの加茂市民は理解されているのではないかな、そこ

をどう表現して、大人が表現して子供に伝えるのかというのが大事だと思います。その中の 1つとして、

イベントとか、子供たちが関われるようなことをどうやって一緒にできるかとか、そういったことを考え

ていくことが大事なのではないかなというふうに私自身もお話聞いていて感じました。

〇 7番（三沢嘉男君）　私も同じ意見です。子供たちは、何だかんだ言っても、やっぱりまだ未来がある子

供たちですから、いろいろ考えていると思うのですけれども、そこをサポートできる体制をやっぱりつく

っていく中で、こういったイベントも 1つの手段なのかなと思っています。やっぱり加茂市に住んで育っ

ている以上は、本当に加茂市に住んでいて楽しかったって思ってもらえるような何か、イベントに限らず

ですけれども、何かそういうことを残していってあげたいなというところでもあります。今言ったように、

削減だの減少というのは、現状、もうそれをしなければいけないというのは本当に分かっていますので、

そこに対して、マイナスのことだけじゃなくて、ちゃんと子供たちからしたらその中でも楽しく過ごせて

きたのだというところがあると、それこそ愛着を持ってもらえて、加茂市に住み続けたり、また戻ってき

たりということもあるのではないかなと思いますので、これは、このイベントはあくまでも地域観光魅力

向上事業の補助金が使えるのであれば、そういうのを活用して、ぜひ加茂市のにぎわい創出につなげても

らいながら、加茂市の子供たちもそこに参加してもらう、楽しんでもらうって、そういうちょっと私の思

いがあっての提案でございますので、 3次の応募があるようであれば、また検討いただければなというふ

うには思っております。

　ちなみに、この 3次の応募は多分来年 3月から始まるのではないかなと、もしあれば 3月だと思うので

すが、どうでしょう、今この 1次、 2次のときというのは事業者側から応募があったというところですよ

ね。そうですよね。じゃ、 3次が始まれば 3月ぐらいからなので、もし、答弁書にもあるように、これ地
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方公共団体も申請できるものですから、ぜひうまく活用していけるものがあれば、していっていただきた

い。 3月というと、もうそんなに期間がないですので、ちょっと検討いただきたいですが、商工観光課長、

そこはいかがでしょうね。活用していっていただけるような方向でよろしいでしょうか。

〇商工観光課長（飯塚優子君）　地方公共団体も申請ができるのですけれども、最低事業費が 6 0 0万円で、

補助額が 4 0 0万円までが定額、 4 0 0万円を超える部分については補助率 2分の 1となっております。

なので、最低 1 0 0万円の一般財源が要るというところで、予算の都合というふうに言うつもりはないの

ですけれども、もちろん市として、答弁にもありましたように、やりたいことというのと合致するのであ

れば、活用は考えていきたいと思いますが、現状、ここに出すという想定をしていなかったものですから、

三沢議員の御指摘のとおり、ちょっとタイトなところもありますし、そういった部分では、でもチャンス

があればそういったものにも取り組みたいと考えております。

〇 7番（三沢嘉男君）　いろいろ提案する際には財源も同時に示してくれというお話も以前ありましたから、

なるべくこうやって財源も併せて提案させていただいています。ぜひ活用できるものであれば、こうして

私もいろいろ調べて提案させていただいていますので、加茂市に有益なものであれば、ぜひ進めていただ

きたいと思います。どちらにしても、やっぱりこれからの加茂市を担っていく世代というのは本当に大事

にしていかなければいけないと思いますので、そういう子供たちが希望を持てるような政策を加茂市とし

てぜひ進めていっていただきたいとお願いいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。どう

もありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて三沢嘉男議員の一般質問は終了しました。

　 1 0 時 4 5分まで休憩いたします。

午前 1 0 時 2 7分　休憩

午前 1 0 時 4 5分　開議

〇議長（白川克広君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　一般質問、次。

〔事務局長　質問要旨　朗読〕

〇議長（白川克広君）　 5番、森友和議員。

〔 5番　森友和君　登壇〕

〇 5番（森友和君）　 5番、会派青天、森友和です。 1 2 月定例会に当たり、一般質問いたします。

　まず、複合施設整備、そして給食センターの件について。令和 7年 1 1 月の全員協議会において、現在

は仮称となっておりますが、加茂市子育て・健康づくり拠点複合施設整備事業に係る優先交渉権者の決定

についての資料が示されました。資料には、審査の方法、審査の結果、そして提案内容の概要についての

記載がありました。加茂市議会では、令和 7年 3月議会において、令和 7年度加茂市一般会計予算に対す

る附帯決議が可決されました。附帯事項 2つのうちの 1つは、以下のとおりでした。

　子育て・健康づくり拠点複合施設整備事業の設計、施工事業者の募集に当たっては、その募集要項にお

いて、地元事業者が適正な価格をもって施工に関わることで、当該事業が地元経済の活性に寄与するもの

となるよう、最大限の配慮がなされた募集要項とすること。また、その後の実際の施工に当たっては、当

該事項が実現できるよう、事前に受注事業者との協議を十分行うこと。
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　事業者の選定に係る審査においては、この附帯事項が考慮され、加点項目として地域経済への貢献とい

う項目が設けられました。議会の議決を尊重いただきましたことをありがたく思います。

　令和 7年 7月の全員協議会にて示された加茂市給食センター整備事業、これも現在仮称でございますが、

この基本構想において、学校給食施設の整備方針についての記載があり、整備手法として、自治体が資金

調達を行い、設計や施工、維持管理や運営などの業務をそれぞれ分割して民間事業者に発注するか、ある

いは自治体自身が直接実施するという従来方式に加え、リース方式、ＤＢ方式、ＤＢＯ方式、ＰＦＩ方式、

その他あらゆる可能性を検討、比較して決定しますとあります。また、なお書きで、どの方式を採用する

場合でも、整備期間や財政負担と併せて、市内事業者の参画や受注機会の確保には十分に配慮しますとの

記載がございました。これらの内容について質問をいたします。

　 1つ、複合施設について応募があった 2つの企業グループの審査結果では、地域経済への貢献の項目で

4 . 0ポイントの差がありました。残念ながらこの項目の評価点が高かったグループは優先交渉権者とは

ならなかったわけですが、この差は地域経済にどの程度の金額差が生じることを意味するのでしょうか。

概算額もしくはその他説明可能な表現方法で結構ですので、お教えください。

　 1つ、附帯事項に掲げた地元事業者が適正な価格をもって施工に関わることを実現するために、加茂市

としてどのような方法を取ることが可能なのでしょうか。工事に係る実費と利益を明示するといった契約

方法や整備事業の受注者に対し、発注者たる加茂市への原価開示を求めるような形を取ることは可能なの

でしょうか。お教えください。

　 1つ、複合施設整備事業において進んでいるＤＢＯ方式での事業実施は、給食センターの整備事業に係

る整備手法の決定に当たり、 1つの参考事例であるかと思います。ただし、まだ複合施設の整備事業が完

了していない中で給食センター整備事業は進めていかなくてはいけないという状況にあります。給食セン

ター整備事業にあっては、どのような点を参考に、また考慮しながら整備手法を決定するのでしょうか。

お聞かせください。

　次に、加茂市のこれからの医療環境に関する理解についてです。県による県央医療圏構想の下、令和 6

年 3月に県央基幹病院が開院しました。また、その 4月には、加茂病院の運営については指定管理者とし

て崇徳会が運営する形となりました。県は、地域住民にとって不安なく、かつ持続可能な医療体制の構築

という難しい課題に取り組んでいます。地域の医療体制の構築を担う新潟県と、予防医療や健康増進、福

祉、介護との連携といったソフト面を担う市町村とで、人口の動態や財政状況等の兼ね合いを取りながら、

持続可能な医療体制の構築を進める中、特に人口が少ない地域における医療サービスの供給というのはと

ても難しい問題です。今回質問しますのは、加茂市の医療サービスの増強を訴えるというものではなく、

今の加茂市、そしてこれからの加茂市における医療サービスについての理解とその関わり方について、行

政や医療機関と我々市民は認識を共有できているのかどうかという課題について質問したいと思います。

医療行政にあって、ソフト面を支える基礎自治体としての現在のお考えをお伺いします。

　 1つ、徐々に変わっていく医療体制について、市民の新しい医療体制に対する理解の促進や予防医療に

対する意識の醸成について、市はどのようにお考えでしょうか。お聞かせください。

　 1つ、市内の開業医が今後減少してしまった場合の将来において、加茂市に住む人はどのような医療環

境に置かれることが想定されますでしょうか。加茂市の施策の効果等も加味してお考えをお聞かせくださ

い。
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　　壇上での質問は以上です。

〔 5番　森友和君　発言席に着く〕

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　森議員の御質問にお答えします。

　初めに、複合施設整備事業及び給食センター整備事業の整備手法等についてお答えします。まず、複合

施設整備事業の事業者選定における審査結果として、地域経済への貢献の評価項目における 4 . 0ポイン

トの差が地域経済にどの程度の金額差を生じることを意味するのかについてです。この金額差を具体的な

数字でお示しするには、各グループの提案内容と併せて御説明しなければなりませんが、このことは各グ

ループの企画やノウハウ等を開示するものであることから、ここでは具体的な金額差での答弁は差し控え

させていただきます。

　評価項目、地域経済への貢献の得点は、市内企業の積極的な活用、市内企業への発注額及び市内企業へ

の発注額等を確認するための仕組みの 3つの審査項目の合計となります。地元企業への受注機会拡大を図

る観点から、この事業と同様の事業方式において地域経済への貢献を評価する事例は多くありますが、そ

の大半は地元の企業や人材などの活用方策を評価するものです。しかしながら、この事業においては、市

議会での附帯事項を考慮し、活用方策だけではなく、発注見込額とその履行を確認するための仕組みも評

価することにしました。

　審査項目、市内企業への発注額については、提案段階における発注見込額を事業者選定基準であらかじ

め示した算定式により得点化するものですが、この審査項目で評価の高かったグループの金額は、優先交

渉権者となったグループの金額の約 5 . 5 倍でした。ここまで大きな差が生じたのは、この項目で評価の

高かったグループが、市で想定する適切な施工体制における元請、下請の役割や工種区分とは異なる形で

下請企業への発注を提案したためです。同提案は、審査委員会において施工体制上の懸念に関する指摘は

ありましたが、プロポーザルの条件には即しているため、提案の発注見込額をそのまま算定評価していま

す。しかしながら、発注段階においては、もともと市が想定している工種区分ごとに発注が細分化され、

市内下請企業の直接施工分として見込まれる金額は大幅に減少することが推察されますので、結果として

優先交渉権者の発注見込額とは大きな金額差はなくなるものと考えています。

　これを踏まえ、地域経済に生じる金額差としては、優先交渉権者の市内企業への発注額は、建設業務に

関しては事業費の 1 0％程度が見込まれているのに対し、評価が高かったグループも実質は 2から 3％ほ

どの差と考えています。

　なお、発注見込額は、あくまでプロポーザルの短い期間において企業間で一定の協議が行われたものに

限定されており、今後の発注段階までにその金額が増えることを期待しています。優先交渉権者の提案に

も、今後の設計段階や施工検討段階、また発注前の段階で市内企業と協議、合意を進めていくことや、発

注状況を市が確認する方法も提示されています。市としても、各段階において提案が履行されるよう適宜

モニタリングを行っていきたいと思います。

　次に、附帯事項に掲げた地元事業者が適正な価格をもって施工に関わることを実現するために、加茂市

としてどのような方法を取ることが可能かについてお答えします。複合施設整備事業では、令和 7年 4月

の実施方針公表以降、民間事業者との対話を通して、当初の概算事業費では適正な価格で受注できる企業

が見込めないと判断しました。その後、直近の類似施設の建設コストを調査して、事業費を増額する形で
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公募を開始しました。事業費の増額に当たっては、附帯事項を考慮し、市内企業が適切な価格で参画する

ことが見込める金額を意識しましたが、実際に複数のグループから事業に参加いただき、いずれのグルー

プも構成企業に市内企業を含み、さらに下請企業にも市内企業を複数配置することを予定していました。

下請企業に名を連ねている市内企業については、企業グループとの間で一定の話合いは行われていると認

識していますので、まずは適正な価格で企業グループと契約を進めていけるものと考えています。

　また、提案から建設工事の完了まで約 2年半の期間を要することから、適正な施工価格の確保には、こ

の間の資材高騰等の物価変動への対応が必要となります。加茂市では、通常の建設工事の場合、建設工事

請負基準約款により契約し、物価変動に基づく請負金額の変更については、同約款の規定により行います。

複合施設整備事業において募集要項に附属する契約書案では、あくまで同約款に準拠した上で、物価高騰

等による価格改定の基準となる指標を一般財団法人建設物価調査会の建設物価建築費指数とすることを明

示しています。あらかじめ市と企業グループとが物価変動リスクを分担し、共通認識を持つことで、資材

高騰等の物価変動分の価格転嫁が適正、迅速に行われ、物価変動の影響が下請企業の労務費等に及ばない

よう対応していきます。これは建設期間だけではなく、 1 5年間の維持管理期間も同様で、物価変動率を

勘案した価格改定を可能とし、日本銀行調査統計局の企業向けサービス価格指数を指標とした明確な基準

により、物価変動リスクを市と事業者が分担します。これにより、各業務における労務費等へのしわ寄せ

がないよう対応します。

　なお、工事に係る実費と利益を明示するといった契約方法や原価開示を求めるような形を取ることは可

能かということについては、次の理由で複合施設整備事業において取り入れることはできないと考えてい

ます。 1つ目は、公募開始時点において同事業全般にわたる各種事業契約の案を募集要項に付しており、

その契約書の規定も当然にして募集に当たっての条件を構成しているため、事業者選定を終えたこの段階

でその条件変更を行うことは困難であるためです。企業グループにとって、契約条件は事業期間中のコス

ト管理やリスク管理等に影響を与えるものです。契約の締結前であるからといって、むやみに条件変更を

行うことは、事業計画に大小様々な変更を要すことになり、事業費の増加や工期延長につながりかねない

と考えます。

　 2つ目は、複合施設整備事業は従来型の仕様発注ではなく、民間事業者の創意工夫を生かした公民連携

型の性能発注であるためです。仕様発注と異なり、発注時点においてあらかじめ仕様、数量、単価等が決

まっているものではないため、事業期間の早期の段階では事業費の全体が見通せないなどのデメリットが

生じます。

　 3つ目は、契約の当事者に関することです。これは、他の事業にも共通する点ですが、契約当事者は、

市と元請となる企業グループ、またはグループに属する企業です。森議員がおっしゃるのは、下請企業が

適正な価格で参画できるようにという観点かと思いますが、市と下請企業との間には直接の契約関係はな

く、あくまで元請企業と下請企業の間での発注、受注関係になります。複合施設整備事業では、優先交渉

権者の提案を踏まえ、元請企業から下請企業への発注状況を市が確認できる仕組みを構築する予定ですが、

あくまで提案内容が履行されているかをモニタリングすることが目的であり、個々の企業間の発注、受注

における原価や利益の開示を求められるものではないと考えています。

　もちろん適正な価格で市内企業が工事を受注できるようにすることは、日頃市内のインフラを支えてい

ただいている建設業界を支援していく上でも非常に意義があることです。公共工事における最適な事業手
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法は、事業の目的、規模、特性、そして財政状況などによって異なります。従来型の方式に加えて、民間

の資金やノウハウを活用する公民連携型など複数の選択肢から比較検討し、最も効率的で効果的な手法を

選定することが重要であると考えます。その上で、事業手法や工事内容等によってどのような契約方法が

適切であるのかは、今後も検討していく必要があると思います。

　次に、給食センター整備事業において、複合施設整備事業のどのような点を参考に、また考慮しながら

整備手法を決定するのかについてです。 1 1 月 1 0日に市のホームページで公表し、また 1 1 月 1 9日の

全員協議会で御説明したとおり、（仮称）加茂市子育て・健康づくり拠点複合施設整備事業については、

同審査委員会において企画提案書及びプレゼンテーションの提案内容を厳正に審査した結果、加茂市内の

企業を含む 6事業者で構成される加茂未来共創パートナーズを優先交渉権者として決定しました。現在は、

基本協定ほか各種契約の締結に向けた協議を行っているところですので、残念ながら全員協議会において

説明した以上の内容をお答えすることはできかねますが、今回加茂市として初めてＤＢＯ方式による事業

者選定を行ったことで得られた経験やノウハウ、課題などは、今後庁内で部局を超えて共有していきたい

と考えています。今回複合施設整備事業で採用したＤＢＯ方式は、設計、施工から運営までを一括して民

間事業者に任せることで、早い段階から施設の具体像を可視化でき、運営面を踏まえた実効性の高い施設

づくりが可能となるほか、維持管理費の縮減も期待できます。また、事業者を決定する段階で、既に中長

期的な視点に基づくコスト管理やリスク管理、施設マネジメントや敷地の有効活用などを多角的、多面的

に評価できることに加え、運営や維持管理にも民間のノウハウを活用することで、行政の負担を軽減しな

がら安定した施設運営が期待できます。これらを踏まえ、ＤＢＯ方式は、行政はもとより、議会にとって

も、市民にとっても、安心して複合施設整備事業を進めていくことができる手法ではないかと評価してい

るところです。

　給食センター整備事業においては、基本構想に掲げた 4つの重点項目である、安全で安心して食べるこ

とができるおいしいふるさと給食の提供、食の学びの場としての情報発信機能の充実、環境負荷の低減や

再資源化の推進による地域社会との共生、効率的で質の高い施設設備の整備の実現を目指しています。そ

の中で、効率的で質の高い施設設備の整備の観点から、不要なコストの見直しや効率的な施設運営の徹底

を図るため、次の 2点に取り組んでいきます。 1つ目は、施設の建設から維持管理、修繕、施設運用全般

にわたり、必要なものにしっかりと時間やお金、人的リソースを投入できるよう、不要なものは前例にと

らわれることなく常に柔軟な思考で見直し、効率的な学校給食事業の運営に努めることです。 2つ目は、

費用対効果を踏まえながら、可能な限りエネルギー消費の少なく耐久性に優れた調理機器を選定すること

で、計画段階からランニングコストや更新費用の抑制を図ることです。これらを実現するためには、計画

段階から一貫して持続的かつ効率的な運営を意識し、中長期的な視点で事業を進めていく必要があります。

以上を踏まえ、（仮称）加茂市給食センターの整備手法については、複合施設整備事業における事業者選

定プロセスを参考にしながら、現在策定中の基本計画の中で、従来方式、リース方式、ＤＢ方式、ＤＢＯ

方式、ＰＦＩ方式など、どの手法が本事業に最も適しているかを比較検討した上で決定していきたいと考

えています。

　次に、加茂市のこれからの医療環境に関する理解についてです。まず、市民の新しい医療体制に対する

理解の促進や予防医療に対する意識の醸成についてですが、大橋議員の質問でもお答えしたとおり、市民

から新しい医療体制に御理解と御協力をいただくため、今年 1月に、県央地域内の病院の役割や受診の仕



―　85　―

方などが分かりやすく書かれた「上手な医療機関のかかり方」というパンフレットを県央 5市町村と各医

師会、県央基幹病院や加茂病院などと三条保健所が共同で作成し、全戸配布したところです。さらに、広

報かも 1 2月号より、県央基幹病院の受診に関するお知らせや診療科の紹介などを定期的に掲載し、適切

な医療機関の利用を周知していきたいと思います。また、医療予防や介護予防の理解を深めていただくた

めに、市内各所で開催している通いの場などの健康づくり事業の促進にも努めていきたいと思います。

　次に、市内の開業医が今後減少してしまった場合の将来において、加茂に住む人はどのような医療環境

に置かれていることが想定されるかについてです。現在、加茂市医師会に所属する開業医には市の健診や

予防接種事業を委託しているところです。議員がおっしゃるとおり、今後市内の開業医が減少した場合は、

これらの事業を委託できる医療機関が減り、市内で受診できる件数が限られることが懸念され、なおかつ

市内の学校医や産業医の確保にも影響が及ぶ可能性があります。また、市民生活への影響として、診療科

によっては市外での受診を余儀なくされるケースが増えることも想定されます。

　そのため、そのような将来を迎えないために、大橋議員の質問でもお答えしたとおり、加茂市では令和

4年度から加茂市診療所設置奨励事業を開始し、今年度初めて 1件の交付申請がありました。この事業は、

医科の新規設置と事業承継を促進することにより、市の地域医療体制を維持強化し、もって市民福祉の向

上に資することを目的としています。開業を考えている事業者から問合せがあれば、積極的に加茂市診療

所設置奨励事業を御紹介したいと思います。現在、加茂市医師会から制度の見直しについての要望もいた

だいていますので、市内において少しでも多く新規開業が進められるよう検討していきたいと思います。

また、そのほかにも、将来の医療人材の育成も視野に、看護職員奨学金制度の受付を令和 3年度から開始

しているところです。今後も引き続きこれら制度の周知に努め、地域医療の充実と医療人材の育成に取り

組んでいきます。

　答弁は以上となります。

〇 5番（森友和君）　答弁ありがとうございます。

　ではまず、医療のほうから再質問させてください。ちょっと今回時間がもう 3 0分しかないので。なか

なかどちらも再質問するにはたくさん聞きたいところ、確認したいところあるのですけども、まず医療の

ところ、これは今の市が行っている医療に関する施策の部分、これは今のこの形で、ちょっとこれ以上な

かなか難しいのではないかなというのは僕も認識していて、今回質問しております。今回の質問の課題感

は、医療についてというよりは、医療に関する理解についてというところで、今後、行政としてはあんま

り見えていない先を施策で打っていくというところはなかなか難しいところだとは思うのですけれども、

ただ恐らくは、残念なことに人口の減少等、また年々地域のお医者様も年を重ねられて、現役を引退され

るというところが見えて、そこだけは皆さん見えているわけです。ただ、医者が減るかどうか、実際に減

るかどうかは分からない時点であんまり思い切ったことはできないというのが実際だとは思うのですけれ

ども、恐らく人口が減少すれば、そしてお医者様が高齢になってくれば、そしてこの 2 , 0 0 0万円とい

う助成、新規の開業、または承継による開業を行ったときの助成があってもそんなにとんとん入ってくる

ようなものではない、各地域、加茂だけではなくお医者さんを必要としているので、そんなに加茂にゆか

りのない先生方が入ってくるということはそうそう難しいであろうということが予想される中で、恐ら

く地域からのお医者さんが生身の体を地域各所に置いて診察をするということはなかなか難しくなって

くるのではないかなというふうに、私は現状思っているのです。医者の資格がない、例えば看護師さん、



―　86　―

これからちょっと国がそこをどういう制度をつくっていくか分からないのですけども、医者に行く体制で

はなくて、例えばそういう車のようなもので一定の設備を整えた、今これを仮に医療関係の車と呼びます

けども、その医療カーみたいなものが地域に入っていって診察をするようなことも恐らく出てくるのでは

ないかなというふうに思います。これらを見据えてどうするかみたいなところは、今現状僕は、行政とし

てはどうこうというのはないと思うのですけど、ただそういう未来が来るよということの案が出るような

場というのは多分必要なのではないかなという気持ちで、この理解という言葉を使って質問させていただ

きました。つまり市民側がある程度地域の将来の医療の形を予測しながら、自分たちがどういう心構えで

その地域に住んでいくのかということを醸成していくと、これは必要じゃないかなというふうに思うので

す。今市内でなかなか医療に関する、医療の未来を考えるみたいなもの、これは行政のサービスを超えて

いくようなものを頻繁に開催するというのはなかなか難しいのかなと思う一方で、市民の側にやっぱりそ

ういうところを勉強していく、理解を進めていくという、啓蒙と言うと、ちょっと何か言葉あんまり僕好

きじゃないのですけども、そういう活動が必要だろうと。そういうところ、今担当課として、施策ではな

いのだけれども、将来の地域医療の理解、勉強みたいなところを担うというよりは、方向づけていくよう

なことというのは現状考えていらっしゃるか、もしくは必要性を感じていらっしゃるかみたいなところか

ら教えてください。

〇健康福祉課長（大野博司君）　市民に現状の加茂市の医療体制というのを理解していただくということで

すけれど、人口減少、また医療機関の減少というのは目に見えているといいますか、分かっているわけで

す。そういったので市民から適正な受診をしていただくためにも、どういったことが必要か、また予防に

ついてもどういったことが必要かというのは機会に触れて伝えていきたいと思いますけど、その機会とい

うのですけれど、広報かもであったりとか、あと 2月に一応健診の意向調査というのを全戸配布して調査

しています。そこでは予防についても皆さん目を通していただいて、読んでいただけると思いますので、

そういった機会を通して、現状ですとか、伝えていきたいと思います。市長の答弁にもありましたとおり、

今年の 1月に「上手な医療機関のかかり方」というチラシ作りました。大橋議員の質問でも市長お答えし

たとおり、医療機関から大変これ好評でして、もっとこれを周知していただきたいというふうなことはい

ただいています。こういったのを複数回これから伝えていくとともに、健康講座ですとか、健診会場であ

ったりとか、そういったところで伝えていきたいと思います。

〇 5番（森友和君）　今お話に上がった医療の使い方の資料ですか、あれはどんどんやっていただくのはい

いと思うのですけど、僕が今意図したのはもうちょっと先の話でして、だからこそちょっと難しいと思う

のです。今現状の体制についての状況の説明資料みたいなものも、僕はあれですごくすばらしい機能する

だろうと思っているのですけども、その先、例えば私が今 4 6歳ですけども、 2 0代、 3 0代、 4 0代、

5 0代、この辺はもう車で自由に移動できるので、市内に病院が、かかりつけの医者がなくても、市外に

求めることは結構たやすくできるのです。問題は、将来の 7 0代、 8 0代、 9 0代がなかなか車で自由に

動くことができなくなったときに、かつ高齢になってくればお医者さんにかかる機会というのが増えてく

るだろう、その世代にどう対応するのだというところを、これは市が全部対応しますという話ではなくて、

やっぱりその年代の方々がどうやって生活を組み立てるかということを考えながら進めていかないと、要

は行政サービス、もしくは地域の医療サービスに不足だ、不足だというふうに言うだけで、実際のいい形

をつくれないというような未来も出てきかねないと。そうならないように、今、将来の 7 0代、 8 0代、
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9 0代ですから、 1 0年後で考えれば、それの 1 0年前、今の 5 0代、 6 0代、 7 0代あたりがそのこと

をある程度理解しながら、自分が動けなくなったときにどういう医療体制を周りに組むのかということを

考えて、今の例えば市だったり県に対してすごく現実的な路線で要望していくみたいなことのほうが多分

今までよりも減ってしまったものを求める要望よりも有意義なのではないかなと。そのための何か市内の

動きというのがあると、加茂は人口減ってきて、これからも残念ながら現状では増える見込みというのが

まだ立っていない中で、将来、それでも何とか地域の医療として、市民の理解の下、何とか体制が組める

というようなことが実現できるのではないかなと。だから、これ 1 0年、 2 0年先の状況をある程度見据

えて、そういった啓蒙たる勉強会のようなもの、市民の理解を促すようなものを重ねながら、本当に現実

的に有効な要望であったり展開をこの 1 0年かけてやっていくと、 2 0年かけてやっていくということが

できるとすばらしいなと、そういう意味合いの今回質問なのです。それは、ぜひ市民から、市民が勝手に

考えて、市民でやってくださいというよりは、やっぱりある程度は行政側もリードしながら道筋つけてあ

げるということがいいのではないかなと、そういうことは多分市が今既に持っている機能の中でできるの

ではないかなというふうに思っていると。ですので、そこをぜひ見据えて、どういう体制をつくるかは難

しいかもしれないですけども、そのための会であったりとか、市民側への意識の最初のたきつけみたいな

ところをどうするか、これはそんなに大きなハードル、分からない、大きなハードルはもしかして出てく

るかもしれないですけども、将来医療体制をどうするかという問題に比べれば小さいハードルで始められ

るのではないかなというふうに思いますし、それこそが僕はすごく大事、この加茂で住んでいくというこ

とを選択するということはこうなっていくことなのだというところをこの 1 0年、 2 0年かけて理解して

いきましょうというのはすごく現実的で、いいことなのではないかなというふうに思うのです。こういう

のはどうですか、担当課長。

〇健康福祉課長（大野博司君）　将来の受診方法ですとか具体的な方法は確かに今私どもでこうしようとか

という考えはちょっとまだありませんけれど、毎年医師会ですとかと保健事業懇談会というのを開催して

おります。そこで市だけの考えではなくて、医師会全体からの要望とか意見とかを参考にしながら、こう

いった方法があるのではないかという調査研究の種といいますか、そういったのを提供受けて、こちらで

も、こういった状況になるとき、医師会、医師として診察方法どういったものがあるのかというのをお聞

きしながら、時間をかけて構築していくというか、プランをつくっていきたいとは考えています。

〇 5番（森友和君）　課長、僕それだと駄目だと思うのです。何でかというと、今医師会と相談しながらと

いうふうにお話ししたのですが、将来その医師会のメンバーが少なくなるという話なのです。もしそれで

将来の課題が解決していくということであれば、その医師会のメンバーが残りながら、太く市に対して助

言を、いろんな意見を、意見であったり提案というのを共有していくというイメージなのだと思うのです

けど、そうではなくて、もっと、地元のお医者さんの意見が必要ないって言っているのじゃないですよ。

なくなったとしても何とか医療について考えていく何かしらが必要だという気持ちなのです。別に医師会

を軽視しているわけでもないし、県の医療構想を軽視しているわけでもなくて、どういう状況になっても

市民はここで生きていかなきゃいけないわけだから、そこを主体性を持って考えていくという何かをつく

る、そのことなのです。だから、今が医師会と市がいい関係でやっている、これはすばらしいことなのだ

けれども、その枠を離れたとしても市民が考えていけるということを醸成していくことが必要なのではな

いかなと思うのです。決してこれは僕は医師会を軽視している発言ではなくて、お医者さんがいなくなっ
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て困るから、どうしようかというときに、市民が現実的な路線で具体的に理解をし、要望であったり、行

政に対してのアプローチをしていくということができる、これが大事だという話なので、この辺どうです

か。市長でもいいのですけども。

〇市長（藤田明美君）　森議員が御提案されている内容も非常に重要なことだと思っていて、基本的には方

向性はいいのではないかなというふうには思うのです。そこが、じゃその機運を醸成していく主体が誰に

なるのかといったところが大事で、それは市がやったほうがいいのか、それともやはり地域の方が主体的

にそういった会になるのか、そういったものを立ち上げて、そこで市も連携する、また医師会の人とも連

携しながら、地域の地域医療の在り方、また今後、先のことも考えていくというのがいいのか、そこはち

ょっと自分の中でまだ答えが出ていないところはありますけれども、明らかにこの先やはり今の医療状況、

体制というのは変わっていくわけなので、そのために今何をしなければいけないか、そのときが来たとき

にどう備えておかなければいけないかといったところはしっかり考える必要、今から考える必要はあると

いったところはきっと同じ考えなのではないかなというふうには思っています。

〇 5番（森友和君）　ここは、やってみないと分からないというところもあるかとは思うのですけど、僕は

理想なのはやっぱり市民が主体的に、ある程度そういう会を重ねて、やっぱり理解を積み上げていく、た

だ必要なところをちょっと行政に助けていただくみたいなスタンスがいいのかなと。ただ、難しいのはそ

の最初の会のスタートの部分が、自然発生的にできてくる地域であれば、これはすごく幸運なことだ、す

ばらしいことだと思うのだけれども、それがうまくいかないようなときにはやっぱり市のちょっとてこ入

れ、もしくは担当課の課長さんであったり、もしくは市長であったり、そういったある程度いろんなとこ

ろに関係をつなげたりだとか、できる方がうまく動かれると、もちろん我々議員もできる限りにおいてそ

れはきっとやると思うのですけども、そういうちょっと必要なところをぽんと支えてあげるとか、つない

であげるみたいなことがあるといいのではないかな。ただ、主体はやっぱり市民側にあるほうが、もしく

は市民側の何かしらの組織にあるほうが望ましいのかなというふうには考えております。ちょっと今、す

みません、課長にそれだと駄目だと思います、ちょっと厳しい言い方になったと思うのですけれども、あ

くまでもやっぱり市民側が考えられる場があるということが大事だと思いますので、そのときに、県であ

ったり、加茂病院であったり、そして地域の医師会はじめとした各医院のお医者様の話、知見というのは、

これは一番大事な頼るべき箇所にはなってくると思いますので、そこをうまく、私もちょっと今 1つ解が

あるわけではないのだけれども、必要性というところを感じながらの一般質問今回かけさせていただいた

次第です。また、これ引き続き何かしらまたさらに追加で経過をなぞるような質問等ができるといいなと

いうふうに思っていますので、今後もよろしくお願いします。

　そして、この答弁の中で、大橋議員にもお答えしたとおりとあるのですが、ちょっと重なる部分もあっ

たのですが、また重なって恐縮なのですけども、ピロリ菌の検査、これは私もやっぱり新たな医療に関す

る知識を持つと、これやったほうがいいってすごく今思っているのです。話をお伺いしたときに、私も父

親を胃がんで亡くしているのですけれども、やっぱりそのピロリ菌を除去することは今、検査をして除去

する、これは比較的すぐできるのだけども、その除去したからといって胃がんにならないというわけでは

なくて、ピロリ菌が中にいた期間というのもすごく重要なのだという話をお伺いして、これを若年期に

しっかりとピロリ菌を除去してあげることで将来の胃であったり、大腸であったり、消化器官のがんのリ

スクをすごく下げることができるのだと。かつこれはすごくコスト的に安いコストでそれが実施できる
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ということなので、これはぜひ前向きに検討したほうがいいのではないか。別にうちの父親がどうこうと

いうのは例示で出しただけなのですけども、ただ安価で効果の高い事業になるであろうというところで

の御提案をぜひ、市長も多分幾らでも聞いていらっしゃるとは思うのですけども、ぜひ御検討いただきた

いなというふうに思います。ちょっともう時間があと 1 8 分ということなので、医療についてはここで

締めまして、次の複合施設、この件、そして給食センターの整備事業についての話を再質問させてくださ

い。

　まず、議会の附帯決議に関して御配慮いただいたこと、本当に重ねて感謝申し上げます。非常にそれだ

けではなく項目として、価格の部分についても評価の内容として入れてくださったということで、本当に

対応いただいたことを感謝したいと思います。

　具体的な答弁の内容についてなのですけども、既にもう進んでいる事業であったので、契約の内容ちょ

っとここからは変更いたしかねるという内容がありました。それはそうかなとは思うのです。まず、これ

忘れないように最初に言っておきたいのは、給食センターはこれからですので、この給食センターの設計、

基本設計というのですかね、事業を進めるに当たっては、やっぱりその部分、ぜひ加味できるのであれば

加味してほしい。具体的に何を加味してほしいかというと、発注者に対して、コスト、そして利益の部分、

その辺がはっきり分かるように開示をしていただくようにすると。これは、適正価格でちゃんと仕事が下

請、もしかすると孫請という形になるかもしれないのですよね。孫になるともう追えないというのはある

と思うのだけれども、でもそこにこそ実は地元事業者がかんできたりするわけです。そこを適正価格で見

るということになると、やっぱりそこの開示なくしてチェックをするということはできないのだと思うの

です。現実的に不可能だと思うのです。実際幾らで契約しましたということを市が見ないままに、適正に

やっていますというふうに判断することは難しいであろうと。これ国交省のほうにもちょっとそんな資料

は上がってくるのですけれども、どれくらい全国の事業でそれが実施されているのか分からないのだけれ

ども、コスト・プラス・フィーだとか、オープンブックだとかという横文字で表現されていましたけども、

要は原価と利益の開示を十分して、そしてそれが下請、孫請の部分に関してもしっかりと開示して、透明

性を高く保って事業を進めていくと。これは、僕地元の事業者に頼まれたから言っているわけではなく

て、これ除雪のときなんかにもほかの議員の皆さんからもそういった話たまに出ますけども、地元の建設

業の事業者がいなくなる、もしくは地元に水道関係であったり電気関係の工事の事業者がいなくなって困

るのは、市民も困るのだけども、市も相当困るであろうと。市外の事業者に発注はできるのだけれども、

迅速な、市内の事業者ほど迅速に対応ができるのかどうかとか、もしくは災害のようなときにすぐ対応し

てもらえるのかどうかとか、ある意味インフラを維持していくために必要不可欠な要素であろうと、地元

にそういう建設関係の事業者が一定程度あると。全てを守り切れとかという話ではなくて、やっぱり必要

な部分はちゃんと担保していかないと、市としてなかなかやりづらい部分も出てくるであろうと。そうい

ったところからの話なのです。大きい事業になると、どうしても大きい建設業の事業所じゃないと担えな

いという部分があるのは、これは本当に承知しているところなのですが、であれば何とかそこから下請、

孫請というふうに流れていく、そこの部分に適正な価格で何とか地元事業者に受けてもらって、そこはし

っかりと利益を上げてもらうと、しっかりと事業として残っていくようにしてもらうということは市とし

て考えたほうがいいのではないかと思うのですが、まずこの考え方は、僕は間違っているのかどうか、認

識が違うのかどうかというところをちょっとお伺いしたいのですが、これは担当課でも市長でも、どなた
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でもいいのですけど。

〇副市長（五十嵐裕幸君）　基本的にその考え方は間違ってはございません。今現状、加茂市の工事約款等

ではそういうやり方まで求めておりません。ただ、国の動きとしては、いわゆる担い手 3法というのがあ

りまして、品確法とか、公共工事の品質確保の促進に関する法律ですとか、建設業法とか、そういった法

律があるわけですけども、それらの改正が近々なされるやに聞いております。そういう中では、下請に対

する適正な価格かどうかということも求めるようにというような、私も詳細はちょっと分かりませんけど

も、そういう考え方は基本的にあるようでございますので、今後それらを内部でもよく精査しながら、なる

べくそれに沿えるような形を取っていかなければならなくなるのだろうなというふうには思っております。

〇 5番（森友和君）　ありがとうございます。

　あともう一つ、建設の手法というのですか、ＤＢＯを今回採用してやったわけなのですけども、ＤＢＯ

で、企業グループで、そこに投げると、当然その中でどういうお金の動きになるかというところはちょっ

と見えづらいところも出てくる中で、開示してほしいというのがさっきの話だったのですけども、方法と

して、従来方式というのは一般には手間もかかるし、庁舎内の人間使えば手間もかかるし、あとはコスト

もちょっと割高に、ＤＢＯと比べればちょっと割高になるのかもしれないというところ、いろいろいいと

こ、悪いとこというのがある中で、恐らくはそのコストのところ、そして庁舎内の人材、手間の部分と、

そしてもう一つは、ＤＢＯの場合は 1つのグループで造るので、その使い勝手の部分というところとを考

慮して、今回複合施設はその形を取ったということなのだと思うのですけども、使い勝手、次の給食セン

ターは、これ使い勝手すごく大事なので、そこの部分は恐らく教育委員会としてはしっかりと担保してほ

しいと、使い勝手悪い、新しく造るのに使い勝手が悪くて最悪だみたいなことにならないようには、そう

ならないとは思いますけれども、そこを十分担保できる形を前提にの話なのですけども、これはＤＢＯが

多分僕は今現状市から見たら最有力なのではないかなとは思うのだけれども、 1つ検討に加えていただき

たいのは、庁舎内の手間の部分だけをまた別で委託する、何ていうのですか、コンストラクションマネジャー

というのですか、いわゆる工事の設計から施工にかけてのいろいろな諸事雑務をもう一気に、建設とデザ

イン等も含めてやるのが今回のＤＢＯ、そして運営のほうも含めてやるのがＤＢＯだったけれども、煩雑

な手間、そこの部分を別でまた委託して、なるべく市内の事業者に回すという方法、これは何方式という

のですかね。コンストラクションマネジャーだったと思うのですけれども、そういう形を取るということ

も選択肢の中にはちょっと入れていただきたいかなというふうに思います。僕としては、使い勝手のいい

建物が、なるべく極力最大限地元事業者が主体的に関わって、そして出来上がる、これが一番望ましいと

いうか、いいのではないかと、理想的だろうというふうに思っているのですけど、それを現実的に落とし

てくると難しいというのは、それも承知しているのです。ただ、コスト的な合理性、また手間の部分の合

理性だけではない事情がここにやっぱり、地域にとってどういう事業者がいてくれないと困るのかみたい

なところを考えて、部分的な最適ではなく、ある程度、全体最適みたいなところの判断が必要になってく

るのがこういった建設であったり除雪であったりの事業かなと思いますので、ぜひ何とか、それが独自の

形になったとしても地元の事業者がしっかりと関わって、適正な価格で地元の事業者が建てた建物で地元

の子供たちが食べる給食を作るというような形で回せないものかなと思っておるのですけども、こっち向

いちゃったな、質問しようかなとは思っているのですけど、建設については、さすがにちょっと教育委員

会でそんなに分厚い知見があるかというと、いや、でも前の建設課長もいらっしゃるから、あるのかもし
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れないのだけれども、ぜひ僕実現していただきたいなと。実現のための努力、もしくは何とかしていただ

きたいなと思うのですけど、どうでしょう。

〇教育委員会庶務課長（宮澤康夫君）　（仮称）給食センターの建設において、現段階、基本計画をつくっ

ているところでして、給食センターの規模であったり、大きさであったりというところを今検討している

ところです。その規模の大小によっても発注手法は変わってくると思いますし、大きなものは給食センタ

ーそのもの、最新のそれこそ給食センターを造ろうと思っていますので、いわゆるＨＡＣＣＰ、国際的な

衛生管理基準、これが 2 0 2 1年に制定されていますので、それに沿った給食センターを造ろうというふ

うに思っています。なかなか普通の公共施設と違って、不特定多数が入る施設じゃありませんし、そうい

った衛生基準に基づいた釜であったり、そういう器具をそろえなきゃいけないであったりというところも

ありますし、先ほどおっしゃった効率という部分であれば、各学校の食器の大きさからまず始めないとと

いうところもありますので、そういったものから食缶の大きさが決まったり、設備の大きさが決まってく

る。なおかつ食材の搬入に関する衛生基準であったりというところがありますので、そういったところを

考えながら、そういう機械器具、設備が整う業者をまず選定しなきゃいけないというところがありますの

で、そういったところを考えながら、基本計画の中で、どういうふうな手法を取っていったらいいかとい

うところを今考えているところです。

〇 5番（森友和君）　これは、今その事業がちょっとずつ進んでいますけども、教育長、人が成長するとき

というのは、僕は、ちょっと背伸びをする、その瞬間に成長の機会があると思うのです。これ企業も同じ

で、今までやったことないけど、そのためにすごく準備をして対応していくという、こうなっていくと、

その企業は次にはそれを経験した事業者として仕事の幅が広がっていったりするのです。子供たちも一緒

だと思うのです。これ僕、地元の事業者をどう考えるか、その時点でできる事業者を選ぶってなってくる

と、どんどん狭まっていくだろうとは思うのだけれども、そういった基準だとか、そういうところ、恐ら

くは地元の事業者もしっかり勉強して、もしくは地元の事業者がコンサル入れてやったっていいわけです

よね。その部分、部分で小さくコンサル入れてやるみたいなことだってあり得るわけですよね。そういう

ものに対応できる事業者がどんどん残っていって、市の保護の下で何とかやっていくではなくて、そうやっ

て次の 1段どんどん上がっていくというようなイメージも含めて経験の、そしてその経験をさせるには当

然非常に知見を積んだ管理というのが必要になってくるのだと思うのだけれども、その辺を専門のマネジ

ャーみたいなものを入れて担保しながら、地元を最大限活用した事業としてやっていくというようなこと。

どっちに聞いたほうがいいのかちょっと分からないですけども、何かそういうこともちょっと試みとして

やってみていただきたいのです。そこには何かチャレンジの気持ちと何かロマンがあるなと思うのですけ

ども、どうでしょう。これ、副市長なのか、市長なのか、教育長なのか、庶務課長なのか、政策推進なの

か、どなたでもいいのです。何かそういうちょっとロマンのある事業をこの建設にかけていただけないか

なと思うのですが、いかがでしょう。

〇教育委員会庶務課長（宮澤康夫君）　大変おっしゃることはよく存じております。やっぱり市内の企業を

育てるというところは、常日頃、建設課であったり、私どももしているところではありますが、今回給食

センターに関しては、令和 1 2年に開設すると、オープンするというふうに決めていまして、竣工がもう

ある程度決まっている中で、事業者さんから勉強してもらってというところも実際はあろうかと思うので

すけど、そこまでに何とか間に合ってもらえばよろしいのではないかというふうに思っているところです。
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あまり事業期間が、ある程度もう決まっている中での事業ですので、そこはちょっといろいろまた考えな

きゃいけないところではあるというふうに思っています。

〇 5番（森友和君）　答弁ありがとうございました。最後、締めたいと思いますけども、これ医療にしても、

この建設、給食センターの建設は基本的には子供たちのためということにはなると思うのですけども、い

ずれにせよ将来加茂市がどういう事業者、どういう形の市民、そしてどういう行政の形でやっていくのか

というところに関わってくる話かなと思って、特に医療と建設、インフラ関係を担う建設業というのを

ピックアップ、スポットを当てて質問させていただいたのですけれども、いずれにせよやっぱりその中で

行政が担う部分というのはやっぱりいずれにせよあるであろうという中、決してお金をかけるだけではな

くて、その部分見据えながら、てこを入れていくということもぜひ御理解をいただいて、運営をさらに進

めていっていただきたいなというふうに思います。

　これで今回の一般質問締めたいと思います。ありがとうございました。

〇議長（白川克広君）　これにて森友和議員の一般質問は終了しました。

　これで一般質問を全部終了いたしました。

　以上で本日の日程は全部終了いたしました。

　本日は、これにて散会いたします。

午前 1 1 時 4 6分　散会
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午前 9時 3 0分　開議

〇議長（白川克広君）　これより本日の会議を開きます。

　これより議事日程第 4号に入ります。

　日程第 1　第 7 0号議案から第 9 1 号議案まで

〇議長（白川克広君）　日程第 1、第 7 0号議案から第 9 1 号議案までの 2 2件を一括議題といたします。

　各常任委員会における付託議案の審査の結果について、各委員長より報告を求めます。

　初めに、総務文教常任委員長、 5番、森友和議員。

〔総務文教常任委員長　森友和君　登壇〕

〇総務文教常任委員長（森友和君）　おはようございます。総務文教常任委員会に付託されました議案につ

いて、審査の結果を報告いたします。

　本委員会に付託されました議案は、第 7 0号議案令和 7年度加茂市一般会計補正予算のうち本委員会所

管の部分ほか 1 0件でありまして、これについて去る 1 2 月 1 1 日、委員会を開催し、慎重に審査を行い

ました。

　以下、その審査の結果について報告いたします。

　第 7 0号議案のうち本委員会所管の部分、第 7 5 号議案のうち本委員会所管の部分、第 8 1 号議案から

第 8 6号議案まで、第 8 9号議案、第 9 0号議案及び第 9 1 号議案のうち本委員会所管の部分の以上 1 1

件について、それぞれ内容の説明を求め質疑を行いましたが、特に意見、要望を付することなく、いずれ

も全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。

　以上をもって、報告といたします。

〇議長（白川克広君）　報告が終わりました。

　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　質疑なしと認めます。

　これをもって質疑を終結いたします。

　次に、産業民生常任委員長、 1 2番、森山一理議員。

〔産業民生常任委員長　森山一理君　登壇〕

〇産業民生常任委員長（森山一理君）　産業民生常任委員会に付託されました議案について、審査の結果を

報告いたします。

　本委員会に付託されました議案は、第 7 0号議案令和 7年度加茂市一般会計補正予算のうち本委員会所

管の部分ほか 1 3件でありまして、これについて去る 1 2 月 1 0日、委員会を開催し、慎重に審査を行い

ました。

　以下、その審査の結果について報告いたします。

　第 7 0号議案のうち本委員会所管の部分、第 7 1 号議案から第 7 4 号議案まで、第 7 5 号議案のうち本

委員会所管の部分、第 7 6号議案から第 8 0号議案まで、第 8 7号議案、第 8 8号議案及び第 9 1 号議案

のうち本委員会所管の部分の以上 1 4 件について、それぞれ内容の説明を求め質疑を行いましたが、特に
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意見、要望を付することなく、いずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定した次第で

あります。

　以上をもって、報告といたします。

〇議長（白川克広君）　報告が終わりました。

　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　質疑なしと認めます。

　これをもって質疑を終結いたします。

　これより討論に入ります。討論ありませんか。

　 6番、大橋議員。

〇 6番（大橋一久君）　第 8 2号議案新潟県加茂市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について、

反対討論を行います。

　特別職、市長等も含まれますけれども、議員の部分について問いたいと思います。期末手当を上げる議

案でありますけれども、期末手当、民間でいうところの賞与であります。民間でいう賞与は、業績、成果

に連動して支給はされております。加茂市議会議員の業績、成果はどうでしょうか。この 1 2月において、

各近隣市町村において議会が開かれております。各議会において一般質問が行われております。その状況

を述べますと、弥彦村村議会においては定数 1 0名に対し、今回 9名が質問をしております。議長を除く

と、 9分の 9で 1 0 0％の質問であります。燕市においては、定数 2 0名に対して 1 8名が質問、議長を

除き、 1 9分の 1 8 で 9 5％であります。三条市議会は、定数 2 2名に対して 1 8名、議長を除き、 2 1

名のうち 1 8名で 8 5％であります。田上町町議会は、議長も含め質問を行い、 1 4名全員が質問をして

いる状況であります。加茂市議会、今回 1 2月はどうか。 2名欠員の 1 3名が現在議員であります。議長

を除き、 1 2名が質問できますけれども、今回は 7名が質問であります。 1 2分の 7、 5 8％という数字

であります。近隣自治体議会に比べて著しく成績不良であります。市民の皆様もこの実態を知れば、あき

れることと思います。加茂市議会の文化、伝統、雰囲気、これを変えていかなくてはならないと思います。

もう時代が違う。これだけ近隣議会議員が頑張っているのに、加茂市議会は置いていかれている状況であ

ります。変わりましょう、加茂市議会。市民の皆様と共に立ち上がりましょう。議会が変われば、加茂市

はもっと発展すると思います。 5 8％、この数字をもっても、議員の皆さん、これでも賛成するでしょう

か。

　以上、反対討論といたします。

〇議長（白川克広君）　 1 0番、森川議員。

〇 1 0番（森川豊君）　私は、 8 2号議案新潟県加茂市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正につ

いて、賛成の立場から討論いたします。

　この特別職につきましては、国の総務省、人事院勧告によりまして、そして県、市町村はこれに沿って

給料を上げて、その経済情勢において給料を上げ下げされていると。逆に言うと、据置きのときも一部に

はあります。私たち議員もこの人事院勧告によりまして給料が上がっているところでございますし、上が

ったときはありがたいなと、こう思ってございますので、なかなか給料まで返すという声がなかなか出に

くいというのが一般的でございまして、私は総合的な判断からこの 8 2号議案には賛成といたします。
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　以上でございます。

〇議長（白川克広君）　 5番、森議員。

〇 5番（森友和君）　今ほど話に上っております 8 2号議案、議員の部分についてというお話がございまし

たが、同会派から反対が出ておりますが、私賛成の立場で討論させていただきます。

　まず、議員の資質についてのお話ありましたけれども、資質は市民がここは判断するところ、そして選

挙によってそこが決定されるところでございますので、それは選挙に委ねられるのが本来であろうという

ふうに思います。また、議会の活動内容については、これまでも議会内で、今は新しく特別委員会もつく

り、またこれまでは広報広聴特別委員会等、議員の裁量をもって委員会を立てて、そして子ども議会であ

ったり、またこれまでになかった活動等、そして広報も含めて、非常に手間をかけて市民の皆さんとの交

流を図る、また今までできなかったことをやっていくという試みをしているところでございます。これを

まず全うし切っていくことが我々の責務であり、またその報酬というのは、これは人事院勧告で出ている

ところではございますが、この報酬を上げていって、これはほかの自治体も基本的には同一の内容が上が

ってきているわけですが、これを、 1年 3か月後にはまた選挙があるわけでございますが、そこで市民が

判断をすればよろしいということではないかと思いますので、賛成の立場として、この 8 2号議案、討論

させていただきます。

　以上です。

〇議長（白川克広君）　ほかに討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　討論なしと認めます。

　これをもって討論を終結いたします。

　これより採決を行います。

　最初に、第 8 1 号議案加茂市個人番号の利用に関する条例の一部改正についてを採決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 2号議案新潟県加茂市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正についてを採決いたし

ます。

　この採決は起立により行います。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　本案は委員長の報告のとおり可決することに賛成の議員の起立を求めます。

〔賛成者　起立〕

〇議長（白川克広君）　起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

　次に、第 8 3 号議案新潟県加茂市職員の給与に関する条例の一部改正についてを採決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 4号議案加茂市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを採

決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 5号議案加茂市議会議員及び加茂市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関

する条例の一部改正についてを採決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 6号議案加茂市議会議員及び加茂市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する

条例の一部改正についてを採決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 7号議案加茂市看護職員奨学金条例の一部改正についてを採決いたします。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 8号議案加茂市農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正についてを採決いたしま

す。

　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　次に、第 8 9号議案及び第 9 0号議案の各組合規約の変更についての 2件を一括して採決いたします。

　以上 2件について委員長の報告はいずれも原案可決であります。

　お諮りいたします。以上の各案件は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、以上の各案件は委員長の報告のとおり可決されま

した。

　次に、第 7 0号議案から第 8 0号議案まで及び第 9 1号議案の令和 7年度各会計補正予算 1 2 件を一括
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して採決いたします。

　以上 1 2件について委員長の報告はいずれも原案可決であります。

　お諮りいたします。以上の各案件は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、以上の各案件は委員長の報告のとおり可決されま

した。

　日程第 2　請願第 4号

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 2、請願第 4号を議題といたします。

　常任委員会における付託請願の審査結果について、委員長より報告を求めます。

　産業民生常任委員長、 1 2番、森山一理議員。

〔産業民生常任委員長　森山一理君　登壇〕

〇産業民生常任委員長（森山一理君）　産業民生常任委員会に付託されました請願について、審査の結果を

報告いたします。

　本委員会に付託されました請願は、第 4号新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組に関する

請願の 1件でありまして、これについて去る 1 2 月 1 0日、委員会を開催し、慎重に審査を行いました。

　以下、その審査の結果について報告いたします。

　第 4号について、内容審査の結果、趣旨妥当として全会一致をもって採択すべきものと決定した次第で

あります。

　以上をもって、報告といたします。

〇議長（白川克広君）　報告が終わりました。

　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　質疑なしと認めます。

　これをもって質疑を終結いたします。

　これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　討論なしと認めます。

　これをもって討論を終結いたします。

　これより請願第 4号新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組に関する請願を採決いたします。

　本請願について委員長の報告は採択であります。

　お諮りいたします。本請願は委員長の報告のとおり採択することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本請願は委員長の報告のとおり採択することに決

しました。
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　日程第 3　議員発案第 1 3 号

〇議長（白川克広君）　次に、日程第 3、議員発案第 1 3 号を議題といたします。

　提出者の提案理由の説明を求めます。

　 1 0番、森川豊議員。

〔 1 0番　森川豊君　登壇〕

〇 1 0番（森川豊君）　おはようございます。 1 0番、森川です。議員発案第 1 3 号、提案理由の説明をさ

せていただきます。

　それでは、議員発案第 1 3 号新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書につい

て御説明申し上げます。

　提出者は私、森川豊、賛成者は田中雅史議員、杉田優子議員、大橋一久議員、三沢嘉男議員、森山一理

議員であります。

　以下、案文の朗読をもちまして説明とさせていただきます。

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書

　新潟水俣病は本年 5月末日をもって公式確認から 6 0年を迎えました。しかし、いまなお未救済の被害

者が、水俣病であることを求めて裁判を起こしたり、公害健康被害補償法に則って認定申請するなど、新

潟水俣病は終わっていません。

　その大きな要因は、最高裁が現行の行政認定基準では認められなかった被害者を水俣病と認めたにもか

かわらず救済制度を見直さないことや、水俣病特措法に基づく被害者発生地域の住民健康調査が確実に行

われていないことなどによります。

　一方、被害者は高齢化が進み、亡くなる者も後を絶ちません。ノーモア・ミナマタ新潟第 2次訴訟では

原告 1 4 6人中すでに 3 8人が亡くなっており、被害者の「生きているうちの解決を」は切実です。

　こうしたことから、新潟県議会は水俣病の被害者救済は人道上の緊急課題でもあるとして、昨年の 6月

定例会において「新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書」を全会一致で採択

し、政府・国会に提出しました。また、被害者発生地域の新潟市、阿賀野市、五泉市、阿賀町の各議会も

同様の意見書を 9月定例会で採択し、政府・国会に提出しました。

　しかるに、この一年、被害者団体と政府・環境省との解決に向けた協議はまったくと言っていいほど進

んでおらず、このままでは被害者が亡くなって水俣病が終息するというあってはならない非人道的な決着

をみることにもなりかねません。

　新潟県は今年も 5月に「水俣病被害者の早期救済や抜本的な救済制度の見直しに取り組むこと」とする

要望書を環境省に提出し、 5月末日の公式確認 6 0年行事において花角新潟県知事は「被害を受けたすべ

ての方々が等しく患者と認められ、救済を受けることができる恒久的な救済制度を確立すること」を宣言

しています。また、国会では 6月 1 9 日に超党派で「水俣病被害者救済新法案」が衆議院に提出され、秋

の臨時国会において審議される予定です。

　このように、新潟水俣病全被害者の救済は、新潟県民はもとより国民的にも解決しなければならない人

道上の緊急課題といえます。

　よって政府並びに国会におかれては、新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けて、次の事項につい
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　て早急に取り組まれるよう強く要望します。

記

1 . 国は、未救済被害者の救済に向けて、新法の策定など新たな救済制度を確立すること。

2 . 平成 2 2 年 4 月の特措法に関する閣議決定及び平成 2 3 年 3 月のノーモア・ミナマタ新潟訴訟の和解

条項を踏まえて、阿賀野川流域住民の健康被害調査を早急に実施するよう、被害者団体と協議すること。

　以上、地方自治法第 9 9条の規定により意見書を提出します。

　皆様の御賛同をいただきまして、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、環境大臣、衆議

院議長、参議院議長宛てに意見書を提出したいというものであります。

　以上で説明を終わります。

〇議長（白川克広君）　お諮りいたします。

　ただいま議題となっております議員発案第 1 3号については、会議規則第 3 7条第 2項の規定により、

委員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、議員発案第 1 3号については委員会への付託を省

略することに決しました。

　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　質疑なしと認めます。

　これをもって質疑を終結いたします。

　これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　討論なしと認めます。

　これをもって討論を終結いたします。

　これより議員発案第 1 3号新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書を採決い

たします。

　お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

　お諮りいたします。ただいま意見書が議決されましたが、その条項、字句、数字、その他の整理を要す

るものにつきましては、その整理を議長に委任されたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（白川克広君）　御異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に委任す

ることに決しました。

　なお、本意見書は後刻関係方面へ送付、提出いたしたいと思いますので、御了承願います。

〇議長（白川克広君）　以上で本 1 2月定例会に付議されました案件は全部終了いたしました。
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　市長より閉会の挨拶があります。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

〇市長（藤田明美君）　おはようございます。 1 2月議会、大変お疲れさまでした。

　提案いたしました全ての議案について可決していただき、ありがとうございます。

　また、今議会におきましても様々な御質問、御提言などをしていただきまして、ありがとうございまし

た。先ほど討論の中にもありましたが、議会の一般質問の数、話題になりましたけれども、多様な視点か

らの一般質問、大変重要だというふうに思っております。つまり多いほうが市政の発展につながるという

ことは私もそうやって信じておりますし、遠慮なく一般質問たくさんしていただきたいというふうに思っ

ております。どの議員さんも本当に市民の声を聞いたり、調査研究をして提言してくださっているという

ことは分かっておりますので、私たち執行部は基本的にやれるかどうかということをまず考えます。初め

からやりたくない、やらないという判断はしていないということを御理解いただきたいと思います。それ

でも実現することが難しいものは、大変心苦しいのですけれども、できないと答えることも当然のことな

がらあります。できない理由は、やはり財政的に厳しいからだと思われるかもしれませんが、それだけで

はなく、やはりその施策を運用できるだけの人員が確保できない、足りないということも主な理由の 1つ

になります。職員はロボットではないので、 1つの仕事が増えれば 1つ減らさないといけないですし、少

ない人員でより多くの業務に対応するためにデジタル化、ＤＸを進めるにしても、そのための人員が最初

は必要になってきます。これまでも繰り返しお伝えしていることですが、財政的に可能なのか、誰がやる

のかという視点を持って質問や提言をしていただけると大変ありがたいですし、より自分事になって、そ

の施策の実現に近づいていくのではないかなというふうに思います。また、そのとき実現しなくても、時

間がたって実現することもあります。そういった意味では、やはり無駄な質問というものはないのだとい

うふうに私自身は思います。

　加茂市は、今本当に激動のときです。市議会や市民の皆さんから御覧になって、加茂市政には足りない

ことがまだたくさんあると思います。また、議員の皆さんたちも市民の皆様から様々な御意見を受け、時

には板挟みになるときもあるのではないかなというふうにも思います。その一方で、市役所も多方面にわ

たって考えていることがたくさんあります。その検討過程が可視化されると、より議員の皆さんや市民の

皆さんの市政に対する解像度が上がっていくのかもしれないなというふうにも思っているのですが、なか

なかうまい解決策が見つからないままでもあります。しかし、市民の力を信じるということ、これが今後、

より一層重要になってくるのではないかなというふうにも考えておりまして、そのようなことを悩みなが

ら私自身は年末年始を迎えたいというふうに思っております。

　また、委員会の冒頭のときにもお話ししましたけれども、国の交付金を活用した物価高騰対応支援策に

つきましては、できるものから速やかに実施してまいりたいと考えておりますので、その際は議会での御

審議をどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、少し早いですが、皆様もどうか御自愛され、よいお年をお迎えください。ありがとうござい

ました。

〇議長（白川克広君）　これにて令和 7年加茂市議会 1 2月定例会を閉会いたします。

午前 1 0 時 0 2分　閉会
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　　　　　地方自治法第 1 2 3条第 2項の規定によりここに署名する。

　 　 　 　 加 茂 市 議 会 議 長　　　　白　川　克　広

　 　 　 　 加 茂 市 議 会 議 員　　　　滝　沢　茂　秋

　 　 　 　 加 茂 市 議 会 議 員　　　　森　山　一　理

　 　 　 　 加 茂 市 議 会 議 員　　　　関　　　龍　雄
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令和 7年加茂市議会 1 2 月定例会会期日程

月　日

9 ： 30 　議案 2 2件に対する総括質疑連　合　審　査　会

9 ： 30 　議案 1 4件　請願 1件　審査産業民生常任委員会

○開　会

　議案 2 2件　請願 1件　上程付託

　一般質問

　　大橋　一久君　　森山　一理君

1 木 本　　　会　　　議 9 ： 3012. 4

6 火12. 9
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4 日 休　　　　　　　　　　　　会12. 7

9 金

休　　　　　　　　　　　　会

12.12

8 木

休　　　　　　　　　　　　会

12.11

休　　　　　　　　　　　　会

9 ： 30 　議案 1 1件　審査総務文教常任委員会

7 水12.10

10 土12.13

11 日12.14

9 ： 30

　議案 2 2件　請願 1件

　　各委員長報告～採決

　議員発案 1件　上程即決

○閉　会

本　　　会　　　議12 月12.15

一般質問

　滝沢　茂秋君　　杉田　優子君

　山田　　宗君

2 金 本　　　会　　　議 9 ： 3012. 5

一般質問

　三沢　嘉男君　　森　　友和君
5 月 本　　　会　　　議 9 ： 3012. 8
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の作成の公営に関する条例の一部改正について

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

加茂市看護職員奨学金条例の一部改正について 原 案 可 決

加茂市農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正に

ついて
原 案 可 決

加茂市・田上町消防衛生保育組合規約の変更について 原 案 可 決

新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 原 案 可 決



事件番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決等月日 議決結果等

令和 7年度加茂市一般会計補正予算（第 1 1号）

国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書の

提出に関する陳情

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組に関する

請願

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止
し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環
境整備等を求める意見書提出の陳情

損害賠償額の決定及び和解についての専決処分報告について

定期監査、財政的援助団体等監査及び例月現金出納検査の結

果報告について

各一部事務組合議会の報告について

議案審査報告について

請願審査報告について

 1 2 ．1 5

 1 2 ．1 5

 1 2 ．1 5

原 案 可 決

原 案 可 決

採　　　択

配　　　付

配　　　付

報　　　告

1 2 ． 4 報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

報　　　告

1 2 ． 4

　 1 2 ． 4

1 2 ． 4

議員発案

　　　第 1 3号

議会報告

　　　第 2 1号

議会報告

　　　第 2 0号

議会報告

　　　第 2 2号

議会報告

　　　第 2 3号

議会報告

　　　第 2 4号

1 2 ． 4

1 2 ． 4

1 2 ．1 5

1 2 ．1 5
議会報告

　　　第 2 5号

陳 情 第 6 号

陳 情 第 5 号

請 願 第 4 号

第 9 1 号議案

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める

意見書

教育に関する事務の管理及び執行の点検・評価の報告について




